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はじ め に

埋蔵文化財の発掘調査により発見された新たな事実は、私た

ちの歴史に対するロマンをかき立ててくれます。本年度も、県

内各地で開催された現地説明会や展示会等を通じて多くの方々

に埋蔵文化財保護に対するご理解や興味を深めていただくこと

ができたものと思っております。

この冊子は、三重県内で本年度に実施された各種の発掘調査

と当埋蔵文化財センターの事業内容を簡単にまとめたものです

が、今後の埋蔵文化財保護と活用の一助として、ご活用いただ

ければ幸いに存じます。

埋蔵文化財を守り、伝えていくことは、次代への大きな課題

でありますが、当埋蔵文化財センターでは、あらゆる機会を通

して埋蔵文化財の保護・活用に務めてまいりたいと考えており

ます。

最後になりましたが、本冊子の作成にあたり、ご指導ご協力

をいただきました関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成 5年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長久保富子



例 言

1 . この冊子は、平成 4年度における三重県内の発掘調査の概要と三重県埋蔵文化財センターの事業概要を

まとめたものである。

2. II. 平成 4年度緊急発掘調査については、平成 4年度の三重県下における発掘調査の概要として、三重

県埋蔵文化財センター担当の発掘調査成果および、県内市町村担当の発掘調査成果もあわせて収録した。

なお、各遺跡の緊急発掘調査の概要については、それぞれの発掘調査担当者の協力を得た。

3 • 本冊子の編集は、関係機関及び各位の協力を得て、管理指導課が中心となって行った。
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I . 組織及び業務体系
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〔分掌事務〕

総務課

1. 公印の管理に関すること

2. 職員の身分及び服務に関すること

3. 予算及び経理に関すること

4. 給与及び旅費等の支給に関すること

5. 契約及び入札事務に関すること

調査第一課

1. 埋蔵文化財保護にかかる文化振興課ならびに関係部局との連絡調整に関すること

2. 県関係公共事業における埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

6. 施設、設備の保守管理に関すること

7. 文書の収発に関すること

8. 職員の健康、福利厚生に関すること

9. 防災管理に関すること

10. その他他課に属さないこと

3. 市町村埋蔵文化財保護の指導に関すること

調査第二課

1. 近畿自動車道に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

2. 国道 1号亀山バイパスに関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

3. 国道23号中勢道路に関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

4. 国道42号松阪多気バイパスに関する埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

5. 建設省、日本道路公団との調整協議と事務処理に関すること

管理指導課

1. 遺物収納倉庫の管理に関すること

2. 整理済み出土品の収蔵及び保管に関すること

3. 遺跡及び遺物の実測図・写真等の整理及び保管に関すること

4. 関係図書等の整理及び保管に関すること

5. 遺跡台帳、遺跡地図の整備及び保管に関すること

6. 出土品の洗浄・注記・接合・復元及び実測等に関すること
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7 . 出土品の科学的保存処理に関すること

8. 埋蔵文化財展・埋蔵文化財発掘調査速報展に関すること

9. 遺跡及び遺物等資料の貸出、掲載許可等に関すること

10. センター通信及び埋蔵文化財年報等の刊行に関すること

11. 埋蔵文化財行政調査等に関すること

12. 市町村の埋蔵文化財調査・文化財展等の指導及び協力に関すること

13. 埋蔵文化財発掘調査技術の研修に関すること

14. 埋蔵文化財センター内外の各種会議に関すること

〔職員〕

所長 久 保富子 （斎宮歴史博物館館長兼務）

次長（事務） 東谷 勇 （斎宮歴史博物館次長兼務）

II （技術） 山澤義貴

総務課 調査第 2課

課長 小柳清 （斎宮歴史博物館兼務） 課長 新田 洋

主査 池野加代子（ II ） 主査 駒田利冶

主事 堀内稔伸 （ II ） 第 l係
II 寺前秀紀 （ II ） 主事 斎藤直樹

調査第 1課 II 前川嘉宏（玉城町から派遣）

主幹兼課長伊藤克幸 II 小谷定男（伊勢市から派遺）

主査 倉 田直純 第 2係

第 1係 係長 田村陽一

係長 倉田直純 （主査兼務） 主事 宇河雅之

主事 増 田安生 第 3係
II 吉澤 良 係長 駒田利治（主査兼務）

II 森川常厚 主事 本堂弘之
,, 

石川隆朗 II 小菅文裕

II 森川幸雄 II 山口 格（津市から派遺）

II 筒井正明 II 中村光司（津市から派遺）

技師 伊藤裕偉 技師 穂積裕昌

第 2係 管理指導課

係長 河北秀実 課長 山澤義貴（次長兼務）

主事 清水正明 主事 杉谷政樹

II 川 戸達也 II 福田哲也

II 高崎 仁 II 天野秀昭

II 上村安生 技師 泉 雄二

II 小林 秀 ” 野口美幸

II 浜口 プ 研修生東 良樹

II 竹田憲治

II 紀平みどり
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〔施設〕

三重県埋蔵文化財センター

所在地多気郡明和町竹川 503番地

TEL 05965-2-1732・3800 FAX 05965-2-3724 

面積敷地面積 18, 000 nf 

建築面積 4,537吋

延床面積 5,077吋

構造鉄筋コンクリート造 l階 (1部2階）建

（建物は斎宮歴史博物館と共用）

遺物収納倉庫

桜橋収納倉庫

藤方収納倉庫

上野収納倉庫

現場整理所

津市桜橋 2丁目126

津市藤方2283-1

上野市丸之内117

TEL 0592-27-2465 

TEL 0592-24-4560 

TEL 0595-24-0079 

国道42号松阪・多気）tイパス整理所 松阪市射和町16-1

TEL 0598-29-4643 FAX 0598-29-4553 

国道23号中勢道路整理所 津市納所町字西沢田481

TEL 0592-29-2770 FAX 0592-29-2771 
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II. 平成4年度緊急発掘調査

1. 緊急発掘調査調査一覧
本年度、当埋蔵文化財センターが実施した発掘調査は85遺跡、約53,800面（試掘調査を含む）、斎

宮歴史博物館実施分は約4.000 rrf、市町村教育委員会実施分は102遺跡、約112,400rrfである。これ

らのほとんどは開発事業に伴う事前の緊急発掘調査であるが、遺跡の解明あるいは保存整備のための

調査も、上津部田城跡・城之越遺跡等で実施している。

県（埋蔵文化財センター）担当分 （※は国費補助事業）

No. 遺亦名 所在地 原因 費用負担

1 稲生遺跡 鈴鹿市稲生町字稲生山 中勢道路建設 建設省

2 南谷遺跡 II ／， 字南谷 II II 

3 椋本南方遺跡 安芸郡芸濃町大字椋本 県営ほ場整備 （ 県教育委員会※
県農林7障部

4 横山遺跡 II II II 県農林7槌罪〖

5 4浴 C遺跡 津市大里山室町字1J¥B- II （ 県教育委員会※
県農林7掟佳部

6 東浦遺跡 ” 外野田町 II （ 県教育委員会※
県農林7掟恒部

7 多為遺跡 II II小野田町 II 県農林7柘産部

8 古里遺跡 ” 
II 

” ” 
II ， 六大B遺跡 ” II窪田町字竹花ほか 中勢道路建設 建設省

10 橋垣内遺跡 II II 
II 字橋垣内ほか 県道改良 県土木部

11 大古曽遺跡 II —身田大古曽 中勢道路建設 建設省

12 西岡古墳 II河辺町字西岡 II 建設省

13 天白遺跡 II 嬉野町釜生田 県営ほ場整備 （ 県教育委員会※
県農林7拍産部

14 多気遺跡群 一志郡美杉村上多気 国道改良 県土木部

15 池ノ上遺跡 松阪市西黒部町寺浦池ノ上 県営ほ場整備 （蜘育委員会※
県農林7掟首部

16 西山遺跡 II II 西山寺浦 II （ 県教育委員会※
（旧称西黒部） 県農林7拍産部

17 小狐遺跡 II 

” 
II （ 県教育委員会※

県農林7灼奎部

18 鴻ノ木遺跡 II 射和町 松阪多気パイパス建設 建設省

19 北野遺跡 多気郡明和町明星、蓑村 県営ほ場整備 （ 県教育委員会※
県農林7掟首部

20 明気窯跡群 II 多気町相可 松阪多気バイパス建設 建設省

21 世古遺跡 度会郡玉城町世古 県道改良 県土木部

22 蚊山遺跡 II ／， 岩出 II II 

23 麻加江遺跡 II 度会町麻加江 II 

” 
24 前山遺跡 II II 田間 県営ほ場整備 県農林水産部

25 打越城跡 II 南勢町伊勢路 県道改良 県土木部

26 波田須城跡 熊野市波田須町 国道改良 II 

27 伊賀国府推定地 上野市外山 県営ほ場整備 （県教育委員会※
県農林水産部
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28 I :.fり成遅U亦 I II 羽根

（箕升氏館址）

II 

［ 
県教育委員会※

県農林7障部

29 I川南A緬 1名賀郡青山町勝地 II 

（ 
県教育委員会※

県農林水産部

30 I向出A遺跡 I名張市滝之原 II 

（ 
県教育委員会※

県農林水産部

県（埋蔵文化財センター）担当分試掘

ア 大欠上遺跡 員弁郡大安町梅戸 県営緑農住整備 県農林7栢奎部

イ 六谷遺跡隣接地 三重郡菰野町永井北 県営一般農道 II 

ゥ 丸岡遺跡 四日市市西村町 公園 県土木部

工 沖ノ坂遺跡 鈴鹿市国分町 道路改良 II 

才 盤城山遺跡 II 木田町 II II 

ヵ 盤城山古墳群 II II II II 

キ 間瀬口遺跡 II 徳田町 中勢道路 建設省

ク 高井A遺跡 ” ／， 字高井 II II 

ヶ 拝原遺跡 II 御薗町字拝原 道路改良 II 

コ 国分東遺跡 II 国分町 ” 県土木部

サ 青館跡 亀山市川崎町字青 県営広域農道 県農林7捉恒部

シ 小下遺跡 ／， 小下町字道金 道路改良 県土木部

ス 南神山8号墳 安芸郡安濃町南神山 道路改良 II 

セ 前田遺跡 津市大里山室町 県営ほ場整備 県農林7J<j産部

ソ 古川遺跡 II II窪田町 II II 

夕 古墳？ II II II II II 

チ 一身田小学校庭 ” ー身田 県道改良 県土木部

遺跡

ツ 宮崎遺跡 一志郡三雲村中太郎生 県営畜産環境整備 県農林7槌難〖

テ 北瀬古遺跡 II 嬉野町天花寺 道路改良 県土木部

卜 ;J~ 公遺跡 II 美杉村八知 県営畜産環境整備 県農林7J<i産部

ナ 立川遺跡 II II 立川 道路改良 県土木部
, .. 

忠助垣内遺跡 II II II II 

ヌ 馬場遺跡 ” II 下多気 II II 

ネ 柚原遺跡 松阪市柚原町 道路改良 II 

ノ 御堂山遺跡 II 野々町 松阪・多気バイパス建設 建設省

ノ‘ 鳥墓遺跡 多気郡明和町蓑村 県営ほ場整備 県農林水産部

ヒ 世古遺跡 II ”有爾中 道路改良 県土木部

フ 上ノ垣外遺跡 ／， 多気町荒蒔•相可 松阪・多気バイパス建設 建設省

ヘ 古墳？ II II 相可 県営農免農道 県農林水産部

ホ 堂ノ前遺跡 II I/ 牧 県営畜産環境整備 II 

マ 門阪遺跡 ” ” ” 
II II 

ミ 縄手遺跡 II II II II 
” 

ム 上出i五即亦 ／， 勢和村上出iI 道路改良 県土木部

メ 西方寺遺跡 II II II II II 

モ 車川遺跡 II ” 車川 県営畜産環境整備 県農林7掟恒部

ヤ 北出遺跡 飯南郡飯南町粥見 道路改良 県土木部

ユ 向村遺跡 度会郡度会町立花 県営ほ場整備 県農林水産部

ヨ 田間遺跡 II II II II II 

-5-



ラ 植山遺跡 伊勢市植山町 II II 

リ 横橋東遺跡 II 朝熊町 河川改修 県土木部

ル 大畑遺跡 鳥羽市答志町和具 県営漁港関連道 県農林71<.E産部

レ 古墳？ 南牟婁郡紀和町平谷 県営農免農道 II 

口 川西遺跡 阿山郡伊賀町川西 道路改良 県土木部

ワ 西条A遺跡 上野市西条 県営ほ場整備 県農林水産部

ヲ 塔ノ元遺跡 ” ／， 塔ノ元 II II 

ン 山神遺跡 II 山神 II II 

ぁ 古墳？ II 西高倉 II II 

し、 浦木戸遺跡 名賀郡青山町下川原 II II 

ぅ 六地蔵A遺跡 II II II II II 

ぇ II B遺跡 II II II II II 

ぉ 久保遺跡 II II II II II 

か 大平遺跡 名張市滝之原 II II 

き 谷垣内遺跡 II II II II 

＜ 中出遺跡 II II II II 

け 滝之原遺跡 II II 県道改良 県土木部
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県（斎宮歴史博物館）担当分

No. I 31 I斎宮跡※ I重要遺跡確認 I斎宮歴史博物館 IH4. 4. 8--H5. 3. 4 I 3, 057 rrl 

調査 調査面積 調査期間 地番・地籍 備考

次数 （対）

95 1.280 H4.4.8~7. 13 明和町斎宮字内山3046他 計画発掘調査

97 627 H4. 7. g,,..._,g_ 25 明和町竹川字古里・中垣内 II 

98 l, 150 H4.9.28-H5.3.4 明和町斎宮字鍛冶山2745 II 

No. I 31 I斎宮跡 ※ I史跡現状変更 I明和町 H4.5.25 -H5.3.31 I 896.6対

調査 調査面 調査期間 地番・地籍 原因 調査機関

次数 積 (rrf

96-1 320 H4.5.25----6. 10 明和町斎宮字東加座2374 盛土工事 斎宮歴史博物館

96-2 70 H4. ll. 24,.._,12. 3 明和町斎宮字内山3068-3他 道路拡幅 II 

96-3 120 H4. 12. 12~ 明和町斎宮字古里 個人住宅の新築 II 

H5. 1. 11 

96-4 130 H5. 2. 10-3. 11 明和町斎宮字中西 個人住宅の新築 II 

96-5 230 H5. 2. 15,,._, 3. 31 明和町斎宮字木葉山 個人住宅の新築 II 

96-6 26.6 H5. 3. 5.......,3_ 31 明和町斎宮字篠林 個人住宅の新築 II 
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市町村担当分 （※は国・県費補助事業）

No. 遺跡名 所在地 原因 調査主体 費用負担

3 2 天王平尾津平 桑名郡多度町大字小山 農道拡幅 町教委 町
遺跡

3 3 北里石貴跡 員弁郡員弁町大字上笠田 高圧鉄塔建設 II 事業者

3 4 段遺跡 II II 大字石仏 店舗建設 II II 

3 5 村前遺跡 II 東員町大字瀬古泉 工場建設 II II 

3 6 西金井遺跡 桑名市西金井字高添ほか 土地改良 市教委 市※

3 7 桑部城址 ／， 桑部字城下 土砂採取 II 市

3 8 縄生廃寺跡 三重郡朝日町大字縄生字中谷 重要遺跡確認調査 町教委 町※

3 9 平尾城跡 四日市市平尾町 市道改良事業 市遺跡調査会 土地開発公

社

久留倍遺跡 II 大矢知町字青木谷 倉庫・住宅建設 市教委 事業者

4 1 下之宮遺跡 II 下之宮町字笠木 店舗建設 II II 

4 2 西野山遺跡 II 南,J~公町字西野山 工業団地 II 土地開発公

社

4 3 西野遺跡 II II 西野 II II II 

44-1 上里遺跡 II 久保田2丁目 宅地造成 II 事業者

44-2 II II II II II II II 

4 5 浜田城跡 II 鵜の森 l丁目 市立茶室建設 II 市教委

4 6 平戸山遺跡 II 西松本町 宅地造成 II 事業者

4 7 庚申塚遺跡 II 生桑町 造成工事 II II 

4 8 芝田遺跡 II 芝田町l丁目 宅地造成 II II 

49-1 北中寺遺跡 II 石塚町 II 市遺跡調査会 II 

49-2 II II II II II II 

49-3 II II II 下7柘置工事 市教委 市

49-4 II II II 宅地造成 市遺跡調査会 事業者

5 0 出城山遺跡 II 智積町字雨池 鉄塔建設 市教委 II 

5 1 富塚遺跡 II 桜町字中長 II II II 

5 2 向山遺跡 II 山田町字向山 土地利用計画 II II 

5 3 西ケ谷遺跡 II 東坂部町字西ケ谷 住宅団地造成 II II 

5 4 折戸古墳 II 六名町字東起 工場建設 II II 

5 5 東起古墳 II II II 工場建設 II II 

5 6 西ノ野遺跡 鈴鹿市国分町字西ノ野 個人住宅建設 市遺跡調査会 II 

57-1 伊勢国分寺跡 II ” 字南i甫ほか 範囲確認調査 市教委 市※

57-2 II II II II 生活排水建設 II 市

58-1 国分北遺跡 II II 字野田 倉庫建築 II 事業者

58-2 II II II II 住宅建設 II II 

58-3 ” ” II 字広神戸 鉄工所建設 II II 

5 9 東植松遺跡 II II 東植松 住宅建設 II II 

6 0 間瀬口遺跡 ” 木田町字間瀬口 公園整備 市遺跡調査会 市

6 l 塚原古墳群 II 高岡町字塚原 道路建設 II II 

6 2 寺山遺跡 II II 字寺山 II II II 

6 3 起A遺跡 II 飯野寺家町字起 住宅建設 市教委 事業者

6 4 土師南方遺跡 II 土師町字六田庄 住宅建設 II 市

6 5 神戸中学校遺跡 ” 十宮4丁目 学校グラウンド改良 II II 

6 6 宮ノ前遺跡 II 十宮町字宮ノ前 住宅建設 II 事業者

6 7 中瀬古南遺跡 ／， 中瀬古町字西ノロ 住宅建設 II 市
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6 8 

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
 

6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
 
9 4 
9 5 

9 6 

g 7 

9 8 
9 9 
100 
101 
102 
103 
104 
105 
106 
107 
108 
109 
110 
111 
112 

寺谷古墳群

塚腰遺跡

ー反通遺跡

四辻経塚

北中大野遺跡

奥ノ谷遺跡

長者屋敷跡

矢下3号墳

西ノ野遺跡

柴戸遺跡

東樺野遺跡

忍山遺跡

大垣内遺跡

宮ノ裏遺跡

山添遺跡

ツヅミ遺跡

多倉田遺跡

上津部田城址

平木遺跡

四涅川跡

久居城址

戸木遺跡

庄田 l号墳

赤坂遺跡

薬師谷古墳群

片野遺跡

（第 5次）
笹遺跡

下之庄東方遺跡

（南浦地区）

中川駅前遺跡群

（片部遺跡他）

一志廃寺

・天保遺跡

まんじりぅ山古墳群

北畠氏館跡庭園

安田遺跡

白山古墳群

口南戸遺跡

黒角遺跡

露越遺跡

馬渡遺跡

堀田遺跡

世古D遺跡

明気古墳群

倉懸古墳群

八端窯跡

矢塚古墳群

安養寺跡

鈴鹿市郡山町字西谷山

II II 字塚腰

II 上野町字一反通

II 東庄内町字池代

II 三畑町字北中大野

／， 上田町字牛飼場

II 広瀬町字長塚ほか

II 西富田町

II 国府町字西ノ野

亀山市川合町字柴野

II 菅内町字東樺野

II 野村町字忍山

／， 山下町字大垣内

安芸郡安濃町大字内多字宮ノ裏

II II 大字清水字山添

II II 大字東観音寺字'/1ミ
II II 大字村主字多倉田

津市一身田上津部田
II半田

II高茶屋小森町

久居市万町

II 戸木町字桃里

II 庄田町字貝下

II 木造町字赤坂

一志郡一志町大字八太
II II 大字片野

II 

" 

” 

II 

II 大字井生

嬉野町中川字南i甫

II 

II 

中川字片部

II II 滝之JII
-; 志郡美杉村上多気

松阪市六根町

II 丹生寺町
／， 立野町口南戸

II 山室町黒角

多気郡明和町大字竹川字露越ほか
II II II 字馬渡

II II 大字有爾中字堀田

" " 大字池村字世古

II 多気町大字相可字明気

II II 大字五佐奈字倉懸

度会郡玉城町長更地内
II II 宮古字谷口

II 二見町溝口割石

大学建設

道路側溝工事

住宅建設

工場建設

住宅建設

土壌改良

範囲確認調査

道路改良

住宅建設

宅地造成

国道改良

道路建設

宅地造成

工場建設

宅地造成

土取り

宅地造成

史跡公園整備

県道改良

工場建設

道路新設

市営住宅新築

宅地開発

県営農道整備

ゴルフ場造成

町道建設

道路建設

区画整理

区画整理

道路新設

ゴルフ場建設

現状変更

砂利採取

団地造成

市道改良工事

” 
町Jミュこテイセンか建設

町水源地建設

住宅建設

共同住宅造成

住宅団地造成

工業団地造成

公園造成

工場敷地造成

宅地造成

寺谷古墳群発掘

調査団

市教委

” 
” 
” 

市教委

” 
” 

盟；：
” 
” 

町遺跡調査会

町教委

町遺跡調査会

” 
市教委

II 

II 

” 
II 

” 
” 

町教委
II 

” 
町教委

JI 

事業者

市

” 
事業者

” 
” 

市※

市

” 
事業者

県土木部

し者
” 

事業者
/I 

市

県土木部

事業者

※県受託

市

市開発公社

※県受託

事業者

町

事業者

区画整理組

合
II 

” 

” 
村教委

市教委

” 
” 
” 

町教委

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

町文化財調査会

町

事業者

” 
” 
” 

市
II 

町

” 
” 
” 
事業者

町
II 

事業者
II 
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113 豆石山経塚 l号
114 豆石山経塚2号
115 豆石山中世墓

116 五峰山2号墳

117 向谷古墳群

118 福地城跡

119 菰池2号墳

120 大多田遺跡

121 小芝遺跡

122 西明寺遺跡

123 旧崇広堂

124-1上野城跡
124-2 11 

125 西蓮寺中・

近世墓

126 内屋敷遺跡

127 榎並氏館跡

128 十王下遺跡

129-1下郡遺跡
129-2 11 

130 城之越遺跡

131 玉塚古墳

132 下川原遺跡

133 琴平山古墳

度会郡二見町溝口豆石山
II II II II 

II II II II 

II II 山田原五峰山

伊勢市朝熊町字向谷

阿山郡伊賀町大字柘植町字浦出
II II 大字愛田字菰池

上野市佐那具町字大多田
II 服部町字小芝
II 西明寺

” 丸之内

””  
””  
II 長田字垣内

／， 朝昼

””  
／， 長田

II 下郡下代77-1ほか
II II II 85-3ほか
II 比土字城之越

名張市美旗町中一番
II 夏見浅尾

II 赤目町壇字横山

-10-

宅地造成 町文化財調査会事業者

ゴルフ練習場建設 市教委 II 

緊急発掘調査 町教委 町※
ゴルフ場建設 町遺跡調査会 事業者
工業団地造成 市遺跡調査会 II 

倉庫造成 事業者
公園整備事業 市遺跡調査会 市

保存修理工事 市教委 市※

俳勁籾駆酔1ル埋設市遺跡調査会 事稟者

浄化槽建設等

墓地整備

農業集落排水事業

” 
” 

市民会館駐車場整備

Jミュこテイ広場整備事業

遺跡保存整備事業

住宅用地造成

店舗用地造成

宅地造成

” 
” 
” 
” 
” 

市教委

市遺跡調査会
II 

II 

市

事業者

市

” 
” 
” 
” 
市※

事業者
II 

II 



市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
村
村
町
町
町
町
町
町
町
村
村
町
町
村

市

岬

洲

山

原

勢
阪
名
野
鹿
張
鷲
山
羽
野
居
度
島
勢
弁
安
員
原
野
日
越
芸
濃
里
濃
志
山
野
杉
雲
南
高
気
和
台
和
川
城
見
俣
勢
島
宮
勢
薗
会
賀

日

曽

良

内

ヶ

津
四
伊
松
桑
上
鈴
名
尾
亀
鳥
熊
久
多
長
木
北
員
大
東
藤
菰
楠
朝
川
関
河
芸
美
安
香
一
白
嬉
美
一
―
一
飯
飯
多
明
大
勢
宮
玉
二
小
南
南
大
紀
御
大
度
伊
島

1
2
3
4
5
6
7
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1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
 ● 県担当分（試掘を除く）

0市町村担当分

,
 

゜
40km 

図 1 平成4年度三重県内発掘調査遺跡位置図
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2. 発掘調査の概要

Nu / 1 遺跡名 I稲生遺跡 所在地 鈴鹿市稲生町字稲生山

調査原因 一般国道23号線中勢道路建設 車業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 4. 13---7. 4 

調査面積 2. 100面 担当者 本堂弘之• 小菅文裕• 穂積裕昌

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

基独立今） 丘かは 減南の西西さしへ側たん約稲斜生面I古kmに窯離立地跡れ群たす小（。全さ な3 • • 大士竪穴溝坑住l居条溝33棟 • • 須士恵閥師器器
. . 右●●●-千

• ・・有滑ガラス盤の玉勾玉、 及び臼玉

つ!れ態製もは臼の 一い代部。あに。はガラス居玉） 滑持存

• 石製、小及び土製紡錘車

• • 鎌石鏃片等の鉄製品

在形落を判成跡開るも してい末る周辺の初当か該頭時頃当を期のは、し 5 C -----6 C 

形跡っはてし‘ 始期。 が微た妙ものに遡が多る可い能性 且も

関連文献

No. I 2 遺跡名 I南谷遺跡 所在地 鈴鹿市稲生町字南谷

調査原因 一般国道23号線中勢道路建設 車業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 4. 13-6. 6 

調盃面積 l. 300rrf 担当者 本堂弘之• 小菅文裕

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

の標丘下高陵分る3尾4根m竪、上平に地居あかる。あら丘の比陵高の約最2かも5m高か断ら • 竪坑穴（住建居基て替l棟A. 1 回） O・弥壺鉄石生甕時2代後高期杯

い部段守 に 穴た住溝と が 集り そこ • • 土溝 3 条l ．． 鏃鏃、 l 、点点

ー がっ ころ~袂にら ように が 3 、ヽ尾落根をた 外を敵切

すような形か で い

土鏃溝器る2点のと共が1つに出、士有らし掘茎弥た生腸。ら 代三て後角期形。前式半の鉄の

関連文献 ・ 『南中勢谷道遺路跡調査（ニュース N育O委.17会』 （三重県埋蔵文化財センター 1992)
・『 』 鈴鹿市教 員 1992)

No. I 3 遺跡名 I椋本南方遺跡 所在地 安芸郡芸濃町大字椋本

調査原因 県営ほ場整備車業 車業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 12. 2--12. 25 

調査面積 730 nf 担当者 石川隆郎• 浜口元

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

慄 54m前後排の 代川分を左施岸斯あの低段A ． 掘溝井土立柱条l 建物 2棟 • • • i 土山山（ 皿茶皿師椀器、鍋、 羽 釜） 丘に 置区時かし、 水鎌てて たたる
・12 

........ F につ～い のし • ． 坑戸坑2 0 基基
• 土墓 l基 ・• 器磁 椀

てい のと る。大 E で

検出した 戸鎌約倉は 石代箱r の 半遺 れていたが 時ヽ の テ
ンハコにして 10 期あ等り、 碗

の底部もに「上点」 」た の が
ある のが 6 、出土 。

関連文献
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No. I 4 遺跡名 i横山遺跡（立会） 所在地 安芸郡芸濃町椋本

調査原因 県営ほ場整備寧業 車業主体 県農林水産部

調歪機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H4.10.5 

調査面積 20 0 rrf 担当者 清水正明・小林秀

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

なし なし なし

関連文献

Nu I 5 遺跡名 I小谷 C遺跡 所在地 津市大里山室町字小谷

調査原因 県営ほ場整備寧業ー大里地区 寧業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 6. 25---7. 28 

調査面積 750rrl 担当者 清水正明・小林 秀

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

津市位落大置里地区に広磁烏が代るし丘陵平の西時端代

0• 飛土安鳥坑良穴立 時代代建基代居 OO• • 縄深飛I石文鉢斧烏I 時（代早期ク 末レ ー• パ中期ー末）部に する。分飛を 認時 ～ 安
の槃の一部 た。 辻 4棟

0・平振 柱~住時 物 l棟 ． 器炉咋（ 杯 ） 

．゚ 杯・皿・甕
．甑）

O• • 須鎌山倉皿恵器時代（杯）

関連文献

No. I 6 遺跡名 1 東浦遺跡 所在地 津市大里野田町

調査原因 県営ほ場整備寧業 寧業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5.11--7.11 

調査面積 2. 000面 担当者 小林秀• 清水正明

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

津市大里地区の丘陵部東端に位置 ？？ • • • 木縄土葉文小師 形土尖器 頭器する

を調中た゚玉心のと結し果た遺遺、縄器跡構古墳で検草時出あ土代創出る 前こ期と のが住かわ居か ?I 11 
（二器型重丸日底縁壺壺なと ） 

っ 。また 文がは で頃たきな っ
れたかる木、 葉旧形石器尖ヽ 頭～ 期し 。と思わ • 須恵器

関連文献
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No. I 7 遺跡名 i多為遺跡（立会） 所在地 津市大里小野田町

調査原因 県営ほ場整備亭業 車業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調歪期間 H4.9.l6......,9.l7 

調査面積 70面 担当者 小林秀• 清水正明

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

位式置tす内か 社る 多為神社の参道のすぐ脇に

はつ いく 、なる調゚周こ査辺と面部が積わに良でか好あっ なたっ遺。た跡が、が広密度か

O• 弥竪生穴～住居奈良4棟時代 • （土杯、師甕器 など）

関連文献

Nu I 8 遺跡名 I古里遺跡（立会） 所在地 津市大里小野田町

調査原因 県営ほ場整備寧業 事業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H4.9.17--10.l 

調査面積 950面 担当者 石川隆郎• 清水正明

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分土調ぞけ査た 区を北から A-Dの 4地区に • • 溝土坑4条4基 • • 須土師恵器器 （（杯皿、） 鍋）

本地゚層暗地褐序区地山は 色）は、土上から耕土地粘(）か20土、区-黄ので3北0 灰あ

cm側色出り と、Cこ（の の区東と側な(2遺はでる0-青構が3、灰が0Cll色B っで

土、 遺後あり 物 、大土跡全1こ体半遺はと テ ンパな コ1 箱た。分とも

室での町であ 期、る。その遺の出 物思がかわA地れら奈区る良。か時ら代の

関連文献

No. I 9 遺跡名 I六大 B遺跡 I地区 所在地 津市大里窪田町字竹花ほか

調査原因 一般国道23号線中勢道路建設 事業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県教育委員会 調査期間 H 4. 9. 28-12. 26 

調査面積 3. 350面 担当者 本中村堂光弘之司 • 小菅文裕• 山口格・

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

勢の河別本津市岸街調れ段道査』連の主丘に要上河に立川る 地、 志。遺登茂跡北川端の南は側伊
．掘井i立柱建基物 7棟
.• 戸坑 5 • • 木灰黒舟釉簡色§土陶器器

- は接平,-す成棟配物衡2。年以置を度上かの飛ら の継続鎌摘平が倉安認でさ ・・ 椀、の鎌木柄製、品 鞘、漆塗椀

時、時めれ 代代しら ののれ 、立物下で 柱群級~ 7建官の0 の可検に能出は 。規性特則鳥も～ 性指に

当平てた城いる宮ると。出さ土れ木る地簡域のでf久も菩あ多る里。 」に

関連文献
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No. I 10 遺跡名 I橋垣内遺跡 所在地 津市大里窪田町字橋垣内他

調査原因 県道津関線道路改良事業 車業主体 県土木部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H4. 8. 17 --H5. 1. 30 

調壺面積 4, 000 面 担当者 川戸達也•紀平みどり

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

す構を〔行毛をるA無。い認川、区A の生氾Cる濫時卓の代原が3地かでの下区きら位室にた 段分町。 丘時け 代てに 位調の査遺置
(A地月道区〕

• • 〔須木A器地恵器区（馬）（杯鍬）・杯蓋）
・古旧 ～奈2本良時代

少時出（ 土な2確地本いの 。遺のと晶物思す〕僅旧 河かか道に 時を削る代検平 出をを免考し れえた かれた 遺包ば物含奈層良は

( B地嬰且区〕 0〔土Bi地器類土区〕
・縄旧 代2本・古墳時代

・ 器器片

代か われら 。

・(振古井奈C地立墳p良区柱～建奈基代土） 物良 時18棟代

• • ．縄土弥 士器＜ね・ 須士 器

遺土でB地構器あ 区は縄）。が前文出者士時代は上たと 層古だ墳かかけ 時でら量代僅あ のかる 旧なが縄土河、

• . その時他2 坑• 室• 町溝等時代

道文後資し2者、料大3水かは 農辺得片る 具の 祭れ製後や祀祭た 祀事をか時し 遺考が物え 考る目し上多さ 層でれら 貴にる 重。出な

量の1木前ら 品 期出士注 た れは T 
〇• 具物箪 桃体（案・ 杵・槌等）

K( 道群1C8地棟路の・広4区以の7調が 査のり 建ので考物検世 跡え出 がさと 推れ戸資 ぇ定た 掘がさ れ立 柱‘、るらさ 。建れれ中 ． ． の種等

誓た。 その他、 を中 の井る 料が検得出
• • • (須木山C地茶製恵区器椀井戸）片枠• 土師器片

ている。

関連文献
（『一三般重国県道教2育3号委員中勢会道・ 路三重埋県蔵埋文蔵化文財化発財掘セ調ン査タ概ー報 1II99-0N-』1992) 

Nu I 11 遺跡名 I大古曽遺跡ー A地区 所在地 津市一身田大古曽

調査原因 一般国道23号線中勢道路建設 事業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H.4.9.7-9.18 

調査面積 240nf 担当者 穂積裕昌

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

部所大在遺を古し、め曽遺北跡接すの中る橋で垣も最内遺も北跡寄の南り辺に
• 溝 2条

• • 土山茶師器椀器

構地占 遺的干でる物。 と北地たも側形目立った内もの跡はな

• 陶

対うく、し 彰若況 に谷も の橋呈 垣 遺 に
状て の をしているよ

な あっ。

関連文献
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Nil I 12 遺跡名 l西岡古墳 所在地 津市河辺町字西岡

調査原因 一般国道23号線中勢道路建設 車業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県教育委員会 調査期間 H 4. 8. 3 ....., 10. 17 

調歪面積 2. OOOnf 担当者 山口格・中村光司

遺 跡 の 概 要

標形土高の約ー47mをの丘陵っ頂て部いに位一置す辺ら約れ部る方13墳mでの方、 北墳向がは出鉄東をとし側考製逆た自にのらびる尾が根西側を卜切が大る出形土きで攪溝が堀されかり切てお周あら溝れり 、
の は作きいのると る に 農え工れ具がるセッで ＜し、乱何 の 、内

墳盛祭主祀体頂部部を流窺は辺墳外わ出頂せ形大部るも。 鉄剣もX 2I 日。考のは墳炭えり頂士の範でめ。切囲ら溝先れを検方た にし形て断、定とほぼ明き同ないじ レベル検ではの独出中ら 土であと る。丘

陵れる。 以 に 古で墳3状の m高ま が認 、 然が、地 判で 。西。岡現古在墳 討単 墳で 考る。えら

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主体部 出 土 遺 物 時期 備考

西岡古墳 方 13m （検討中） 墳•・丘鉄埴輪剣片2 ロ
5 Cs 末

6 C初
溝

• 鉄製5U農字工具鋤先

{ • : 2 

・埴! 片

攪• • 輪世片陶磁器他

関連文献
（『一三般重県国教道2育3号委員中会勢道・ 路三重埋県蔵埋蔵文化文財化財発掘セ調ン査タ概ー報 w199』2) 

No. I l 3 遺跡名 l天白遺跡 所在地 一志郡熔野町釜生田

調査原因 県営ほ場整備寧業 事業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 7. 29---5. l. 19 

調査面積 5. 490 nf 担当者 森川常厚•竹田憲治• 森川幸雄

遺 跡 の 概要 主な遺構 主な遺物

段))(し、、l.丘た中7DB村上00地地川にnl区区左位)、((岸42置0,Aす00の地3n/標0る)区nl。高、範)2調にC7囲査-地分確2区はけ9認、mて(8( 50実のA06低地0施n/ n/ 地区 • 〔縄』石A地文；剣土区器〕

0・ • • 2墓3中77基基期2基以後J:: 半
.. ．. . . ．. 土土棒製製刀 勾仮玉面 ？ 

遺土〔 A ゚地埋区設多）る 縄士器文整時を囲理代多確遺註溝数物後箱認が期検後出 半し結約〇のた箱。9配果以0石、出m 
・ヒスイ製石魯，臼、 玉錐

上こ 構遺のを物数北時・ 期えも の く範構上 • に査東をl. 0の0 ゜
• 石鏃ク • 

. 区1 ・ス レイ ー

、南他 弥倉検劣6区0m代。遺以時表を代の 調半はありの方西も形つ。周溝 &0• • （ 、区時住住時 良3l棟棟時代

・•• ． 錘匙製製石石斧斧・ • 楔形

墓(、B鎌地構には 生時〕悪出 土の大下中60cmの黒かる。色痕し土上面

• (縄士須B 区土器~ 〕（ （ （ 
残で遺存ぁ で、行竪っ穴た。住居しは 遺跡構程度の

上心で(面Cと地でるし。遺区た構〕集表検落土跡出 下をの行縁40cm辺っ 部のた黄。と考色中砂世え質をら土れ中

0.• （ 室掘石立組町 ' 溝区時柱井 〕代建戸物1基3 棟

・・（ 器土器区 杯椀、） 甕）

．品土 鍋山（壺）

るる〔。かD地、 遺区構〕 密C地度区は希と薄同様でなあ状る況。 であ
・・瓦 器• 茶、 皿椀 ） 

C〔地D地区区と〕同じ

関連文献
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天白遺跡A地区講査区全景 （西から） 配石遺構

配石遺構 埋設土器

＆
畠

麟
。
し
鴫

喝
9

出土遺物（石棒•石剣 ・ 石刀・ 土偶•玉類）

竺
出土縄文土器
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Nu I 14 遺跡名 i多気遺跡群 所在地 一志郡美杉村上多気

調査原因 国道368号線道路改良亭業 車業主体 県土木部

調歪機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5. 15---8. 27 

調査面積 1. 850 面 担当者 伊藤裕偉• 浜口元・竹田憲治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

跡跡縄） 文北光～弥寺弥〗寺畠生時•代多代を気含の遺の跡遺跡（士（井大蓮沖遺寺 縄弥（土文生井後中期期沖遺中中跡葉葉＞のの溝竪穴住居 （土井後形期沖注遺中跡葉土 ） 
縄（小文 口 器の土ほ器か）群

縄・、法文～ 氏生地跡）域時た にかむ。めけての遺確跡な遺と --、--・・・・----・-----・・・・・・・-・・-・・・-・・・・・・・・・.. .. -・・・-・・・-・ ・・-・・---・-・・・--・-・... . -・・-・ 

跡して 認、 では初 て明

礎建室（石物状大石連建・ 寺物竃組状跡・• エ石石＞列房組跡•横・掘穴立式柱石
か中 の 跡れ畠氏。の光寺時 のものとし確て

は 蓮た ・法 の 在絵
認-の 2 ,~ 

での 立る。と考時か期なえ的示らり に、は北段15 前に初半よ以る拠降れ

点 備か i なをも 古すれとい ら行極わ ・・ 瓦瓦器質土.器....・ . 型産？？ 
ていこと ものして、 め

て土そ 興地なれ 味区かおる 深、画I5世すい当力、 前のに日 はの代比水いも 較えの田 的る 整拗。認な然めの と位れし た、と 鉄貨瓦鍋幣多ほか数 の鉄製品

ほほ一致ぇ るこ半と 大建にき 成方果ら であ
・.• • • • • • • • • —. . . . . . . . . - . . ---- - - - -- -- - - -

士く壇法光寺＞ 瓦中（法世光士器寺跡類少＞ 量るとし、 る。

関連文献

Nn I 15 遺跡名 It也ノ上遺跡 所在地 松阪市西黒部町寺浦池ノ上

調査原因 県営ほ場整備亭業 寧業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H.4.7.1--10.13 

調査面積 l. 700 rrf 担当者 増田安生• 浜口元

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

池ノ上遺5 慶 ・鍼辺水槽27”• m3 16) 基 0〇•• • 室土五輪町師治魯目器塔茶時時 代椀代（（ 地後鍋期輪• 皿） ） 前池後飯ノ上大の高畑郡塩に • ・(深小焼I0士鍼. -3.0mの方形

晶公郷史事土に 史の家こ .• 』印絵椀

のこ 』図れ鍼 が水にら 描槽南、を 池か

2 1 m 胃北
置さ てい

え い る

側抜のご教あ示るに＝ 

紀は塩代にき 竃用と 考のと 一推えも o 

関連文献 i『『松i睾氏阪古市文史書』資料編 考古』 （松阪市史編纂委員会 1978) 
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池ノ上遺跡主要遺構 （西から）
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No. I 1 6 遺跡名 i西山遺跡（旧称西黒部） 所在地 松阪市西黒部町西山寺浦

調査原因 県営ほ場整備車業 車業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 9. 1 ---- 10. 12 

調香面積 1. 800 rrf 担当者 増田安生• 浜口元

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

西山遺こ跡あはでる、あ燻西る地黒。に部末甕当お所遺町期かり在西跡、表かし採蓮5はら、,寺0奈さ『標0松0の良れ高北阪時てn/ 
0• 古竪墳穴時住穴代居住後2期棟約 140m,

市は規史Im前に紹後古で介 。 ＜竪 居南I > 
深東西 3.6m X 北3.7m 

代のに』模かでけ、ての墳土され時師る代器て 13cm 
＜竪穴住居南2 > 

O• 須士奈恵良師篇 皿・甕）

しヽ期海る。浜の部竪佐ま の集米住居沼古江跡でがあ検閲末寺り 古さ墳治端れ注 時た代― 

深東西234cm. 4m X 北4.3111 

後れとは、 穴久た 墳p2棟群西時の 出連～で 時目と代さしし

0• • 土平土坑安直不坑整径時形代l末-な 期円2形m 

0• 平土 皿• 鍋．

の井注る戸"--目、さ 土坑は、 蓮代 の北明

O0• 室士戸戸滑町匪師器時器美産時代濃甕代ん（（ 鍋 • 皿） 山茶椀 ） 
て れる。

• （井東戸西辺 1.4m X 南北深辺 1.4） m 
．・阻 皿産•器鍋皿） 

・0. 8m 

0• • ・常備磁瀬明瀬皿く前治戸器ら産わ時美椀磁代濃 器か・椀鉛陶壺 釉• 皿Jill 

・ 産陶器皿

・ ・急須

関連文献 『松阪市史 資料編 考古』 （松阪市史編纂委員会 1978) 

Nn I l 7 遺跡名 I小狐遺跡 所在地 松阪市西黒部町

調査原因 県営ほ場整備寧業 事業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 9. 28---12. 3 

調査面積 l. l 00面 担当者 浜口 元・増田 安生

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

小一狐位査製少る遺置跡す結跡くは櫛田川河口の沖積低地 • • • 小枯溝 士枯坑土坑 211 
・ • 土出師磁（器鍋椀； 、皿、 茶釜）上し 果る。 23 

調 の 構な中世時をか認決ら近定し世たにか遺能け
5 

• ・青近五 器（甕）物てがの 塩な 詳の遺細ヽ 確代 は不が可、

で隠あ 。

囲に粘士を隅士貼丸径をありつ形けりとた土長度えけ坑方形途れはあ円一辺 2---4 mの～で

l こ5-4は0cm程土鍼の枯漕（ 方貼る つ てら る

小れ形翡 の粘、 水坑 で直 Im考程 の 形る

不） 見つかっているが、その用 は
である。

関連文献
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No. I 1 8 遺跡名 鴻ノ木（遺第 跡 所在地 松阪市射和町
3次調査）

調歪原因 一建般設 国道 42号松阪・多気バイパス 車業主体 建設省中部地方建設局

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5. 8 ,.,,_, 8. 28 

調査面積 3. 500 nf 担当者 田村陽一•宇河雅之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

生櫛薗豊田原川線左岸に挟の自ま然れ堤た水防田と県に道位御置麻す ・旧!河道 • • • 縄弥土文生師ナ（器突（帯片皿±文） 士） 器片

る ・． 坑ち込み

南゚に査向かって伸士び坑東るし傾斜溝か面に立地
ロ器クロ 、師瓶椀器） あり

し 調込 区等か西を側で ・ ・柱穴北れれ ・ 
・ピット

• 緑須有軒山ミ 茶釉孔恵器椀瓦陶円チ （ 平落ら、河南ちし にみ向（ っ、て蛇また行 側なをかれらら流は 検かる • 耳） 皿）
旧出 道た 幅 2---3m) そ ぞ • ・• 平ニ 盤器ュ（唐ア（（石石椀草文硯、製瓦当）

これ!も゚らは平安部後期か室ら鎌倉江にか下け
てのので、一に町～戸に

• • • 加土灰釉工陶円器板 （陶製）
る遺住 跡も相あなった。検るどは出さ の
縁っ辺た。 に 当す ことがれず明、ら集か蕗とな .• 燭玩錘台具 （（陶土製師製） ・人物他）

関連文献

No. I 19 遺跡名 I北野遺跡 所在地 多気郡明和町明星、蓑村

調査原因 県営ほ場整備事業 寧業主体 県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5. 11---10. 31 

調査面積 8.300nf 担当者 上村安生・筒井正明・東良樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

国史跡低台奈『斎出宮地良さ跡の南緩物東斜か約面けも 2 kmに所時く在代 0 仕：住時 後期棟遺す後る。か の代南 に弥の箱生多 の ·゚• 墓504基
期構が検箱烹ら 時れし、た 遺に 整て理 で約

l, 000 
主 には 生期 後の竪が

み地焼遺ら成跡かれ坑た。飛か 時基出、代検例か出 良 、のり北

器野当こ とを士あで踊のり めの一て大裏は生付12産け2地て基た。であ っ、た

．掘柱物 16棟

関連文献 （『平三成重県2年教育度農委業員会基盤・三整備重寧県埋業地蔵域文埋化蔵財文セ化ン財タ発ー掘1調99査1)報告ー第 2分冊ー』
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北野遺跡請査区全景

.-~·,· 李

排水溝をもつ竪穴住居
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Nu j 20 遺跡名 i明気窯跡群 所在地多気郡多気町相可

調鉦原因 一ス般建設国道 42号線松阪・多気バイパ 車業主体 建設省中部地方建設局

トーー•

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 8. 24--H 5. 2. 26 

調面面積 1.500面 担当者田村陽一•宇河雅之

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

i 名 役場の東方= O本高m4調5の査-尾4地根8mの東。う ＜ 床i ! 窯＞ ・須恵器斜 に立し 、 10. 9m 
に い て 幅 8m 、 杯 、

ち 査調基査並地統した存。 ら残存1.1. する天井まで 身杯 (2蓋段ス椀カシ）

ぞてt; ， i り箇ら所 岩め 、` 一 く 2~ 窯＞ 粒、横瓶、平瓶、
くり 式角の であっ と考と 10. 4m ,.鉢,, 

なられり急るを。で 、た焼はめ共窯成時泊に3に0-室.,,は4製0度品JIIのか安を 穀全床 幅ら残存l.7す5mる天井まで

定歎cm化ほき つとめはの堆かた積るらく かしぜあく 、、っ玩厚た成。土い塊口まμ分たにで砂台は Iと0 骰大斜度0.約854m0度 ・ ・• 紡鉄窯道錘斧 具車

iゎ，~焼篇I t ; t 多い混たた .. らたのし枯体く 部片こやれと焼河共ら原がに石、2 ・・・ 竪粘穴土住溜居め穴 l11 棟基

底で ! が 出けさェれた。 ・溝落ち込み 2条ケ所

i 
については、現在調I 中

で 、 1 窯については 1
2 につい号ては 2....._ 3回と推 、す
る

1゚号対窯すの前ピ庭部トに存はヤ焚口壁に接し

焼てた柑室ち にで対おいるにてな ッも焼ピが土ッ 壁ト仁のを切存し、在り 更込か認にむた燃かめ

号てら れ窯 たにび はる(悟溝2号道か苫~ i t 近にぃ はか、 排なら 燃でしし、焼溝， 。室..社にま か格 をけ2 

有伸するものと え・ノる。/窯Jヽ の tJ時':J期Iエ につ

いては 7世 初頭。

2基井んだ の間には斜h 面j i で
伸設ぴる溝ヵiー 通って を・ノ

土に落らしてちし込いい。み。がまあ応のり2 ! 基i の葺窟ぉの、挟潰 施U っ
水施設を圭るね四た土 棄か坑ら考，的―-な、遺排構山

ではない亦かと思わ士B

窯、出の存た在竪穴す‘る十居以 ,lc頂l-土゚部窃には、ピ 焼土
をお汗よびつ 20畳ほェどの平と坦↑白な面i田がめ存在ッしト

工房的な遺構と思われる。

関連文献

Nu I 21 遺跡名 I世古遺跡 所在地度会郡玉城町世古

調歪原因 県道田丸（停）斉明線改良 事業主体県土木部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H. 4. 12. 7 ---H. 5. 2. 10 

調査面積 600対 担当者高崎仁

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

i 且i 以 との町りにある低丘『の~ ． ! 立' ; 物群 ・ffi i の土師器鍋類にi:;f,- る。目明町地内では竿器 ・器 坑 l基 器皿
成必 立く柱~-つっている。ど frとi't • 戸 ・ 椀

に 世と 降の土建物師器、 井か戸大量なに出と 土

た。

関連文献
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明気1・2号窯全景（東から）

J 
~ 

明気 1号窯焼成室（東から）
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No. I 22 遺跡名 i蚊山遺跡 所在地 度会郡玉城町岩出

調査原因 県道改良車業 車業主体 県土木部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H4.10. 12--11.19 

調査面積 l.OlOrrf 担当者 伊藤裕偉•東良樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

良今近車畿業に自動次次全車い道で、・ 平蚊成山遺2年跡度の県調道査改は
く 『＞

く 戸中世＞
• 土器

回遺か 3 体目し 的とな希る
．・ 遺柱構建物に伴う溝

• ' 師器・類陶器・磁器
はに で中

く． 状原世窯＞とそれに伴う若干の
く近瓦 ＞ 

世かの構遺干構認他か と ては、 蘊鎌過倉なはぎ部時な 代分の、もの ・ 桟瓦・軒丸瓦）

若 め贔られたに い • 土坑

その の のとして 、近窯ト゚世以式降

の窯れ瓦ゆ窯 確ダり さ該窯残深れた ロス ル のであ、当時の瓦がい
平わ る「 ルマ 存」hであること、を考今

え は 平は興窯の という点あ で、
回の車 例ヽ 味 い も の で る。

関連文献

No. I 23 遺跡名 I麻加江遺跡（立会） 所在地 度会郡度会町麻加江

調査原因 県道伊勢大宮線特改 車業主体 県土木部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H. 4. 6. 19---...,6. 29 

調査面積 150rrf 担当者 高崎 仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

高室広 大4町大0台mのな 遺遺町の構河跡と岸のをの段確広町境丘認が上にしり 近、かに 北想いあ 宮側定る 川。茶さ鎌畑右れ岸倉I-る標～ 。も

．掘土立柱建基 物 l棟
．坑 l

• 土茶師器 （皿• 鍋）
• 山椀

関連文献

Nil I 2 4 遺跡名 I前山遺跡（立会） 所在地 度会郡度会町田間

調査原因 県営ほ場整備車業 挙業主体 県農林水産部

調歪機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H.4.10.1 

調査面積 75 n1 担当者 高崎 仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

宮る 川右岸標高 40mの河岸段丘上に 検出されなかった 中世土師器小片
ぁ。

関連文献

Nn I 25 遺跡名 I打越城跡 所在地 度会郡南勢町伊勢路

調査原因 県道伊勢路伊勢線道路改良 車業主体 県土木部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H. 4. 11. 4----12. 8 

調査面積 500rrf 担当者 高崎 仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

伊き勢出路し川た下低流いの流根路上をに遮tあるる中よ世う城に • • 堀平坦切部2本3面
• 中世の甕

突館。す経堀塚とぐ切上や平踊定り坦尾場部さ なと とが っている
に り よば る平囲坦面広

や か想あ、さ ら に 遺 範 が
いこか れる。

関連文献
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Nil I 2 6 遺跡名 I波田須城跡 所在地熊野市波田須町

調盃原因 国道 31l号線道路改良寧業 車業主体県土木部

調査機関 三亘県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 7. 20----8. 7 

調査面積 450nf 担当者高崎仁

遺跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

を熊口野む市低街い地尾根の北上約にあ1.5 るkm中、世城熊野応。灘 • • 堀平切坦部1本3面 なし

堀主切と 3段の平坦部が残ってい匹る。

関連文献

NCl I 27 遺跡名 I伊賀国府推定地 所在地 上野市外山

調査原因県営ほ 場整 備 車業主体県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H. 4. 11. 20---12. 14 

調盃面積 500nf 担当者吉澤良

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

在m 可 あ畜る由 で~ある ・ 穴も住匹居 5 • 土師器（、J 、甕、I 、椋、ヽ
喜! ~ I 翌 ~IE ヽ I が跡の関よ：りま施東設へ数が百所 ・溝I 1 っm前血立後柱の方建I 条 の3棟柱穴 • 須恵器 （ : 壺ミー杯身、 杯甕蓋壺）

の 主物五 にや振た る ・ 5 tュ了工器---） 

； の ! しは少白 ない ~ 従＂夕って、っロ その
建の 奈の区も時の代か 四か、に伴即断，す国府る

こは し、と思わる。

関連文献

No. I 28 遺跡名 I北城遺跡（箕升氏館址） 所在地 上野市羽根

調査原因県営ほ場整備車業 寧業主体県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5. 18-8. 6 

調査面積 2. 500 nt 担当者 森川常厚•川戸達也

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

羽根水集落よi i 方の水田どの に残東存-小す • 土師皿器

郭現土る。況か直付て属礎で田石し 側のI士石mな塁がほ散構の高み乱は 、存出るすがで、kるき。表な ・陶 、鉢鍋＂ （（常信ユ楽）ヽ

か-7っ伽下たn。で遺はあ 確検出ま遺面た 、か のの下小5郭0cmと 釉茶目皿茶椀 椀（瀬1月戸9 ） 

そし の の北『に' ↑ mの 陸と ・磁小ナ一郭士て~ では、る郭こかへっく掘た立。柱に 磁磁（（皿椀、） 椀）

式'C快と したこと 南ど 門ら、痕館吐 は ．瓦

ら姑は え状られの溝る。をよ検う出年し、る .. 南.側時のへ • 土 、品鉢

V土ム てのい心るが 16世で の の期で ・・ 列（ 世1 ) 

の点E の五甕 '-とか! り -ヽ 「 、石臼の」 ののとえら
る そ の に地と
ては。再そ利れ用に れ、う もの初能で頭性あも かろ屋あう。 、小郭

関連文献 松（滋沢修賀県「信立近楽焼江風の編土記年のに丘つい資料て館」 『中19世89の)信楽ーその実像と編年を探る』
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Nu J 29 遺跡名 l川南 A遺跡 所在地名賀郡青山町勝地

調査原因県営ほ場整備 事業主体県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H4.7.6 ...._ 8.13 

調査面積 960nf 担当者 吉澤良• 石川隆郎

遺跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

i 
盃のそ結わ果伴、奈..:;良11:t1tR時代のの竪1穴タ住居¥I/ ・.掘竪立穴サ住居建物 2l棟棟 奈を良r-h時.,ヽ`代～鎌土 倉時代の遺物

姜検 信； の掘4し立に柱．．建ノ物吋mI棟溝をそ木れヽ ぞ Tれ ・溝土仕1f条エ • 須T 心恵・器に出（杯。蓋、 杯）

右! の 1つは、 カマ ~ ， の残存 ・・性グ格し不1基明遺構 6
が で 原石を用いた支 とカマ

: 
た 部 30---40cm大の同の石で

をつくっているもの 検出し

゜
関連文献

Nil I 30 遺跡名 I向出 A遺跡 所在地名張市滝之原

調 査 原 因 県営ほ場整備寧業 事業主体県農林水産部

調査機関 三重県埋蔵文化財センター 調査期間 H 4. 5.11--6. 3 

調査面積 450nf 担当者 吉澤良• 石川隆郎

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

模今当なB遺整に跡地至作はっ 業中た世がと行考i鎌わえ倉れら時、れ代水る 。）田 にに大さ規れ ・•・• 集近江溝代戸石時遺の構石代組の遺石構組3l遺墓条構 ll 基基 00・・• • 近磁瓦陶染中世器器世付器椀（摺鉢）

関連文献
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県担当分（試掘）

No. 遺跡名 所在地 調査原因 調査面積 遺跡の概要

. J ~ 大欠上遺跡 員弁郡大安町梅戸 闘闊農住環 4 0 nf ~~o・遺物共に検出されなか

ィ 蒻讐 三北重郡菰野町永井 県営一般農道 2 4 nf 遺構た ・遺物共に検出されなか
っ。

ゥ 丸岡遺跡 四日市市西村町 北勢中央公圏 108rrf 遺9こ・遺物共に検出されなか
つ o

工 沖ノ坂遺跡 舒破鹿市国分町沖ノ 鼠薗 3 6 rrf 蘭岱げ屠i阻麿讐。出された。

オ 磐城山遺跡 鈴直鹿市木田町磐城

即"
4 8 rrf なピ遺ッ構トがと検は言出いさがれたたがい、。 顕著

ヵ 眉城山古墳 針直鹿市木田町磐城 即II
4 3面 闘茎ii~釘儡韮註

キ 間瀬口遺跡 靡鹿口市徳ほか田町字間 中勢道路建設 9 6 rrf !!:>iii~!>~I<
ク 高井A遺跡 鈴痒鹿市徳田町字高 中勢道路建設 9 6対

11iii墨,,:11,i . 胄息 . ;i麿 ． 
が た 。

ケ 拝原遺跡 傭鹿市御園町字拝 道路改良 6 4面

H!i~!llilH~ 
コ 国分東遺跡 鈴鹿市国分町

刷伍 3 6 rrf ii旧i。信iば瓜ii柑9ふ息
サ 青館跡 亀山市川崎町字青

闘箪量農道
7 5 rrf 雷胃胄且五号れ閃烹ど麗門・

シ 小下遺跡 亀山市小工闊金
讀闘 響

7 5 rr{ 

,,i~i面ii讐り〗息9
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No. 遺跡名 所在地 調査原因 調査面積 遺跡の概要

ス 南神山 8贔安山芸郡安濃町南神

“息認

3 0 rd 

セ 前田遺跡 嗅即市田大里山室町字 靡羹ほ場整備 224rrf 

↑藷『．閃遺物し［瓜と1£希n藷r:゚忍でiあ!る尻。』
ソ 古川遺跡 判庸大里窪田町字 靡羹ほ場整備 224rrf 

屠胃蒻晶皇門息鼠豆覧巴rr
夕 古墳？ 津市大里窪田町 闘ほ 場 整 備 6 3面 古墳ではない。

チ
一校身枚庭田訂‘ 跡

津市一身田
凰9闊嘉嬰負 3 2面 遺構た ・遺物共に検出されなか

っ。

ッ 宮崎遺跡 ー主笙郡三雲村中太
闘鱈腎

5 6 rrf 

[『,t〗I!也i肴凰屈；
郎

テ 北瀬古遺跡 一寺志郡嬉野町天花

＇馴虞

1 6 rd 

『2内Xも情の4'mき -[の~、試わ〗掘れ~坑tるi。2iか所i虚~設~ — 

卜 小松遺跡 一志郡美杉村八知
闘覆 眉 靡 羹

200面 It覧ド頃の土坑・柱穴を確

ナ 立川遺跡 謡翌闘杉村上多 霞醤8号道 3 2面 遺構た ・遺物共に検出されなか
っ。

一 跡虫助垣内遺 謡繋闘杉村上多 隠愚醤8号道 3 6面 遺構た ・遺物共に検出されなか
っ。

ヌ 馬場遺跡 一気志郡美杉村下多 霞醤8号道 6 4吋 さ1れ6世た紀。代の建物ほかが検出

ネ 柚原遺跡 松阪市柚原町
"蘭 屡 貫 嵐

1 6面

［誓さ開れ墨な虚か§っ尻た桝。心1:i贄
ノ 御堂山遺跡 松阪市西野々町 粗り月 224rrf 

iな!か~っiたl。 !lil4!t~ 
ノ‘ 鳥墓遺跡 多気郡明和町蓑村 靡羹は場整備 144 rrf 闘腔？土坑• 溝•柱穴を

ヒ 世古遺跡 多中気郡明和町有爾
＇蘭認闘

4 8 rrf 

1mm『a1『i
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No. 遺跡名 所在地 調査原因 調査面積 遺跡の概要

フ り品ヽ ノ垣内遺 多•相気郡可多気町荒蒔 聾ふ憚 9 6 nf 

im:Hijl~II 
ヘ 古墳? 多気郡多気町相可

［国』I24.6可

〗し~た~。;1~til1tii 
ホ 堂ノ前遺跡 多気郡多気町中牧 闘靡璽環境 4 8面

iii!!~、,,〗危氣雨信
マ 門阪遺跡 多気郡多気町中牧 闘扉璽環境 1 6 rrf 

試m掘時?前』に[は堂〗!;!,!·li「t̂ 
‘‘ 縄手遺跡 多気郡多気町中牧 塁属靡璽環境 3 2 rrl 

Hl~l~1』I!、Iii
ム 上出江遺跡 多（エ気郡勢和村上出 Iii層魯嬰

6 4 rrf ”ヽ ・遺物ともに検出されなった。

メ 西方寺遺跡 多（エ気郡勢和村上出 ill翡嬰
4 0 rrf 

？隠りII息ii庸i且亙り：
モ 車川遺跡 多気郡勢和村車川 尉蒻璽環境 4 8面

,~1111: 『1,1j!
ヤ 北出遺跡 飯南郡飯南町粥見

由畔贔
7 6面 If~ 虜iii〗'塁?i畠

ユ 向村遺跡 度会郡度会町立花 靡菫ほ場整備 128rrf 

i9得i出,直ぃ[』,~9恩虐fm~ 予
ョ 田間遺跡 度会郡度会町立花 靡羹ほ場整備 4 2面

!『［『itj~i~lfl
ラ 植山遺跡 伊勢市植山町 靡羹ほ場整備 7 2 rrf 

鰭附たが隷脊翌い吋晶れ霜・の開しヽ ,,あ？カる‘樗し
、 ［ 直は、で 。
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No. 遺跡名 所在地 調査原因 調査面積 遺跡の概要

リ 横橋東遺跡 伊勢市朝熊町 贔鳳贔箪玉 1 8 rrf 

訓iHt~；曇:虐＂聾あっこ iと
ル 大畑遺跡 鳥羽市答志町和具

糾蓋翡靡羹港
8 rrf 

門門翌翡篇屑念屡薗採贋門信

レ 古墳？ 団合牟婁郡紀和町平 靡凰農免農道 5 rrt 古墳ではない。

ロ 川西遺跡 闘郡伊賀町大字 111~11 2 4 rrl 

i眉恩,m胃尺『,~、占i:
ワ 西条A遺跡 上野市西条 靡羹ほ場整備 6 0 nf 窟野知中勢の遺物が少量

ヲ 塔ノ元遺跡 上野市西条塔ノ元 靡羹ほ場整備 1 3 2面

i;iiil危！：』Ii〗
ン 山神遺跡 上野市山神 靡羹ほ場整備 9 6面 遺か構・遺物ともに検出されな

った。

あ 古墳？ 上野市西高倉 県営ほ場整備 1 4 nf 古墳ではない。

し、 浦木戸遺跡 原ヽ賀郡青山町下川 靡量ほ場整備 1 2 0面

I~~ し9『:Iii〗~,lit
う 六跡地蔵A遺 原ヽ賀郡青山町下川 靡羹ほ場整備 8 8 rrf 開忍i請鑓蒻心
え 跡六地蔵B遺 倫ヽ賀郡青山町下川 靡量ほ場整備 8 8面 ,1り息t『夏討罰悶崖嘉偽
お 久保遺跡 稲賀郡青山町下川 靡羹ほ場整備 1 1 2 nf 既闊開稟贔履麿舅麦しれ忠四
か 大平遺跡 名張市滝之原 靡羹ほ場整備 1 2 nf 

＇開た。 秤茫贔柵忠塁氾

き 谷垣内遺跡 名張市滝之原 靡羹ほ場整備 4 8面

l;fi7iヽ舟!!~:~
＜ 中出遺跡 名張市滝之原 靡羹ほ場整備 2 4面 !!t;71ヽIll凰ii
け 滝之原遺跡 名張市滝之原

闘唇 斎 靡 羹
1 2 rrf ~fo・遺物共に検出されなか
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No.¥ 31-1 遺跡名 i斎宮跡 第95次調査 所在地 多気郡明和町斎宮字内山 3046 他

調査原因 計画調査 寧業主体 三重県教育委員会

調査機関 斎宮歴史博物館 調査期間 H4.4.8 ----7.31 

調査面積 1. 280 nf 担当者 野原宏司・大川勝宏

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

昨斎東年宮部の第 93次側さ 調査にを引行き続たき、 近史
平柱期遺平安建安物末時と時代が代初14期棟区中 期～平～末溝後期安期の掘代垣の墓立

杯世な師円 平うと安土延前・喜葉時師ロ代器通-壺賣中1ロ3期世±を片（蔵紀師のは墓骨器緑中じ釉器め葉類に）、のと 土l も・0 鉄跡 駅で確状格の向北認地遺をぉ れの調て査立側すきているたっ20。プロ

帷溝見をッ線クのの方方垣 構割同りのじ掘西区く にあ物見るらがれど、がる

～ 期土 の 、画 ・時生 後状
構坑。

紀器面硯、 約ク 80 の 多陶数器示つ• 生か唆っしてている、。． 画合規届制の広な がり

関連文献 『史跡斎宮跡 第95次（内山地区）現地説明開資料』

Nn 31-2 遺跡名 斎宮史跡跡第現状96次変調更査調査 所在地 多気郡明和町斎宮地内他

調歪期間 H 4. 5. 25---3. 31 I車業主体 l明和町教育委員会 I調査機関 斎宮歴史博物館

調査次数 調査面積 調 査 期 間 地 番・地 積 原 因

第第第第第第9 6 次次次次次次 — l 

320 面 H 4. 5. 25---6. 10 
明和町斎宮字字且字東古内加里山座374 道個盛土路人拡工住事宅幅 の新築96 -2 

70 ~ n/ H 4. 11. 24 -12. 3 H H 3068-3他
96 -3 120 H 4. 12. 12 -H 5. 1. /I /I 

96 -4 130 H 5. 2. 10----3. H H=  西 ’’ 
96 -5 230 nf nf H 5. 2. 15----3. II II 

‘’ 
96 -6 26.6 H 5. 3. 5 ...._ 3. ””  ” 

関連文献

Nu 31-3 遺跡名 I斎宮跡 第97-1, 調97査-2次 所在地 多気郡明和町竹川字古里・中垣地内 内

調査原因 計画調査 車業主体 三重県教育委員会

調盃機関 斎宮歴史博物館 調査期間 H4.7.8 -9.25 

調盃面積 627 nf 担当者 野原宏司・大川勝宏

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

これさ大方れ旧をま での調査で古丘奈里崖良を内地確時付区代近認遺計一帯鎌と倉で
• 奈点良？ 時代・鎌倉時代の

師器特I奈ら良を時中代心～と室し町た時土代部士器の士

確時よ認代のな 溝竹把て向チかき祓取社査すて川いる段のる でと るのと ・ 時代の竪委穴住店居
か甕多 にはにと 2、鎌出奈本倉土良の時し 大時代た溝代。の底の山茶類付師椀。近器か

と状うもトに 神調握を の敷た地か の す構の分所 • 掘鎌奈立良時柱時代建代物～平 代の布況 るめに、 8ヶ

のレ ン を行った。 • 倉 の土坑

関連文献
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No. 31 -4 遺跡名 斎 宮 跡 第 98次調査 所在地 多気郡明和町斎宮字鍛冶山 2745 他

調査原因 計画調査

調査機関 斎宮歴史博物館

調査面積 l.150nf 

遺 跡 の 概 要

史跡東部には、碁盤目状に区画さ
れた地割りとして l辺約 120mごと
に幅約 lOmの道路とその側溝が東西
南 北に 整然と続き、東西 5列 南 北 4
列の合計 20区画の存在が知られる。
このような 方格地割は、奈良時代後
期から平安時代初期までに造営され
たものと考えられる。

今 回の調査地は、この方角地割の
ほほ中央部の 1区画の北東隅にあた
り、昨年度調査を実施した第 92次調
査区の西側に隣接する。

調査の結果、第 46次、第 88次、第
92次調査で確認された柵列 1 (SA 
2800) は東西方向の延長部で 14間分
（約 42m) を検出した。この柵列の
柱掘形は l辺約 80cmの方形で直径約
25cmの柱痕跡か見られる。

新たに発見した柵列 2は柵列 lの
南側約 2mに並列してやや大きめの
柱掘形を持ち、東西方向で 15間分
（約 45m) を検出した。しかも調査
区東端で柵列 lと重複して南に折れ
曲がることが確認された。柵列 l、
2は柱列の両側で雨落ち溝が確認さ
れ て い な いことから板塀のようなも
のと考える。

掘立柱建物 l、 2は 1辺約 1.2 m 
の柱掘形と直径約 35cmの柱痕跡を持
つ大型の建物であり、掘立柱建物 l
から 2への建て替えが見られる。南
北 5間 X 東西 l間 (12m:べ2.4 m)m 
ま で 確 認 したが、さらに西側の調査
区外へ延びるものと考える。

柵列 lによる区画は東西方向で約
165 mに 及ぷ。また北東角から西へ
約 45mでも南に折れ曲がり、 2つの
区画の存在が確認された。

柵列 2による区画は方格地割の道
路 に 並 行 し、東西役 120mの両端で
南に折れ曲がることが発見された。

大型の掘立柱廼物 l、 2は平安時
代前半期の斎宮内院の一部としての
可能性をもつものであるが、今後は
柵列 lから 2への変遷と建物等の遺
構配置や土坑からの一括遺物に注目
して各区画ごとの性格を検討してい
く必要がある。

寧業主体 三重県教育委員会

調査期間 H 4. 9. 28....._ H 5. 3. 4 

担当者 大川勝宏• 野原宏司

主な遺構

O奈良時代前期
• 古道跡
道路と両側側溝を含めて
帽約 10rnで史跡西部の古
里地区から東部まで直線
的に延びることが確認さ
れた。

O奈良時代後期
．柵列 l
0平安時代初期～前期
．柵列 2
．掘立柱建物 l、 2
．掘立柱建物 3、 4
東西棟で
桁行 l間以上 x梁行 2間
(2. 4以上 X4. 8 IIl) 

．掘立柱建物 5
東西棟で
桁行 3間x梁行 2間
(7.2 X4.8 rn) 

．掘立柱建物 6
東西棟で
桁行 3間 x梁行 2間
(6. 6 X 4. 4 IIl) の身舎

の南面に廂がつく
• 土坑（土器溜）
0平安時代前期
• 溝 (L字状の区画溝）
• 溝（土器溜）
0平 安 時 代 前 期 ～ 中 期
• 溝（土器溜）

主な遺物

遺物の大半は平安時代前
期の土器で、土師器を中心
としてその大部分が 溝や
土坑から出土した。遺物整
理箱で約 150箱ほどある。

0土師器
．杯、皿、甕

0須恵器
．杯、皿、甕

O緑釉陶器（約 20点出土）
．把手付瓶、椀、皿

0特殊遺物
• 円面硯
・風字硯（黒色土器）
・転用硯（須恵器盤）
• 石帯（鈍尾）

関連文献 I『史跡斎宮跡 第 98次（鍛冶山地区）現地説明開資料』
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斎宮跡第95次講査区全景（下が北）

斎宮跡第98次調査区全景 （東から）
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Nu I 32 遺跡名 l天王平尾津平遺跡 所在地 桑名郡多度町大字小山字天王平

調査原因 農道拡幅工車 車業主体 多度町

調査機関 多度町教育委員会 調査期間 H 4. 6. 20 ....... 9. 18 

調査面積 533 nf 担当者 渡辺尚登

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

養置老山約地遺の一支範脈囲東端の東西考斜約え 面に

O0• • .• 平掘溝奈竪竪穴安立良穴、時柱土時住住代居代居建坑 物6l棟棟3 棟

平•安灰器釉時代陶弥の土器師中心器片 ・須縄士恵文器位m 、南し ~t 跡90の0mに及は、ぶ東と ら50れ0 土 • 器生土が でも、出 。

る

で゚昭は和棟5奈る6 良• 57年代立度末柱～に平物実施安棟時され代か のた調竪査穴

住れ居て、5い1 、。 掘時 建 16 検出さ

関連文献

Nu I 33 遺跡名 I北野遺跡 所在地 員弁郡員弁町大字上笠田字北野

調査原因 高圧鉄塔建設 寧業主体 中部電力株式会社

調査機関 員弁町教育委員会 調査期間 H 4. 8. 26 --10. 19 

調査面積 225 of 担当者 蔭山誠一•水谷芳春

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

智当し遺川跡挟年高はし、約ま 員れ弁た台川地左地金岸上の東縁株期発山あ部）見田る 川に立と O• （縄±竪各文穴々、時住代居1:前2.期棟下層がある）
O縄i時代前期

地明 和地、が標に 95mの 属代点際？ に 。
( . 深鉢）

査昭用 49 に工、事縄住 （ のエ
0• ． 平土坑安坑穴時7l基代基基 （ 斧 • 製石石

場調器片 やや緑魯石回 釉行器のと わ 、心片は がに 友す文平出中部時安土る 電前代てに のい灰の釉土。）さ 器れ陶の ．柱 l

0• • 平須土• 石石器時器代・（（ 杯甕フ ） ） レイ掻ク
塔 に い 7カ月下た（株旬る -8  

の 穴仕今た1゚居回をりや土坑査跡し地ながどの

遺ほと構遺北時代期前縄層跡側がも のに 広東つヽ縁かか に、あこ 、確前がの調遺認期上遺出 はた 西側ほ

は、 縄遺代文構前ると期時がと代遺と 土） と。平た安

特時-に 半文すの時る - で 、 ・下し 2 。層え
k分 '- で 、 物とのわう
から、 2時期にわるこ がか
った。

関連文献 『員弁町上笠田北野遺跡 第 2次発掘調査現地説明会資料』
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Nu I 34 遺跡名 i段遺跡 所在地 員弁郡員弁町大字石仏字段

調査原因 ショ移ッピン築グセンター（イナベパ 寧業主体 桑名商業株式会社
ル） 転新 のため

調査機関 員弁町教育委員会 調査期間 H 4. 6. 8 ...._ 11. 14 

調査面積 14. 650面 担当者 蔭山誠一

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

上への当に遺緩査期営立地傾跡はし 地戸、、果た標員に 弁高奈代合あ約川良る左76岸mのの河北岸か段ら丘南
(A地昇区l O• 奈須土良恵師器器末～平安時代前期

O．奈掘± ～平物安8時棟 代前期

・. （土.錘灰釉、も製含陶塩器む土） 器

代期わ調前かに ったのまと 斜結江れ 、時複 遺の。大時跡代でき 末あく ～る2平つこ安のと 時時が 0 ．． • 掘土江坑戸立柱時4l代建基建基 物Cl83C後棟 半）

0・黒江施釉堡戸 土時陶器代器 （椀香片炉、 Jill、摺）鉢

調査集面調落゚積のはあ、でり方1き4. 650nlに及び、定 当 0• 土時坑期坑不l明基
範時の に つ い て 、 一 の • • ・士常桟師滑瓦 器産大(甕l のみな）と
囲 の査 が た。

O• • 〔奈撮竪B良立穴・末柱状他C土～建・ 平物坑土D 地安10 棟基区時 ） 代前期

• 芹その の 坑53墓

0• ．(([掘l7B 土戸立CC前後柱時l基半半建代 前物）） 期5・・ 溝溝棟 61 条条

関連文献 『段遺跡発掘調査ニュース』 NO. 1---3 

No. I 35 遺跡名 I村前遺跡 所在地 員弁郡東員町大字瀬古泉字村前

調査原因 工場建設 事業主体 （株）エバ工業

調査機関 東員町教育委員会 調査期間 H 4. 5. 11--H 5. 2. 18 

調査面積 7. ooont 担当者 松本覚

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に纏員高あ弁位文ぁり川、 左岸床中るのと標の比高2高2差-2は4mlの-水2m 田 O• 縄竪文穴H時住代居 fl 
• • ・•• • • 縄石土須緑灰山釉釉文斧師恵茶器碗士器陶陶• 器石器器（（ 鏃高杯（（（ 甕杯椀椀、• 石、甕）、） 錘皿）llll 、)甕 ） 

跡代のでの で時時る代/かあII、が縄。期中は文心緑～鎌時代倉陶跡あ器時で中る 代期のと複平合安遺時 ?! 
O• • 乎掘竪 居岱代達物

2棟

を遺数物え2、の期員中弁に郡の釉遺で ;は<J珍OOし余い。点 昌；
関連文献 藤原実重『作善日誌』

Nn I 36 遺跡名 l西金井遺跡 所在地 桑名市西金井字高添ほか

調査原因 土地改良 寧業主体 下新田共同施行

調査機関 桑名市教育委員会 調査期間 H 4. 10月-H5.3月

調査面積 819.5nf 担当者 渡辺尚登

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

郡やり 朝西代金周；日井知町遺のに遺跡隣跡接跡は、す桑る 西名あ市金っ 井のた南地が、区三策r重楓ぁf_ 幅範構め 3 m 長掘流で さ査以な144m9あのっ狭た
弥多生， 中期～鎌倉時代の土器

遺いた 囲、はの発自況然見 調水き で外か、っ主た。な

、時今 ・遺 の性域でな格は士は不地遺排構明改水で良、車直部あっ

• 生師 土器（商杯、 壺）

この地で が ・•．（皿、恵釉磁器高舘陶杯器（（（ 土錘杯、 、皿）椀） ） 
行響みをわを 、掘ほるす調こ査とと思にしわたれ。り、る 路に 業接分影の

• • 須灰白その他 蓋椀石（鏃、椀） ・管玉）

関連文献 『桑名市史』
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Nil I 37 遺跡名 l桑名城址（試掘） 所在地 桑名市桑部字城下

調査原因 土砂採取 車業主体 城山開発車業準備委員会

調歪機関 桑名市教育委員会 調査期間 H 4. 11月

調査面積 49吋 担当者 渡辺尚登

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

桑明さ名砿れ城址は中織世吉:城址信よ長で、 城修よ主の減命名
（測量図作成中） 鉢トレ•天ンチ目茶よ椀り、片 室町期の播

もで 田にって

ほじ 、た豊記現録ふ在山も§ にる。 って 理が
城ら址れ は で、土塁の残りも

良い
今゚ 回所は測量を主としたため、試掘

は 4ヵ のみ。

関連文献
『『勢三重陽五の鈴史中遺世料 響城』館』 （三重県教育委員会 1976) 
『大日本 』

Nn I 38 遺跡名 I縄生廃寺跡 所在地 三重郡朝日町大字縄生字中谷2447他

調査原因 重要遺跡砿認調査 車業主体 朝日町

調査機関 朝日町教育委員会 調査期間 H 4. l 0. 19......, H 5. 2. 4 

調歪面積 l 52nf 担当者 早川裕己

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

硫北所産補部認を点助で車硫業認 さ5年れと て目 をいむた版か築未すえ、の塔掘範跡囲箇のを 金版＂堂築跡跡か範？ 
広北平東 部範部瓦 で囲の片版がはに 少近築出量世周土辺で陶し 磁及ては 器いあび類内るる部が、。 、塔で

すること の発の
をトレいンチた に、よ東り硫部認 ることに

上部のは1S5削mmと前思平囲前後後わされれてる。いる。

その線結前ぉしり果、塔塔。 跡東る北辺部との版西前築明予との西がた肩

ほをそ 検ほの軸在出 、上 かに 版乗跡のら 南こ 北範なと がそ8判のm 肩後想しも 。、東れ

西東わ西れ15棟mてでい方金後る堂。と 簗でのは 囲いがか 言、さ

関連文献

No. I 39 遺跡名 I平尾城跡 所在地 四日市市平尾町 3025 ほか

調歪原因 市道下海老•平尾線道路改良工車 車業主体 四日市市土地開発公社

調査機関 四日市市遺跡調査会 調査期間 H 5. 2. 10-

調査面積 3.023rrf 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

三滝川と北岸の台塁地上に立地土す坑る。基 • 土塁月 • : 天r目茶椀
現を在！ の ころ土 ・空堀. I ・・ 予

出本—的している。 食士土一＿ 色色

質質通る 土。宝 黄）―灰—1 層黄黄枚色褐砂序灰か質色色出は砂砂、士土腐質質中し 土てよ いり（ 地宋る暗銭。山褐褐）（ で元砂砂豊あ
• • • 宋山銭師茶器椀（皿元豊通宝）

関連文献
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Nu I I 40 遺跡名 久留倍遺跡（試掘） 所在地 四日市市大矢知町字青木谷

調歪原因 倉庫及び住宅建設 亭業主体 （株）アラキ開発

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 4. 9. 25 

調査面積 48 nf 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

認し大、さ矢弥，れ知生て丘時い 陵代以の北降丘の遺、東物斜の面散布に所が在砿
なし • 須恵器（細片）

査坑開 計3画土ヵ 地所中る。設内よ定にり し4X 調器4細査遺mの試行が掘っ調た

かし、たの作みで、た 他に須遺構恵• 物片を は検出土出

されなかっ 。

関連文献

Nn I 41 遺跡名 I下之宮遺跡（試掘） 所在地 四日市市下之宮町字笠木

調査原因 店舗建設 寧業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4.5.21 

調査面積 約 48面 担当者 川崎正幸・葛山拓也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

大在矢知丘弥陵の東士料方なに• 広土が器布る低・地須確 に
なし • 弥生土器

器所さ・す山茶る。椀る •生青磁 との師散 が 恵認

の試行れ開出た掘発て計調いた画査。坑弥区か域生を内に所お中 い定て 4 X 4 査m 少か

数を 土っ し。た 、時遺3代構ヵ は期確設認の士さし、器れ調がな

っ。

関連文献

Nu / 42 遺跡名 I西野山遺跡（試掘） 所在地 四日市市南小松町字西野山

調査原因 工業団地 事業主体 四日市市土地開発公社

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 5. 3. 22......., 6. 22 

調盃面積 656面（予定） 担当者 葛山拓也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

在物す弥内生部かる川標代採中流高か域55南墳岸前の台地あ北縁に所
なし • • 弥須生恵器土器 • 石器

表。時 れら古mて 後時る 代でにかる。けての
遺 さい。 ※全て表採

関連文献 『文化財保護年報 3 平成 3年度』 （四日市市教育委員会 1992) 
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No. j 43 遺跡名 i西野遺跡（試掘） 所在地 四日市市南小松町字西野

調直原因 工業団地 事業主体 四日市市土地開発公社

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 5. 3. 22........,6. 22 

調査面積 896面（予定） 担当者 葛山拓也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

請す鸞部［籠土讐慮音i咋闘。る嚢。忙虹複已して

なし ]II畔riヽ）

※全て表採

関連文献

No. j 44-1 遺跡名 I上里遺跡（試掘） 所在地 四日市市久保田 2丁目

調査原因 共同住宅建設 事業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 4. 27 

調査面積 約48rrf 担当者 川崎正幸• 葛山拓也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

膚の三j需讀塵誓詞e:紅疇闘
なし 膚贔

:祭:l~;m』9ゞii:if〗:

関連文献

No. I 44-2 遺跡名 i上里遺跡（試掘） 所在地 四日市市久保田 2丁目

調査原因 共同住宅造成 事業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 11. 4 

調査面積 64 rr1 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

; っ三iた ~i*-。JlIj! 南厚岸iの』沖lf!地iに所i在~!す,る
なし なし

関連文献
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No. I 45 遺跡名 Ir: 兵田城跡（試掘） 所在地 四日市市鵜の森 l丁目

調査原因 四日市市茶室建設 事業主体 四日市市教育委員会

調資機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 3 ,.._,z. 4 

調査面積 約48nf 担当者 葛山拓也

遺跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

屑閃I麿f怠屑怠~ti殿眉⑫唇望位累 なし • 土師器

i :t!t:ilit~ii~ 誓
関連文献 『三重の中世城館』 （三重県教育委員会 1976) 

No. I 46 遺跡名 I平戸山遺跡（試掘） 所在地 四日市市西松本町529-4

調査原因 共同住宅建設 事業主体 （株）太平洋建設

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 22---23 

調査面積 64可 担当者 葛山拓也

遺跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

なし なし

糾る8x mtw.f, 危x m訊 っ のた。 ；伍斜籟面附i

関連文献

No.) 47 遺跡名 i庚申塚遺跡（試掘） 所在地 四日市市生桑町

調査原因 土地開発計画 事業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H5. 2. 3 

調査面積 112 rrf 担当者 川崎正幸

遺跡 の 概要 主な遺構 主な遺物

直息た。几富贔:胴f箭塑te検,開四甕負狂ぶ,； 

なし なし

関連文献
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No. / 48 遺跡名 I芝田遺跡（試掘） 所在地 四日市市芝田 l丁目

調査原因 共同住宅造成 事業主体 個人

調資機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 11. 5 

調査面積 48nf 担当者 川崎正幸

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

地さiP闘!詑囁峠隷認闘
なし • 山茶椀

門贔 て9さのれ 〗か~っ!た~。ii;i!¥~ 
関連文献

No. j 49-1 遺跡名 I北中寺遺跡 所在地 四日市市石塚町1803-1

調蓋原因 造成工事 事業主体 （株）丸美産業

調査機関 四日市市遺跡調査会 調査期間 H4. 7. 27--8. 11 

調査面積 126面 担当者 川崎正幸

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

・ • • 溝土ヒ坑ッ 卜 ti 『器（壺）
高杯など）

嬰ょ ~たi 』~ ! 屠>I 『; ~ ~ • 棟、翌持器台など）

閉器~れ,る』~ 。 ~i』!~爪t~i、i!: ・ 埴輪片

関連文献 『四日市市文化財保護年報 2一平成 2年度』 （四日市市教育委員会 1991)

No. I 49-2 遺跡名 I北中寺遺跡 (2次） 所在地 四日市市石塚町

調査原因 共同住宅建設 事業主体 個人

調蛋機関 四日市市遺跡調査会 調査期間 H 4. 9. 16--11. 25 

調査面積 約466面 担当者 葛山拓也

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

開良履『る鱈［•滝閏疇i朽隷嚢[猜渭屑
なし

『"塁はさ］床れ 、：。 斎製闘串品、墨、書土鵞器っぷなど旦が゚ 欝注く貫出目
・ 肘口錘車 など

関連文献
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No. / 49-3 遺跡名 I北中寺遺跡（試掘） 所在地 四日市石塚町

調査原因 下水道配管工事 事業主体 四日市市

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H5. 2. 18 

調査面積 6 rr{ 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

闘っ!たfr、州2l. f調i 場;所喜~の! ~南iにtI ~置: 

なし なし

る

調出iで含x森な門か唸っ緊た息。塁贔坑盆翡塑k検

関連文献

No. I 49-4 遺跡名 i北中寺遺跡 (3次） 所在地 四日市市石塚町

調査原因 共同住宅建設工事 事業主体 個人

調査機関 四日市市遺跡調査会 調査期間 H 5. 3. 10........,3. 20 

調査面積 135面 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

時贔見闘岱麿~ ~ 急、ど忠闊腐だ塁門 ．：琵急 1基 • 鰭層 •須恵器
・. 器 . 土錘など

関連文献

No. I 50 遺跡名 i出城山城跡（試掘） 所在地 四日市市智積町字雨池4726

調査原因 電力供給用鉄塔建設 事業主体 （株）中部電力

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 9. 17 

調査面積 16面 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

疇峠闘叶藷：『儡籠出 なし なし

~l, 個 !t,11塁i

関連文献 『三重の中世城館』 （三重県教育委員会 1976)

-44-



No. j 51 遺跡名 i富塚遺跡（試掘） 所在地 四日市市桜町字中長7250,7251, 7266 

調査原因 電力供給用鉄塔建設 事業主体 （株）中部電力

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 9. 16 

調査面積 16nf 担当者 川崎正幸

遺跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

チる皐見州i界携儀盆怠貰五且屑年も なし • 土師器（細片）

贔~~認~さiれ;な!か吼っ9たり。ii贔I!り〗
関連文献

No. I 52 遺跡名 I向山遺跡（試掘） 所在地 四日市市山田町字向山758ほか

調査原因 土地利用計画 事業主体 向山周辺土地開発準備委員会

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 11. 2--11. 14 

調査面積 640nr 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概要 主な遺構 主な遺物

退『副鳩胃穀渭属翡だ膿
時期不明の土坑、及び溝跡 • 陶t、器片

・（五讀型中）； 順釦っャc のo 罰師器、須i恵輝器、 灰釉

関連文献

No. I 53 遺跡名 i西ケ谷遺跡（試掘） 所在地 四日市市東坂部町字西ケ谷ほか

調査原因 住宅団地造成 事業主体 鉄建建設（株）

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 5. 1. 20--2. 12 

調査面積 1,632面 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概要 主な遺構 主な遺物

• 土坑
：翡iiti~ 不、高杯、

塁 る王蘭層皇霞鱈屈趾

設腐贋c景,畔魯±罰t昇l:畦四紀誓頃のをはE

関連文献 『四日市市文化財保護年報 l一平成元年度』 （四日市市教育委員会 1991)
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No. / 54 遺跡名 l折戸古墳（試掘） 所在地 四日市市六名町字東起

調査原因 工場建設 事業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H 4. 6. 2--6. 4 

調査面積 llOnf 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

;聾i,w計厩~広鎌『~ミ谷域t 川!内~！にこI挟屈mま iれ幅亙のたt丘ト陵;,レ上農ン
なし なし

関連文献

No. I 55 遺跡名 I東起古墳 所在地 四日市市六名町字東起 1005,1006 

調査原因 工場建設 事業主体 個人

調査機関 四日市市教育委員会 調査期間 H4. 6. 2--6. 22 

調査面積 160rrf 担当者 川崎正幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

：鷹函式石室
．崩，ID (壺、高杯）
． ． ． 、高杯、短頸壺）

倫石しtおI 』~ 的力i 
・環

贔期かる -゚ 7世紀前半と思
ゎ。

関連文献 『四日市市の後期古墳』 （四日市市埋蔵文化財調査報告 8 四日市市教育委付=会78) 
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No. I 5 6 遺跡名 I西ノ野遺跡 所在地鈴鹿市国府町字西ノ野

調査原因個 人住宅建設 車業主体個人

調 査機関鈴鹿市遺跡調査会 調査期間 H4. 5. 11--5. 22 

調査面積 160 n{ 担当者浅尾悟

遺跡の概要

周知印の遺呻跡士内を士で無伍届しの開匹発行太為が行われ号、I 委! 去のされ太た後、 古二墳墳の周溝二墳が露埋見めしていたた
状め保、 存糸急と晒し宜た 現天況/JIBは 丘0 臼は五全はく認西めノ野られ13な_ 調か三り 減、 1し4てゥい、た 墳っで る 戻13 現は
径 ll.5m0円。墳で、 周墳た幅0.5 -1. 7'!1で、 、側 庄く＜、 消でいe..周溝内古15は傾斜あはが。急で号最し墳大深

度は 0.45mで£ る。周溝溝東南隅でほぼ完形に 冗で仄きるエ浅師器費が出土面した。

古墳名墳 形規模 (m) 主体部出土遺物時期備 考

西ノ野 13号墳円墳 径 11.5m 不明 土師器甕 5c後半

西ノ野 14号墳 円墳 i ,, """ 
西 12m
北 13m

西ノ野 15号墳円墳 径 11.- 12ffl // -

関連文献

Nu I 5 7-1 遺跡名 I伊勢国分寺跡 (5次） 所在地 鈴鹿市国分町字南浦、谷上

調査原因範囲確認調査 車業主体鈴鹿市教育委員会

調 査機関鈴鹿市教育委員会 調査期間 H4. 9. 7--11. 5 

調査面積 280nf 担当者浅尾悟

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

i 
本のをる 年設東。 度定限そ はのしと 尼た寺。果わ推谷れ定上寺る地1地推築にi i かケ所り調:は査寺・刃 0 ・： ; 瓦瓦 (( III B・渭型型式式） ） 

95m X 南喜墨11 0 閃東院程に寺跡る域をの口東と ・

われ は軒 II ~I 0 
B b型 を゚体と の で （ ） 

と考式尚よ 南室ら大れ浦る5 。地鈴区鹿か流-ら発域·~ 見さ~れ最た横流 ・• 土金環師器（

穴域四属このすの日市泊発形る市見態。 で八はと、、幡し仁古て墳室は形最川と忘古同時.. (複期で6室ではCへ末あ下で）り、、に ・・•・（須灰近そ山釉茶世恵の器他陶椀陶器器） （杯椀 、蓋）

関連文献

-47-



No. I 57-2 遺跡名 I伊勢国分寺跡 所在地 鈴鹿市国分町字南浦、谷上

調査原因 生活排水路建設 車業主体 鈴鹿市（河川排水課）

調盃機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 3--2. 5 

調査面積 約50n1 担当者 浅尾悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

定西現地在を進縦貫めチ てす本地い含院でる形等層をる 伊で勢0定遺確限上国.8 分X 尼20寺m跡の推東瓦ト O0・西遺溝東築中物央地トト（ 包中レレト含ンレ層チンチ

・瓦釉片
• 灰陶器（椀）

トレン 築〗3 設 した 西く 側
レンチで含らは の 構認をぱな 、 • 世？）

東〗れをく多側東院目数か む 西谷をし 確地し その切

0 ンチ

トレ、ン 認のは 1 認ヽ区かした。紐
．跡

っ築のた地。東跡西をが確約95mたと。推定そのさ結れ果るら 、に

関連文献

Nu j 58-1 遺跡名 l国分北遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市国分町字野田 602ほか

調査原因 倉庫建設 車業主体 （株）生川倉庫

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. l. 28 

調査面積 4 0 rrf 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

伊勢国分寺跡試下の北坑構す東500mの地点た なし • 平瓦片 6点
。が基 5X 2 mの 掘 4ケ所色めを設け

盤、た 耕層作と土の 遺は はぐ黄認 シルトの
なり、 られなか

つ o

関連文献

No. I 58-2 遺跡名 1 国分北遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市国分町字野田

調査原因 住宅建設 事業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 22 

調査面積 5吋 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

る伊勢幅た 国[分X 寺5跡のの北ト東レ 5ン00チmlケに所あたを
なし なし

設トtナ 盤。な耕層か作と士mの下遺は構すぐ黄遺色物 シル
の基れ なり、 ・ は認

めら った。

関連文献
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Nu j 58-3 遺跡名 i国分北遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市国分町字広神戸 457-17

調査原因 鉄工所建設 車業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 22 

調査面積 20面 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

m調に査土位地置しはし伊、窯勢跡か国っ分て伝寺大え跡量のの北焼る方士5、点00 瓦
なし なし

か出 、 と られ地に
近い。

幅大ト l m、チ延調長査各を !Om、た 7 m調、り 3 m 
の レン 行沼め っ が、あ査区遺
構の、 半遺物はかとっも確てかの 沢ら地れでなかっ、た。

関連文献

Nn I 59 遺跡名 i東植松遺跡 所在地 鈴鹿市国分町東植松

調査原因 住宅建設 寧業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 3. 15 

調査面積 35面 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調査地たは伊勢耕ル作国出ト土分寺地れ水を跡除山たの北と方す4ぐ0大北0 灰じ ·t• • • 土須恵師瓦 器器

地m溝＇白、色に粘あピ土質るト。シ の と<大がな溝る。は

・ ット
• 平

～南東ッ 検り の いち
しい。を時ホに走期すがの、確流証さとに欠ら 。痕けるが、 旧
割り もの見れる。

関連文献

No. I 60 遺跡名 i間瀬口遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市木田町字間瀬口 828-20ほか

調査原因 公園整備 事業主体 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市遺跡調査会 調査期間 H 4. 9. 3 

調査面積 100対 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴古鹿墳あ川時た代支流～浪奈瀬堆良本以川時の左の岸散布にチ位地を置のす辺れる
なし なし

縁たるがに、 地れ下る。2m3 上の代まトでレ氾あン濫に入よ

とみら る 礫の積層で った。

関連文献
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No. I 6 l 遺跡名 i塚原古墳群 所在地 鈴鹿市高岡町字塚原

調歪原因 都市計画道路高岡采女線 寧業主体 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市遺跡調査会 調査期間 H 4. 4. 20--6. 2 

調査面積 300nf 担当者 新田剛

遺 跡 の 概 要

向表古溝構き土の周暖（耕斜溝作面か士で古生）は墳及のび客痕恵片あ 士片土を（0 周3溝器点-I 溝士m除2去条たがした地出時瓦山さ面期れ片 でた 、遺構検出を行った。 調査地点は南

墳か 弥はら 器須 跡器 l ）が片出と し の検みで は判灰。 釉断しがたい
ら関は、係 、土 、 師 、須恵器片、平 、 陶器片が。少量出土しているが、

遺との 不明でる。

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

塚原 l号墳 方墳 須恵器片 ？ 

関連文献

No. I 62 遺跡名 I寺山遺跡 所在地 鈴鹿市高岡町寺山

調査原因 都市計画道路高岡采女線 事業主体 鈴鹿市

調盃機関 鈴鹿市遺跡調査会 調査期間 H 4. 4. 20---6. 2 

調査面積 600面 担当者 新田剛

遺 跡 の 概 要

表そ土の結掘遺（耕立果作、柱土古建は墳物） を4棟0基斧.1 (-土弥6o•. 2 7 m• 除18 去• 須1出し9号恵たさ地墳器れ 山一面周溝で遺の構み検） 、出奈を行良時っ代た。の竪穴住居 l 棟及び 2X 

3間出土の 物に 、石2 、（ 生坑、時溝代が）検、 、た。土師器（古墳～奈良時代）、平瓦、砥石などが

ある。

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

寺寺山山 67 号号墳墳 円円墳墳 ？ 
. " 

土土師師器器片・ 5世？紀
周溝の一部

一"'・ "● "● ""  II 

須恵器片
寺山 18号墳 方墳 一辺 12m 9● ""—• • • • 土師器・

6世1k半紀

II 

須恵器
寺山 19号墳 II -・・ 一""●"一

前6 紀

関連文献

Na. I 63 遺跡名 I起 A遺跡 所在地 鈴鹿市飯野寺家町字起

調査原因 住宅建築 事業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 3. 5 

調査面積 20 nf 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

段S5丘7年県辺縁調査掘区あの北に隣点土け接する低
なし なし

位 の にたる地設
4 X 4 mの た゚ が大

部攪乱分かほ場整試備た に坑先立を つ 取り穴で
されてい 。

関連文献 『昭和 57年度農業甚盤整備車業地域埋蔵文化財調査報告書』 （三重県教育委1員98会3) 
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Nn j 64 遺跡名 l土師南方遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市土師町字六田庄

調査原因 個人住宅建築 車業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H4.12.14 

調査面積 4 rrf 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

2 x 2 m の試層第第あ掘が坑灰層層褐をがが設色灰黄砂褐褐層遺定 した耕質。基作

なし なし

本土ル 層）ト位00.. は11 5第mm、、1 23 泥色色砂面中と（ • 細遺シ

礫構検混検出じれをり砂試な で る 第構 3 上 で
出さ かみたっがたj!。 . 物 もに

関連文献

No. I 6 5 遺跡名 I神戸中学校遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市十宮 4丁目 1-1 

調歪原因 グランド改良 車業主体 鈴鹿市

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 1. 4 ......., 1. 6 

調査面積 159面 担当者 藤原秀樹•新田剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴弥鹿生JI古時I右代里岸の低世小位段遺名土（丘上に位置知幅番0. す
トレンチ NO1 • 弥土生塁士器

る ～近の跡か？として ら • • .土竪,坑穴仕居 • ・須 器器あ（朱り付） の須恵器杯
れ、「 の字i: る l mのトレン」チをし 3 ト ン。チ NO 
1 ---3 0. 00 "" 05 ・ ット ・丸瓦
m及び 土‘ シル 1 ........ 
0ト.4 の地m暗）除山褐設去上定色面し粘でた。遺 混検出じをり卜層砂行50質っ.たシ。ル

・・・------・・-・・・-・-. - ........ --・・・・・・-・・・ ・・------・・------・--・・ ・・・・-----・・.. ---------.. 

トレンチ NO2 • 土師器
• 土坑

・ ・溝ヒット
- -.....  雫. --・--・-・・・・・---・....  ---- ---・............  -- . -----・-----------・---・.... ----. ------・.. ---------

ト・•• 方土竪レ 形穴坑ン周住チN溝居O 墓3 ・ • • • 土須弥山生師恵茶器器土椀器

関連文献

No. I 6 6 遺跡名 l宮ノ前遺跡 所在地 鈴鹿市十宮町字宮ノ前

調査原因 住宅建設 車業主体 個人

調盃機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 5. 3. 25 

調歪面積 70 nf 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

神る 戸。 の市鹿没街Jす地果立II地右点る の北の方低ろ位ではず段れ丘鈴抜下しに位谷川底置か
．掘立柱建物間 0上層恵

r埋鈴 岸とー 鹿が
3 X 4 i :1 • 須器

す平良ら調野約時弥層 5~ 0mのの の で作物古あ~ 土墳をる 。の 、代海直出 lでl、下m奈。層包

不明

0• • 下弥士生層師土器 器

含は 査代生で時あ結掘代っ末た、柱か。耕建ら 検時 前期、 の

関連文献
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Nu j 67 遺跡名 i中瀬古南遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市中瀬古町西ノロ

調査原因 住宅建設 車業主体 個人

調歪機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H4.10.21 

調盃面積 25面 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

墳時中代ノ川～右中岸世のの掘台集虚地坑落上遺跡にケ 位置する古 ・• 小ピ溝ット（竪穴住居？） • • 弥須生恵士器器少片 片量

5 X 5 mの試 1 所゚遺（構竪を穴調査残住 し
のた壁きとこかろ、） ピ検ッ 、し小た溝。 の 居り

は 溝わめて悪を い。

関連文献

No. I 68 遺跡名 l寺谷古墳群 所在地 鈴鹿市郡山町字西谷山 663-222

調査原因 学校建設 車業主体 亨栄学園

調査機関 寺谷古墳群発掘調査団 調査期間 H 4. 7. 6-H 5. 2. 5 

調歪面積 15,000面 担当者 新田剛• 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要

。中lJ 川右方北はし岸墳耕向た の低基に位、よ段円り 丘埴丘に所輪を棺在すすぺ3甚る 。 っ57世世て中紀紀い後初る葉頭が-の土周6世擦構遺紀墓物内前半8に紀、かのけ甕皿て富棺のな土埴石円墳攘輪鏃墓類3基かが、出らり 造土な 出るし付墳て方墓い

墳群）る。を基古検ま、墳た出 作。1き5斜面に筒墳おいて、 縄文て失時代 期～後訪の 、か包含ら層世は （豊石 、 、す 石、 石斧

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

寺谷 1号墳 方墳 6 須恵器 5C末6C初～ 

23 号号墳墳
II 5. l 

形須円像筒恵埴器・輪円筒埴輪

II 

12 II 周溝内祭祀

4号墳 円墳 16 ‘’ ‘’ 

5号墳 方墳 5. l II ？ 

6号墳 円墳 17. 5 
形須須像恵恵器器・ 、円筒鉄埴器輪

5C後半 周溝内祭祀

7号墳 方墳 5. 3 6C前半

89 号号墳墳
II 10. 7 ’’ ’’ 
II 4.8 II 

5CI 末～
円筒棺

1 1 1 1 1 1 042351 号号号号号号墳墳墳墳墳墳

II 9.8 須須恵恵器器 、土師器
6 C 初半

’’ 土濃墓 7C 

’’ 10. 5 ’’ 6C 
’’ 4 ’’ ’’ 
’’ 3全I. 長412. 8 

‘’ 
II 

造出付方墳
II II 

9出.8 3.2 
土師器

1 1 67 号号墳墳 贋月 13.2 
須形須須像恵恵恵器器器・ 、円土筒師埴器輪

II 

10. 3 
56 CC 末前6C 初半～ 

周溝内祭祀

2 I I 890 号号号墳墳墳

II 2. 9 
II 4. 6 ’’ ’’ 
II 7. 1 形須像恵器・円筒埴輪 5C末6C初～ 

関連文献
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Nil [ 6 9 遺跡名 i塚腰遺跡 所在地 鈴鹿市郡山町字塚腰

調査原因 側溝工寧 車業主体 鈴鹿市

調歪機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 9. 22----9. 24 

調査面積 64 rrf 担当者 新田剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

工卓れ立た会たいめ、の記際、録遺保ト構存と・ 遺し物た。が表検調山 • ・竪穴（ 住中ト居世（） 平（ 弥生時代） • • 弥土生時器椀代

査土出面区（さ は0.8 X 80mの レンチで、地 ・漬ヒッ 安時代～ • 山塁

耕作遺土）確認を0を.2 m除た 去した 中世）
上で構 行 っ 。

関連文献

No. 70 遺跡名 iー反通遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市上野町字一反通

調査原因 個人住宅建設 車業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 4. 6 

調査面積 30 nf 担当者 新田剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

5 A 6 ffiの試掘坑を除た設去かけ 客地土上遺及 なし なし

び耕作遺検土検をさ約れ出0. 6 m しiこ 山
物面で 構出 を行か っ 、遺構・

は なった。

関連文献

No. I 71 遺跡名 1 四辻経塚（試掘） 所在地 鈴鹿市東庄内町字池代

調査原因 工場建設 事業主体 チトセ株式会社

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 11. 11 

調玉面積 28 of 担当者 新田剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

2 X を2行mのっ試た掘。坑基本を 7 位ケ所設第か定1層ボし
なし なし

か、 客調士 査土 O. 3 -0. 7 m 層層第褐遺山 2 層砂黄はあ 黒
ク 0. 2 m、第 3層第のt,< 色 質褐るもシル

ト0じ.査見Iり-結0質れ. 3 m 地4 が 色礫混砂シル で。
く調発 のさ 果な、か、遺っト 構た。• 物と に全

関連文献

No. I 7 2 遺跡名 l北中大野遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市三畑町字北中大野

調査原因 個人住宅建設 車業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H4.7.15 

調歪面積 18 nf 担当者 浅尾悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

遺散黒褐物跡布褐色地粘色はも 山土茶質あ椀等の破片か認められ
なし なし

る 砂質で発 土る。層れ（地(0.3 ） mで、) 遺の構下は・

黄遺 と 見層さ なか山 った。

関連文献
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Nil I 7 3 遺跡名 i奥ノ谷遺跡（試掘） 所在地 鈴鹿市上田町字牛飼場

調歪原因 土壌改良 車業主体 （有）大和土木

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 6. 2 

調歪面積 30面 担当者 浅尾悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

茶詳製発前有細椀区分試実茎域遺片布掘施）尖跡な調坑し( 頭分ど器布調査須布n/恵時か には、土 チ ャ ー

なし なし

の散、 器認、めら 器た、。

開卓山ト 4査をた, 0が41 ) 一た 帯めし 、は 師れ山林X で3 

m の 。5困ケ 雑所土設堆層§なは積土定黒（ 砂て試質お） 2 掘士調（ 

黒玉そっ をホのた 下ク は2黄でケ 4褐所物し0-色で砂表5小か発0c礫さm 地色し状試て山か のでりあち

込ら遺み。構を確・認遺 たは 、見 れく坑全な 掘っ坑落たか。

関連文献

Nu I 7 4 遺跡名 I長者屋敷遺跡 (l次） 所在地 鈴鹿市広瀬町字長塚ほか

調査原因 重要遺跡範囲確認調査 車業主体 鈴鹿市教育委員会

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 11. 10 ---H 5. 1. 29 

調査面積 335 nt 担当者 浅尾悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

重要所野さ遺跡調地範査区囲区は確藤箇をさ認設所岡れ 調定謙査し の初年度で
長塚砂瓦l地葺利託地敷区建区

• ・平丸瓦瓦

3南青ヶ のl 二郎た。氏が既に
• ． 物跡、

• • 須石斧恵器 （杯）
れたてい出る で その再物 調 南野 l

・瓦 石建物跡
荒子 l

5結西 間果両 4. 2m 間） で、 回壇I 間
・• 瓦溝溜 2基

ら と 3 X の東
廂の定北でろ。 上に

はかほらずほた全り にす棟瓦たが堆あ積字わ間うし、る一 屋根見無

られ 瓦。 瓦使ち及用基をびとし壇認思文~な れ瓦建ち物割建は箇1 もも
能、 い でり った

可層季な＜ に性軒瓦か厩が片あのる混いか。入 断め、とのて時替期でお 差はえ下の

実く、 ね 8世紀そ 半ほの中で さはま
る

長゚塚周す l 地砂区かをら敷は建物 （規模遺不構明を
確）認の 辺る。に 利 いている

関連文献 藤岡謙二郎『都市と交通路の歴史地理学的研究』 （大明堂 1960)
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NCl I 7 5 遺跡名 I矢下 3号墳 所在地 鈴鹿市西富田町

調査原因 道路改良（拡幅） 車業主体 鈴鹿市（道路建設課）

調歪機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 8. 10-8. 14 

調査面積 20 nf 担当者 浅尾悟

遺 跡 の 概 要

れ市て約道おのり拡、 幅頂にによはり盗削現平掘されるし部がき分土削坑につがい見ておら調れり査たを実東丘施側した。然調の査谷前と前にな後はり既、と現推に市定鉄黒西道側さ半と分の比は床削高中差央ら

部は、分器で中枯央（2士.3床m部検前あを検半出るが出し、し、が坑道幅他的自らI.体Im、葬幅品出られさ て見し2. 5m、以な。墳上でのほた高ぼは東さ自ま西たはにI.墳向5mいてい層る。 J]ボれは粘かる。土 の

ほ土ほ 部中で た較、 に量副 土はたられかっ。 、 丘の下の ク らは弥
生 期）が比多に 。

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

矢下 3号墳 円墳 (15m) 粘土椰 鉄刀 5 C ? 

関連文献

No. I 7 6 遺跡名 1 西ノ野遺跡 所在地 鈴鹿市国府町西ノ野

調査原因 住宅建築 車業主体 個人

調査機関 鈴鹿市教育委員会 調査期間 H 4. 8. 20----8. 22 

調査面積 70対 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要

鈴周が鹿溝市右体を岸検副台葬出地し上に所±在槙た墓する西かノ野遺跡世・前西ノ野古須墳恵群器の一角出に位し置たす士る ±襖墓 3基と古埴
墳輪 l た。 1 らは 6 紀葉の 杯が土 。 涵塞 3には円筒

1個 されてい。

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

西ノ野 16号墳 円墳 約 9m

関連文献 『鈴鹿市史 第 1巻』 （鈴鹿市教育委員会 1980) 

Nu I 77 遺跡名 l柴戸遺跡 所在地 亀山市川合町字柴野

調査原因 宅地造成 車業主体 有限会社たなべ不動産

調査機関 亀山市教育委員会 調査期間 H 4. 5. 18---7. 22 

調査面積 2. 570 rrf 担当者 山口昌直

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

椋川昭i右和岸の標調高約査45mの段側丘北地 西
・ ・ ・• 掘土竪円墳穴立住柱墓居建物

• 土刀師器

端位、置iる63年の 区の西隣に
• 鉄

5 掘のれ結゚立柱果建は、物円4墳棟、3、土竪墳穴墓住等居が • 土壊坑

確 ； さヽ た。 ・ピット
lo-15m程度っ でい れ

世周 の 有墾はあ径す時にる か削、平他かそさ のれ、基周ち溝残たl存ず基を残状竪は穴後す況も

の住も みあでま物古半はりら良墳っ たく 。な のっ た2 認居調穴のま
居こ のの円 層か穴地ら油住 た。掘か

立世のら 柱紀Plと建墳前思れは わ 、れは6世掘、る紀下墳東立。前柱、側 竪半建隣 、物 の竪は II査住世おさ結居紀れよ果はのび も5 

関連文献 『柴戸古墳 柴戸古墳発掘調査概要』亀山市文化財概要 3 (亀山市教委 1989)
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No. I 78 遺跡名 1 東悸野遺跡 所在地 亀山市菅内町上野

調査原因 国道改良 寧業主体 県土木部

調歪機関 亀山市教育委員会 調査期間 H 4. 7. 27-10. 30 

調査面積 3. 600 nf 担当者 山口昌直

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に鈴位し 鹿置川す 右たる 岸北年。る 度の周側た 標辺隣県め地高に約はに5古は5m墳東 が樺区の夕尾野多 根く2J: 存号査も ・• 溝掘閉 立柱建物
• • • • 須土悶山山 茶皿恵師器器椀

在墳古） か（平存、 成在存ま 3 埋文今れ セ査ン 内一調で
. ． p 坑

・ピット
• ・ 釜勢型鍋

せ墳調丘る 査須の の恵周 結す在器溝調物た等か果等査考、の遺確え古、墳物認ら のは調存坑たれ全出。在土 をし 推た 測が、さ

墳や は さ!胃なかった。
立また 区井のほ土ほ か遺ら 、が

掘確さ 認柱さ 建多時部れ 、か、期えく 戸相、 、対室出れ 的土に 物ののの日量期の槃かは

落ら鎌ほの倉ーど 代とく 末考な ～ら 町る遺時。 前半時

関連文献 『東樺野 2 号墳•東樺野遺跡』 （三重県埋蔵文化財センター 1992)

No. I 79 遺跡名 I忍山遺跡 所在地 亀山市野村町忍山

調盃原因 道路建設 寧業主体 亀山市

調査機関 亀山市教育委員会 調査期間 H 4. 11. 11 ....., H 5. 2. 9 

調査面積 2. 950 nl 担当者 山口昌直

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿I杞川!左岸の標高約58mの段丘南 ．掘=土立柱建物
• • • 縄士山山（ 文馬茶皿 土椀見器塚式深鉢） 

端調に す内のる。ほ 全坑 か遺ら掘構立

. p 9● 

物さ 、れ 。世短 、紀期出と溝士 、遺半 士物ほ の域等時れ中期のたし は13世が検柱紀部査建末土出お
．坑
・ピット • 釜師皿

期そ -14 前思縄構間 営伴れ晩に集ま 集鉢てはまいる。

• 羽

でらろく端う 文にわ 。 落た の一

区見し南あたら西がれ、な遺でかっ にた。 期るつ のも深の 片ほ、がと調ん出 ど

関連文献

Nu I 80 遺跡名 I大垣内遺跡 所在地 亀山市山下町大垣内

調査原因 宅地造成 寧業主体 中部開発三重株式会社

調査機関 亀山市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 16---3. 末日

調査面積 605 面 担当者 山口昌直

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿所古査川在墳右す岸の慄掘周跡出晶辺立高が約 67mの段跡溝遺す丘先大 • .• 掘土古立墳坑周柱溝建物 • • • 縄須土（茶文北恵師土器川 深C鉢式）端垣に る。遺 には:沢存在遺 やる

坑伴調内 ピ物区の出ッ 結なト 果かど、検ま 見弧さ 多柱れ建たく 、 構、溝す溝た土。に
・ピット

• 山 I椀
沢あl調条遺、るう 遺査検跡と の思北調わはし 端査たれあ で。結る 果。このか状溝らら、れをは 呈、古な墳ヽかす隣 接周るっ 。でをる

関連文献 『沢遺跡 Il』亀山市文化財調査報告 6 (亀山市教委 1990)
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Nn 81 遺跡名 I宮ノ裏遺跡 所在地安芸郡安濃町大字内多字宮ノ裏

調盃原因工場建設 車業主体三鈴ハウス株式会社

調 査 機 関 安濃町遺跡調査会 調査期間 H4. 9. 8 ---9. l 0 

調査面積 790 nf 担当者 田中秀和

遺跡の 概 要 主な遺構 主な遺物

• S H 1 6 x 3 . 5 m • り土I 器・S H 2 3. 4 x 3. 4m 、匹 高杯、甕）
・SH3 6X6m・n  

主な とて岱7世紀代の竪穴 ・SBl 2X3間 ~ 柑 悶『、甕、甑）
住i 3 息 時 の掘立柱建物 3 (3.6X5.lm) • 
棟上， れ ・S B 2 2 x 2間 ・

た ては禎器 (3. 9 X 3. 9m) 

高りし 、て特、お 、遺器物甕、でと 皿.. し,、て杯恵は、111い杯壻瓦し、等が甕が山、土かあ ・ S B 3 2 (X6. 36 間X 4. 8m) 

行われてい近た可く能云性銅が考なえら製れ鉄山る。

関連文献

池 Is2 遺跡名 I山添遺跡（試掘） 所在地 安芸郡安濃町大字清水字山添

調査原因宅地造成 寧業主体株式会社西浦産業

調査 機 関 安濃町遺跡調査会 調査期間 H4. 11. 19 ......., 11. 20 

調歪面積 80 rrf 担当者 田中秀和

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

の境調清付水査近区が丘でのI 皐地況． の南水碑部東田、隣でで、穴で津あ...市る~。、と ・・・ 竪溝土穴坑住居 2 棟 • • 土須恵師器器皿（甕、甕、壺） ） 

溝,.な跡とのが遺... 、"'北はふ央項たで＃は煩竪度中世．末• 以か江庄前ら来の • 水田 ・山（杯茶、椀

年/Jヽ 度田にか沃け 調査れT の。予千定。

関連文献

No. ¥ 8 3 遺跡名 iツヅミ遺跡 所在地安芸郡安濃町東観音寺字ツヅミ

調査原因土取り 事業主体株式会社伊勢組

調 査 機 閲 安濃町遺跡調査会 調査期間 H4. 6. 8 -8. 9 

調盃面積 220 nt 担当者 田中秀和

遺跡の概要

世発ツヅミ 遺の跡古1 l 品i 前の5田遺体基跡の鎌のは東倉木焼棺時に代直てあ葬末る丘～で陵室上の遺ら代跡に横でか、穴け土取の室後中り工墓事推葬 に伴発さい調るさ査れをた実。 施古墳したは。2基6 

囲み， ［ 完悶墓のた ‘ 。はと i5 q ~ ， 発に 主穴見゚ をさと 部掘れん、りとj た； カいの砕土お棺い江届ヽた？ 骨埋町の2号時め皿を項骨がた［ のに、程い式てれ石たいでて世埋砕とっ いた定がたし、骨口 れ壺見そを地ののl ! g ~ めを石た 組しも、 みの かで

た山ら 椀に-は・ はと思ほわれる 、が見呼り るもの る士っ名た ぁまた五輪。百塔の部 がと 緑て用占出士られし
た。 全にな のはなかっ 墓がつ られた 時V.J これ 0らの塔が蓮ってい と 双わ rれで、 る。

古墳名 墳 形規模 (m) 主体部出土遺物時期備 考

ツヅミ 1号墳方墳 8 X 5 m 木棺直葬 • 須恵器 町Ji 
2. 5 X l. 2m (杯身、蓋 6 紀
棺 、壺）前

ツヅミ 2号墳 円墳 !Om 横I.6 穴式X0石.5室?饂 • • 鉄須鏃恵器(高杯） T後6K世4半3紀頃 未後に調土調査取査、予り定今時

関連文献
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No. I 8 4 遺跡名 I多倉田遺跡 所在地 安芸郡安濃町大字村主字多倉田

調歪原因 宅地造成 車業主体 個人

調歪機関 安濃町遺跡調査会 調査期間 H 4. 12. 5,...,_ 12. 27 

調査面積 225 rrf 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

昭し和た 55年道に三約重盛5県0教育委東さ員会か調点 0上層Jc 層 00• 代代片 後期査 県~ から 0 m への地 ら• 溝土 条

かでの、西、た現半も 部がては、は自よ水然名、う 地田土でかあのなっ たち。込れ調遺てみ査でい区ある
• • 下溝自然2条流路

0• 前高杯期 破片

っ ！ 。面この なた 形状況落から、 構面

期時然は 下代流上のな2 確遺等でで2認条物上をはは 、、検層東をさ 縄含出 に。並等溝時た 行代。かを 検後し2条期て出 走か及さ れるびら 娯、中t-世浪自 ． 杯、高杯）

に、、 路調おそ 査、の区延ろ の南上の［溝側に正では、法該スも検寺期試ら掘の出調さ 端査れのて際靖おあ ゜．椀

たり区るとこ 長か溝ら、も考当 の西寺る のか西
を画する と れ。

関連文献

Nu j 85 遺跡名 I上津部田城址 所在地 津市一身田上津部田

調査原因 史跡公園整備O)t:¥) 0)遺構確認 寧業主体 津市

調盃機関 津市教育委員会 調査期間 H4.7.6 .......,8.28 

調査面積 約600rrf 担当者 米山浩之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標戟塁物i高門 15囲かm時ほどの丘郭郭柵陵城北端北かあ部集東るらに立地
・ • • ・・• 土掘土井集柵立坑戸石列塁切柱土 建坑物

• • • 土常瀬戸師遵（ 器焼• 美鉢（（羽甕濃 釜、捏皿鉢）） 
す士る 国に 代ぁまの平た主山 で 。隅が

口し 跡 井れてり 主 列内は は掘士立開 襦 、産灰釉皿）

柱等建が 7棟さ、れ 戸い、る 、 石 坑

主が 属大出南にはる堀切坦ま、た。北 ・東郭• 南東のに各は • 堀

郭部に 小すの。平 部、が主あっ南た。

関連文献 『『上上津津部部田田城城址址発（掘第調2査次報） 告発掘』調（査津市報教告育』 委（員津会市教育198委9員)会 1992) 

Nu 86 遺跡名 I跡(仮（試）半掘）田遺跡・平木遺 所在地 津市半田

調査原因 一良般車県業道ほ家か 所阿漕停車場線道路改 事業主体 県土木部

調査機関 津市教育委員会 調査期間 H 4. 9. 7 ...._ 9. 18 

調査面積 128吋 担当者 池端清行・村木一弥

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

現況がは岩標高田川右岸の丘陵裾水 付近に なし

• • • • 土須天山 茶師恵目器茶器椀 椀
ひろ る 2. 5 m前後の 田であ
る

物゚調れ査の結千果出た 中し近た世がを遺中心とした
遺さ かな若かっ 土ヽ。 、 構は検出

関連文献
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Nu I 87 遺跡名！四ツ野 B遺跡 所在地 津市高茶屋小森町字四ツ野

調査原因 工場建設 季業主体 サーク）トケイ・ジャI的株式会社

調歪機関 津市教育委員会 調歪期間 H 4. 5. 7 -----8. 15 

調査面積 1. 900 nf 担当者 池端清行・村木一弥

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

所た在年四沖積すツ地野をB遺調見時玉跡代おは、すの雲段東丘出川のが南は形東成昭土隅にし

O0• 縄土器生墳期立文坑竪角時棺時代墓代基代建住住明晩前2期期茎

• • • 縄弥士文生贔師 土士器器 （（晩前期期）・後期）

61 に弥る。生 哀後期の銅側鐸でか、出 和し

O0• （弥土古 時穴形不柱1 居前居期718棟棟を）中心とす
• 須（ 器墳器時（代小し 前片た期かの～み1点中） 期出士） ている。

器時時期検棺代今2墓前不基回出 、期明のし 調弥をのた生歪掘縄中た立時心で代柱時はと昂建代遺す区6り 時の竪期を代土検穴の 晩坑士士住出期居、し 古群のた土墳。、墓か ．` 掘物 2棟
は のみ文か、査 の出器器状

。ん-と6m複住の に7方重8 検のしていのがる。多一辺、 五5 

角れ形ら のの竪も の丸住も居l 古検る墳がか出もも 時し代穴古弥てさも い居期時時るるるく代。を こ

心期た 、まと 遺遡銅すで 時物る期穴のも がの 下土性で関 状かあ 況がある 、の 前墳生住あれ 。代も 後中中あま

期りに、 鐸る可と能出の 連の 注る竪目ら 。

関連文献 『津市の文化財』 （津市教育委員会 1989) 

Nn I 88 遺跡名 I久居城址 所在地 久居市万町

調査原因 県都市計画道新設 寧業主体 三重県都市計画課

調査機関 久居市教育委員会 調査期間 H 5. 2. 20-3. 25 

調査面積 500面 担当者 辻宮美雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に寛あ文た lり0年、武に家開屋か敷れがた配久居置藩されの城てい中 • 土坑（民家倒壌後処 の
理坑） • ・近木世製品陶磁（器下駄など）

た。 • 井戸

関連文献
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No. I 8 9 遺跡名 I戸木遺跡 所在地 久居市戸木町字桃里

調査原因 市営住宅新設車業 車業主体 久居市建設課

調査機関 久居市教育委員会 調査期間 H 4. 6. 24---9. 21 

調査面積 l.500nf 担当者 辻富美雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

代る 室初期町時の代久居後期城址の戸に挟木城ま址れてと江位戸置時す • 溝 士の塁溝物と がの下検ら部出にさ南れ北方紀出
• 陶磁器

土初塁向遺頭 か考 16-17泄
遺゚土塁跡は南築に段れ丘を持る ち、 段丘端部 えられる。

に がか て い 。 • 土

溝溝時と の下よ部りで検土塁初出さ構以れ

築降た 期考にえは 1ら7世、れ紀る。 頭の

関連文献

Nu / 90 遺跡名 I庄田第 1号墳 所在地 久居市庄田町字貝下

調査原因 宅地開発 車業主体 久居市土地開発公社

調査機関 久居市教育委員会 調査期間 H 4. 5. 22---6. 24 

調査面積 225nf 担当者 辻宮美雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

榊原 /I舌I沿状部いに形構拝り成築出さしれたた段地丘の一 • 横羨組消穴追減合 式•石玄て室門い部た 分はすでに • 須6杯恵世紀器部で、た に張 台の基部

にあ占 る 分基に されれ最ている。古基 式し石棺 2。基 • • （ 横、製製各瓶棺耳環身飾） 、高杯、 提瓶
群の墳一部はしで9、古寄でる 中さ たも庄台地田 墳部

に位古辺置墳約室 はて横い穴 。石墳室をあ 主体部に持つ
0（:表±中:世土部分より）- I Imの 基でる

石置 床れ面にはた 2 の組 合゚式石棺が
設さてい 。 • • 山鍋茶椀

関連文献

Nn j 9 I 遺跡名 I赤坂遺跡 所在地 久居市木造町字赤坂

調査原因 県一般農道整備工車 車業主体 三重県農林水産車務所

調査機関 久居市教育委員会 調査期間 H4. ll. ll--H5. l.21 

調査面積 1. 800 nf 担当者 辻宮美雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

広雲か年広坂落出る遺度遺川かが沿跡いでの低対遺文築る湿地中の微高地に O0• • 弥溝土中生世坑（時周代溝の一部か） O弥！中生期周 時代土

域今 の赤綿調は査坂縄ぁと 。象跡時か地の東はか饂り微世高あと地たr全至る
．. 溝の中2器より発見）

るり赤集れにる。 跡連る 代れていに中た 合ぇ ・ピット
0• 世茶椀

関連文献
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Nn I 92 遺跡名 I薬師谷古墳群 所在地 一志郡一志町大字八太

調査原因 ゴルフ場造成 車業主体 株式会社丸二

調査機関 一志町教育委員会 調査期間 H3.1.10-H4.12.10 

調査面積 約 6.000 nf以上 担当者 伊勢野久好

遺 跡 の 概 要

前か年古築同し度かからの継室る続調査 延ち長古墳33群0差用あ0m、幅20m弱の尾岩根プ（上に古ゆし墳井偏明14在確基関が ）また谷用筋には石穴切式場石
跡室 れはてい 。でこの oつ_ ～ がにつひいてつはの、グ砂ルー い模期わな てる 石し'製ていをがる いた横

年良各度特類好もで墳様閉すすくM塞の小墳T石形が15残-は狭存号広!T長あKな4るり3、尾型も根式の2古内がかを利にい りし、た不Tと整K形10型で式あをり 最、 規盛を もと不していなる。の各も古多墳いの。遺時存期状態は前は

と 筆主似 ぺる石横き鉄幅めははの14 す墳玄で― 玉当内 多墳水刀りり群晶は。中穀3大人斧をさ 規以は模上のの石埋室葬類で認管器あめる。ら石小れあ室形豊）ら態宮は嬉副野葬式中町品（釜が生士田古板原し墳て群い

手大る。量金具出等士な）はも極の 水製て 製いな¥二J!:~ 室ヽ輪刀I::で・短あ 、・ 原、鉾注石目・ れ・鏃よじめ等う玉。） 、が土（ 玉類が• 、王げ 、れ轡なるー。 でもf字水出鏡晶 石• 引の

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

薬師谷 9号号墳墳 不整形 '' 横穴式石室
壺杯身セ鉄、9斧塁卜3、、 鏃

T K 10 
箱閉式塞石石棺 2

II l 0 II '' II II 

II 1 1号墳 II II TKlO 
箱閉両式塞袖式石石 棺 I 

且短杯玉人骨頸身類 、片壺片 、類直 口壺
--TK43 

II 12号墳 II II T K 10 

II 13号墳 II 小石室 2 、刀子 MT15 
---TK43 

II 14号墳 II ● "''"'● ,, __ 横穴式石室

水玉鉄土水 類製器晶晶 原類製品三石 輪54玉 7 

MT15 桓閉石塞石
---TK43 

関連文献

NCl I 9 3 遺跡名 I片野遺跡（第 5次） 所在地 一志郡一志町大字片野

調査原因 町道建設 寧業主体 一志町環境改善課

調査機関 一志町教育委員会 調査期間 H 4. 11. 11 --H 5. 1. 6 

調玉面積 520 nf 担当者 伊勢野久好

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

O0・土弥方古生形墳攘奏時周時墓？ 代溝代 墓中期5 碁以上
O• 弥弥生生士時代器（ 壺 • 甕期

JI--]1) 

. 岱3基以上

OO• ・• 石古滑奈土（器墳石皿良師類製時器、時椀代代臼玉、甕 な ど）

か 査墓めぐのら 、か 溶代筆の遺ぺ構きはと・ 遺方で物形あ当

惰 3棟

周 の 1 が江 果に すあ こ

かし開て 形墓雲相貴域れ周重出を溝、 下墓東びこれが れる ででるその は 350 m 
な。落もの様で 川帯な 流西た に跡おのけ性る広拠格

を集知る上的で 資 料 遺なろう。

関連文献 1
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薬師谷14号墳遺物出土状況

轡出土状況 水晶製三輪玉
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NCl I 9 4 遺跡名 I笹遺跡 所在地 一志郡一志町大字井生

調査原因 配送センター取付道路建設 寧業主体 株式会社昭和

調査機関 一志町教育委員会 調査期間 H 5. l. 19-3. 13 

調査面積 約800面 担当者 伊勢野久好

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

当i遺i跡は雲出川右岸の河岸段丘上 O0• 弥竪生溝穴良時住時代居代条中l期棟 ( N期 OO• 弥弥奈土生生時士代器代( （壺、 甕）に する

縦物の 土のる調道量？ 査゚路は幅少は遺に跡限い 西ら端れ部るをた南め北、 遺に • 奈大 2 • 塁良師時器 杯、 甕）

住時居期ま 不を、明は の構め柱奈穴は弥良がな生時多。時代数代検の大中出期溝さ のれ2竪条た穴。と
0• 中山 椀• 陶磁器類

関連文献

No. 95 遺跡名 下（之南庄浦地東方区遺） 跡 所在地 一志郡熔野町中川字南浦

調査原因 南浦土地区画整理 寧業主体 南浦土地区画整理組合

調査機関 嬉野町教育委員会 調査期間 H 4. 2. 10-7. 25 

調査面積 9, 800 nt 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

弥生時代～鎌倉時代までの複合遺 ・区割南~り溝北 6条流 OO・ 弥奈t生良;土器代 （中期） 壺

跡のの 遺集で当初物部落有正あお試跡がる 。掘確が調認想査鎌定落可模区さにおて いおた てがり 、は 石弥今形れああ包生丁時の等代調り

1 . に れ幅 lmで深

2. さ 3西mに流れ幅 Im深さ 0・ : 椀時代

査溝にを い査てる集不規は 時れが確地代の、方さ 回区た 割
形溝他る状発溝lm掘に呈区つのいて中る央溝非は部断面にあ流が台、れ 全体的に土器量は少ない

ー調確す な認域明 が っ。たた

の溝単をなとす比ぺ 常前画でに深り い
と 。この には

し、 その中に の形成道状状遺大が単遺構なるき 存等方変れ
20m 位るの小区 面が有す

い 。さ他れ に奈 代の るものである。

形ても確区認割る りの方て位いにつ、い道ては く • 井戸 2基
わっている。

整立理柱建物建中跡物で不がに つ明4棟いで以てあ上はる 、存が現、在在掘す

る。奈良平はあ行時幅る代の道状溝遺が流構約れにつ
隔いてで 5し0東cm西のに lるm間も

ので 。

関連文献
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Nn I 96 遺跡名 1 片中部川遺駅前跡遺他跡（群試掘）
所在地 一志郡嬉野町中川

調査原因 中川駅前区画整理 車業主体 中川駅前区画整理組合

調査機関 嬉野町教育委員会 調査期間 H 5. 2. 1 -3. 5 

調査面積 960 nf 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

の の中 地駅掘物前調が査確周辺であ5 Iヘクタール 遺跡出構でについてか瞭は低ら湿地遺構緊の O破縄中文期片時と代考あえられる底あ部る の
• される。た地域上層は、 遺坑検して捉にしえあおいるるてにこ明つといな遺は 構掘めと が るのみで 。

、み明堤が見あと瞭てに確の認限ば部界溝をさがれてたあるものの O前考破弥と生時代期確属れ
さ 期た ↑ に いては分 が確可 期えに す壺半るさ頸で櫛部あた ろの破文う片と

るがなら 砿な畦状認どの遺遺る構構
か問東 る。 汁が中ら 後認る のれ 描。 の
駅 にいては、 の字 でや 状でるの、遺た一構 すの こ

下遺物フ南はケ含期でか題腐゚地層不； 土確 層でに、おい最層木て南鎌に倉おのい とき。

て遺周含は包時物辺層 明認で認あるがき駅、下流西鎌 等小の神物自 0古S墳字併時れ日代縁行て甕期 B 類須恵とT K 2 

社然包 にか 認いでてされきも平たる安。。～ 倉のの遺川
認0 8 の 器が確

さ いる。

O奈明は良瞭少る 時にな代奈い良か、に属須す恵器る遺等物か

ぁ。

0平安～期椀鎌る 倉時遺青物磁代
この山茶時 やの がが確叢認も多さ

れ＜ てい 。

関連文献

Nu / 97 遺跡名 I一志屍寺・天保遺跡 所在地 一志郡嬉野町一志

調査原因 町道一志• 島田線新設 事業主体 嬬野町土木課

調査機関 熔野町教育委員会 調査期間 H5.3.l5--調査中

調査面積 2, 000 nf 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

線布師か 寺で中目ら 村裏瓦あ川等一山る 左。が志えを岸通試確廃て掘認寺のり堤島調のさ 査防田れ外が 地郭ににて抜かいのお いけら 現ててこ在いは 一のく薬路部在段ど
み遺一る部構た検のめ調、出査明を蘊区行なにっ おた構いだてのけの

• • 土須現”な師恵在ど器器未が整確（古認理墳さ • 平て安い時る代か

握あは出来北状ろていない遺子が流さ溝平、れれる現がる品在大考交時お

でれあ ため

す階確 る、と考 いた 現連遺在する構の調遺がと存査構な 溝代緒のり すとと . 'に 東流西れ確か認にるり
゜ については不る明で、あ

においては屍危 寺に関 る は

え、にら藷溝属れるのする遺。況る物でもので、あ 安てと認しされして現い い
か 主、 既゚存遺性の道をの下む層層てに古存不代にた 含が

墳在明時なして点をおか多り、い。その 物格につい は

関連文献
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Nu I 98 遺跡名 1 まんじゅう山古墳群 所在地 一志郡焙野町滝之川

調 査 原 因 ゴルフ場造成工車 車業主体株式会社三永開発

調 査 機 関 嬉野町教育委員会 調査期間 H4. 2. l 0-5. l. 29 

調査面積 9.350吋 担当者和気清章

遺跡の概要

中>川上i の右 : にある標高 135mの丘I 上にある古墳群である。直今回調査を行った丘陵に
は 5 の且i 群が 認されていf 盆た ほぼ 高の南東丘陵においても 4差の古墳群が存在し、
この墳 共でんじゅう さ れ い る

の に いては、こ山う 群....,_ほヵゞ形＂ に さ1.。70m、 l. 80mの大型石組遺構が確認
さ てお 古 の20 の 陵斜白サ面ヨ上以 に位 ることやテ スを 属させ ことなどから

古と墳今れの群小型にの物す、 るも墳存祭お前祀ナ面場し等と想組m定の構し造て等いかる。枚ら伺この、大置の遺五す型石構組で遺あ構るのと蜆他考フえに、ら付西わ 1る5。m地点る に幅0.8 mほ

い共てには、、 立立石石下下のは江壇岩状床、石を石組平にらつにいし一て部は加1工をは岩様し盤た岩の利床上用をに行立石ってを立いてるぃたものもでの、で大あ型るのこ もとのが確に認つ

された。

古墳名 墳 形規模 Cm) 主体部出土遺物時期備 考

1号墳 円墳 14.8m 横穴式石室 • 須恵器• 金環 6 C末

2号墳 " 12.6m 11 • 須恵器•金環 6 C後

3号墳 • 16. 9m • :・ ” 須恵器 6 C後

• 韓式"'（器竃系、土甑器 ） 

4号墳 II 12.8m II • 須恵器• 金環 6 C末

5号墳 " 16.2m " • 須恵器•金環 6 C末

高さ幅厚さ 構 造 備考

1号石組 1. 72m 1. 80m 1. 50m 大き型、 祭の立壇石状のの壇前面を作に、る。3枚の平石を置

関連文献

No. I 9 9 遺跡名 i北畠氏館跡庭園 所在地一志郡美杉村上多気 11 4 8 

調査原因 北畠氏館跡庭園現状変更 寧業主体北畠神社

調査機関美杉村教育委員会 調査期間 H4. 6月-1 月

調査面積 11面 担当者宮崎洋史

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

査庭で園七保る護のための柵設置に伴う調 ・・ 1 1 65世世紀セコ後中葉止頃の遺の構整地土 • • 南金伊箔勢装系のの引土手器金類具

『
査()'Jの 0市i として孟1 . ~ 館造成の （土坑・ lFLピッ'ト）

た の 整 地, yヽ が存在る'-と、 2
金 装の引 金具が 土したことが
あ られる。

関連文献
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Nu / 100 遺跡名 I安田遺跡（試掘） 所在地 松阪市六根町

調査原因 砂利採取 車業主体 松阪興産（株）

調査機関 松阪市教育委員会 調査期間 H4.10.19 

調査面積 192面 担当者 福田昭•西田尚史

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

跡砂の利表水採田集部分に伴を試掘たう六掘根し地た。内の安田遺
なし なし

地利出 か層から 3m った所遺で涌水遺は し、
砂検外 あは• 砂な にっ当た。 煩り、地の構部分• 物対象の

でる。

関連文献 『松阪市史 資料篇 考古』 （松阪市史編纂委員会 1978) 

Nil I l O l 遺跡名 i白山古墳群 所在地 松阪市丹生寺町 1205

調査原因 団地造成 事業主体 和興ホーム三重（株）

調査機関 松阪市教育委員会 調査期間 H 5. 1. -3月末

調査面積 1. 000面 担当者 福田昭•西田尚史

遺 跡 の 概 要

丸国!道山 166号る 線から近畿自動車道伊勢線に通じる丹生寺・一志線沿いの西野町の東側に位置す
る にあ

3 は、 5 とと • 奥奥壁壁が残外存が 。す
両4 墳墳墳はと、も矢天天J:井井石石石に3枚使枚わ側玄れ壁室たのI-2 以tの石す残以存外る は比る較。 的小ぶりの川原石が使われいる。

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

白山 3号墳 円墳 径高 1 5 m .• 須蓋,恵器提瓶（杯） 身
6 C末

天をと 井裏検石込出 め5枚石さ2.6m 

. • I 師器（椀）

羨道 1. 1 m 
2.2m 

白山 4号墳 円墳 径高 1 3 m 
2. 0ぞ● 

• 須!恵i器（壺、
6 C末 検天井出石 3枚

さ2.6m 横玄（穴右室 石袖I. 3m 

・ • 脚金 器堵）（椀、4. 7m 
2.4m 

羨道 0.9m • 刀
2. 7m 
1. 8m 

関連文献

Nil I 102 遺跡名 I口南戸遺跡（試掘） 所在地 松阪市立野町口南戸

調査原因 市道改良工車 事業主体 市土木部

調査機関 松阪市教育委員会 調査期間 H 4. 11. 26 

調査面積 48 rd 担当者 福田昭•西田尚史

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

次年南高度戸車古掘遺本燻業墳地坑物調 の浅設確試国を掘道定認予間調古査墳群号を行の北沿った。

• 土坑

• • • 弥土山生茶師土椀器器（鍋、 皿）一段口 い 、と 166 線 側いのの

水遺田に試 がを した
構• されし ｝こので次年

度680 nf 査 定ている。

関連文献 『松阪市史 資料篇 考古』 （松阪市史編纂委員会 1978) 
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No. J 103 遺跡名 I黒角遺跡 （試掘） 所在地 松阪市山室町黒角

調査原因 市道改良工寧 寧業主体 市土木部

調査機関 松阪市教育委員会 調査期間 H 4. 11. 25 

調査面積 32 rrf 担当者 福田昭• 西田尚史

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

跡坑外さ のれをし［小市設なた 史川定か。沿Jっし いにたた 記。のが載道、次路遺年され改構度 良本て・ 部遺調い 分物査る黒かには 試検角ら遺掘除出

なし なし

関連文献 1 『松阪市史 資料篇 考古』 （松阪市史編纂委員会 1978) 

Nu I 104 遺跡名 I露越遺跡（試掘） 所在地 多気郡明和町大字竹川字露越、南浦

調査原因 斎整宮備地事区業 コミュニティーセンター 車業主体 明和町

調査機関 明和町教育委員会 調査期間 H 4. 4. 23...._ 4. 27 

調査面積 42nf 担当者 森田幸伸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

中る 央申請に地位置は、す露る越。遺地跡目範は囲、 煩内地のほでぼあ 0• • 時小溝期ピ不ッ明ト

O0• • • 士平灰奈須釉恵安良師 時器器時陶代器代（（ 甕壺片 片片 ） ） 

3゚ ケ所54の試の掘県層調営査場粘わを山実整上施備面り事がした結の-際果削

、平と掘昭表たさ和士れ削すて・ 年包いる含ると赤こ 褐と・ 地が色ほ 土かの、地2業既山5ckにm達ほ

遺出し新遺器構し4し。たと がし釉少、がてもと 溝は溝の埋l条士•、は小し まピ他りッ もト 悪攪を乱検く

坑、 物ケしい 砿の認，とく思され若われた。のる。 に ・

恵士 た・所灰はに 陶など 、のる。い千ずれ土も破師器片が須出

関連文献 『三重県埋蔵文化財年報 10 昭和 54年度』 （三重県教育委員会 1980) 
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Nil I 105 遺跡名 l馬渡遺跡 所在地 多気郡明和町大字竹川字馬渡

調歪原因 明和町北部第一水源地 寧業主体 明和町

調査機関 明和町教育委員会 調査期間 H 4. 掘6.16-l l. 12 ） 
（試 H4. 5. 19 

調査面積 l, 435吋 担当者 森田幸伸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

祓地宮川の氾地指濫定し原に高島約状北 に残された沖

O• 縄突弥壺打!土帯生文文甕石時時代土代斧（ 器
積斎 跡に立国 、範標囲の 西9部mでに隣あ接る。し

0• Jt 良穴時住居5代基 7 棟耕茶て（ 層作粘い 序士る 本1l 黄暗にと 茶色(砂砂I質質て) 黒土± 地色llI士

0゚ • • 前期・中期）

0• • 立戸安柱時l 物 5 棟
• ・ ! 良師器時代（杯甕杯、）） 皿、 椀、

前か出中ら鎌土る。倉中し時て、代いに 弥がけ生ての遺代、れを 惜が弥少出し し

• ・ 戸条2 

O• .• 鎌溝土坑倉坑ll 時条代 0• • • • 須平土恵安師器器陶陶士時器器器代（ （ 杯黒（、色皿皿土、、器椀椀椀） 、） 甕
期、・ 主の期方だ形のっ 遺周たる。物溝遺安坑跡ま構墓と 見と• 溝時らし て、検時穴はあり なしか代ほっ

た。奈建，もっと士平も 代まと った として
立は • 時な で竪 ・

に社関か9 物良した・ 遺 の一がつあで 、っ居斎た宮可掘跡能

性る 。

関連文献

No./ 106 遺跡名 I堀田遺跡（試掘） 所在地 多気郡明和町大字有爾中字堀田

調査原因 個人住宅建設 寧業主体 個人

調査機関 明和町教育委員会 調査期間 H 4. 4. 20 

調査面積 32 n1 担当者 森田幸伸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

部なさ 地包れ申に 請含あ山な層地面かた はりまもっ 認、、でた 堀地掘め。 田目らり 遺下れは跡水ずげ範、田た結遺囲で構内あ果 、のるも 南。検良 靖好出

なし なし

関連文献
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No. j 107 遺跡名 I世古 D遺跡（試掘） 所在地 多気郡明和町大字池村字世古

調査原因 共同住宅地造成 亭業主体 個人

調査機関 明和町教育委員会 調査期間 H 4. 4. 13-4. 16 

調査面積 44 rrf 担当者 森田幸伸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

の竹申請林地 池に村位城置址世すの北 2路跡00がを挟m あ O• 奈士器穴良ピ焼仕時代成居ト坑 5 基 O• • 奈士須良師恵器器時代片（皿、 椀、 甕）
• 竪 l棟
• 小 ッ

坑物し 、包層II調含序) し段た 範結認質的色と囲下果し 、た 上で計段で4良ケ 所好試設な掘定遺

層（ 甚褐黄地約をた確砂本茶山 土に層層(浅。るI（()lll 腐所)山食暗）土黒と層色土

てお(所N住多出り、 面土をま土測では 地い で40cな瓜っ
深い で 9遺全0cm 。土

竪で検穴は 居量しかの 構師り、器にか器、出焼土成器し焼坑て成のい坑周る囲。• 

関連文献

No. I 108 遺跡名 I明気古墳群 所在地 多気郡多気町大字相可字明気

調査原因 住宅団地造成 寧業主体 JR丸亀共同企業体

調査機関 多気町教育委員会 調査期間 （昨年度より） --H4.7.16 

調査面積 古墳群全体としては 6,500 nf 担当者 中里守

遺 跡 の 概 要

0昨2年号壊墳度からの継続調査。明気 2号墳主体部、明気 8号墳を調査。

墓 、木た棺木棺跡が南北北方端部向に検は土出されがたが中 南て側置半か分れは土中取央部りのた大め完刀全にながくなっていた
残されっていいた。 跡の に 器 集、し 、 には と小刀 1本ずつ副葬。

08 号~て墳
き標り 6な6mかほったどのが尾、根直頂径部20mに所ほ在ど。の人円為墳的と見な削る平こをとがうでけてきいよるう。こともあり、 墳形はあまりはっ

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

明気 2号墳 円墳 径 18.5m
木”棺直葬 • 須蓋房恵器、 高（杯杯身） 半6 C後

戦主り前の士壌りも取体によ 、含5 上 x :: 3. 4m めて部半 。

棺2跡以上 X

明気 8号墳 円墳 径20.0m
0葬. 6m 

棺木~棺r跡直X 2. 4m • 須蓋短瓶恵器頸）、台壺（ 杯付、身壺提
半6 C後

4. 2 X 0. 7m 

関連文献
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No.¥ 109 遺跡名 i倉懸古墳群 所在地 多気郡多気町大字五佐奈字倉懸

調査原因 工業団地造成 車業主体 多気町

調査機関 多気町教育委員会 調査期間 H 4. 4. 30-6. 6 

調査面積 600面 担当者 西村修久

遺 跡 の 概 要

佐号奈号川流域号の狭い水墳田地構域成をさ見れ下ろす標高 35mほどの丘陵先端部に所在する古墳群で、 2基
0(11 墳、 2)の 円 で る。

マウンド中央に大きな盗掘坑があり、主体部等は不明であった。

0頂22号主部墳表体盛土直が下北で出東2基ーの埋西葬方根主体に主（木軸よ棺をり直墓も葬つ墓） が検跡（第出され主部た。） ほを切ぼき東っ西ていに主る輸。 をどちもつら墓の壇主体（第部

も、 土）の流 ゃ立南木の 向などに 墳・塙棺 の端l 体がはっ りとしない。

古 墳 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

倉懸 1号墳 円墳 径 18.0m ？ ・須恵器片 6C後？

倉懸 2号墳 円墳 径 20.0m

木第5X• 棺01. 1 墓，直6(鵬墳葬? ) • • 須土（杯＇恵師 器身器 、蓋） 

6C後半

• 須（（ 纏、器身甕、 ） 
第5.0 2 墳?) 

6C末

X 1. 4m 、:)

関連文献

No./ 110 遺跡名 I八端窯跡 所在地 度会郡玉城町長更地内

調査原因 大仏山公園陸上競技場造成 事業主体 小俣町

調査機関 小俣町教育委員会 調査期間 H 4. 10. 5-10. 12 

調査面積 約 180 of 担当者 河瀬信幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

広点では 大古工か在あ仏墳す事基るり 。山 丘代。西に目 陵丘のの前遺の陵跡一物がにに 広角が発は骰大がに所仏布るさ 在水す山れXす古田たる墳地地る帯窯群点 跡ががに

. 窯2号体窯跡2 X 4. 5m • 須恵器 6（杯C蓋後半・甕）

でうっ たち4。2 ~ 号中あ以り 窯外(はl灰・ 原2見号の，みの検.。y出全号で部） あ

関連文献

No. i 111 遺跡名 I矢塚古墳群 所在地 度会郡玉城町宮古字谷口

調査原因 廣か瀬か精る寧エ前（範株囲） 確玉認城工調査場の増成に 車業主体 玉城町教育委員会

調査機関 玉城町教育委員会 調査期間 H4.7.27--- 8.11 

調査面積 l 50nf 担当者 中西正典•北畠充生

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

で矢山そ 塚林 古墳群25基を有する古墳地帯 確認できない。
土須恵師器器片片 2 l 

の古゚有墳と 地帯のほとんどが廣瀬精
工の所 なっている。

関連文献
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Nu 112 遺跡名 安養寺跡 所在地 度会郡二見町溝口割石 1039-
1046番地

調査原因 宅地造成 車業主体 三交不動産（株）

調査機関 二見町文化財調査会 調査期間 H 4. 5. 11---12. 25 

調歪面積 約 2.500 rrf 担当者 大西素行

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

丘た陵っの細長-い3回谷整間た地を東調iを査t 西し IOOmに O鎌倉時代間総)中でi～後側建 半の遺間構
• 廂~母4 X 3 東柱 物に半 の遺ゎ構を造下lて成2してい 区なしが東た 半ら で をもつ

は上・ 前中2層で半遺遺構治下 。平出上
0. ・ 溜安S6条末B(～s3 鎌区前画)、排水）層末た。は～鎌鎌 ～半後の 構、や をら検は 安し

• 縁3(かSX廂B3 間を1) ても東倉つ12礎に半庇石、建南物 に
、山（ 書板器椀木、） 、材品、 そ の及他

• 2物.7 X 2. 7 I m） の小基壇建
、杯悶茶壺、 経、鍋筒山皿蓋羽、、釜鉢土） 、師常器滑（甕皿

(SFs B 2 

• の3X J Bり3（ で)し にもつ2建X物2間

• 門溝池(! 跡 SS （ B 1 7 ) 、青釘巴（（、瓦文，皿製火草、）軒品打・椀鎌、） 、飾り 金具

• ・32 区L画9、・排16水)） 

・ 丸文農軒瓦）、丸剣瓦頭文

椀（の鋳の 、韓の羽口

関連文献

No. j 113 遺跡名 I豆石山経塚 1号 所在地 度会郡二見町豆石山 896-4

調査原因 宅地造成 車業主体 三交不動産（株）

調査機関 二見町文化財調査会 調査期間 H 4. 10. 26 

調査面積 約 20nf 担当者 大西素行

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

会ー昭が和発も残5見4年っしたてに経皇い学塚た館でこ大、と学当が考時報古告は学石さ研組れ究のて
なし なし

'! t 
hでは 1 辺め I mの方穴を形を入か の穴掃たが掘

遺東ら てい北るた この 清れ がし、
• 南遺 に卜、レンチ 、そ

の の• 2構次的は確な盗認掘でをき受なけたったも。のと

思れる。

関連文献
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←ヽ
ク曹;::
念 s,..

安養寺跡池 (SL 16) 廂付建物 {SB1, 奥）小基壇佳物 (SB2, 手前）

廂付総柱遅物 (SB3) 墨書木製品 （人物）

墨書木製品 （不明） 墨書木製品 （馬）
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No. j 114 遺跡名 I豆石山経塚 2号 所在地度会郡二見町溝口豆石山 1033

調査原因宅地造成 串業主体三交不動産（株）

調査機関二見町文化財調査会 調査期間 H4.. 9.4 --- 9.16 

調査面積約 400吋 担 当 者 大 西 素 行

遺跡の概要

遺I 台士日帳碑で立はn i 壬口rl 1号墳とi ； て登録訓され細ていたが 調婁査の結婁； 付経塚YIであることが確かめられ
たm。の T形JJCのの項盛土口μ ,.し.,』用たして経、 と西つ lくll'Jにっ四た l.5 のm思の周わ 1れ-l'J-状るの I頂再 掘に盗・ノ： 4 X 3. 5 て ffi、り高主さ0.7 

は不 であっ.,た 、 2後'-所、に 組をの一部かヰも存としていて、_,__。その~ 近か =+-をn 受泣がけ出土おし~"た。和体鏡部
や土 器皿片よ 、平安蒔代 ～鎌倉時代戊前半の経塚でめった-とが 1'か1J章め兄 られた。

古墳名墳 形 規 模 Cm) 主体部出土遺物時期備 考

豆2石早山経塚 方形 7 X 6 ffi 小石室 • •和土鏡師器l 平代安末時～ 

（溝勺 口 1 号墳） （皿・椀片） 鎌代倉前半時

関連文献

No./ 115 遺跡名 I豆石山中世墓 所在地度会郡二見町豆石山 907

調査原因 宅地開発（団地造成） 車業主体 三交不動産（株）

調査機関二見町文化財調査会 調査期間 H5. 2. 15- 2. 25 

調査面積約 500nf 担当者大西素行

遺跡の概要

~ i ! 月［ の北側の! 石， の標! 15-17mの丘陵尾根の端部に立地する。ー 4基確認したか、い
ず の上 削し 坦 地 にした後、円墳状に盛土している

面rh心に部＋ の を りに円形にならべて、さらに外を側にも円。形に石を敷き、こぷ
し大の な中川原八石 葺 と ていた

埋葬 と し て ほ ほ 心 か 圧師南 蔵器としたの 1 掘
受る石け組ていを持がつ石ものを敷(4号き墳回 がを、部石あ［ でる長。ら、方形に器囲っ伊た勢石型室鍋ををもつ骨もの (2号墳）もや小（ 号石墳室）か、と思盗われを

中 世 墓名墳 形規模 Cm) 主体部出土遺物時期備 考

1号墳 円形 5 X 4. 5 m 土¢師.Ii!.器、 ・出は師器 ~ 代! 初 時
(（蔵.,阿骨） ( ビ1 • 皿・ ～ 

器） • /l恵器) （甕） 頭時

2号墳 11 4 x 4 m 小石室 土師器 ~ 代! 初 時(75 X 45 (皿・鍋片） ～ 
cm) 須恵器（甕片） 時頭

3号墳 " 2. 5 X 2. 5 m 不明 なし 不明 思に中4号鎌～わ墳倉後れ時半ると代共と

4号墳 " 3. 0 X 3. 0 小石室？ • 土師器 （皿） 鎌後代期倉中時～ 

関連文献
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Nu I 116 遺跡名 i五峰山 2号墳 所在地 度会郡二見町山田原五峯山 521-28

調査原因 宅地開発 関係機関 三交不動産（株）

調査機関 二見町文化財調査会 調査期間 H 4. 9. 24--10. 9 

調査面積 約 400nf 担当者 大西素行

遺 跡 の 概 要

坑五が峯査あ 山り 結底か、長頂果部らさ南部、の7石一にのm派盛段室に生士ののわす奥みはた流壁がるっ尾部残出て根分存し確、とし（認標地石てさ高室山いれ5がのた8た露南mだ。呈)東け石隅のでし室先不てには端明い片西部岩たな{ に立地す る。墳頂部 は 6 X 2. 5m の盗掘
調 の こ゚点に開がよ口多るす箱いる式が。石棺深の一部7mがの残石さ室れ掘てりい形たか。

奥幅壁2.5はm基、 、 さ0.

古 墳 名 墳 形 規模 Cm) 主 体 部 出 土 遺 物 時 期 備 考

五峯山 2号墳

閂• 月石丘室 横箱式穴式石石棺 室 土須恵師器器 （（椀聴 51 ) ) 贔12: べ約12m 
2 X 7 m 

関連文献

No. I l l 7 遺跡名 l向谷古墳群（試掘） 所在地 伊勢市朝熊町字向谷 4228

調歪原囚 ゴルフ練習場造成工事寧業 事業主体 伊勢アミューズ有限会社

調盃搬関 伊勢市教育委員会 調盃期間 H 4. 5. 19 

調査面積 50 nf 担当者 岩中淳之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

施位定し 平た成昼河をる2-古墳分見3年群布し のに査か谷のをけ挟結試て調ん査だ5北基査を実東の施に
なし なし

古置墳す 。発 調たため 掘果調 を推実

ある゚調るこ 査ことのとと結かな判果っ、明ていいしず、る。れ開発も は自然施地行形さ でれ

関連文献

No.1118 遺跡名 I福地城跡 所在地 固山郡伊賀町大字柘植町字浦出

調査原因 緊急発掘調査 事業主体 伊賀町

調査機関 伊賀町教育委員会 調査期間 H 4. 9月-H5.1 月

調査面積 305nf 担当者 仁保晋作

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

柘植頂むあ町部郭るの地位中心伊構置 守霊る山郭を中る 背世とにした山
．掘土 立柱建物

・ • • • • • 揖ね火士天青鉢鉢磁師目り 鉢器茶椀椀（ 羽 釜 • 鍋 ） 、

腹丘に 福に 予す成 主の 城そ館れでを、と
．塁

り陵囲 群で さ れ 。

関連文献
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N11 f 119 遺跡名 I菰池 2号墳 所在地 阿山郡伊賀町大字愛田字菰池

調査原因 ゴルフ場建設 車業主体 柏栄不動産株式会社

調歪機関 伊賀町遺跡調査会 調査期間 H 4. 8月--9 月

調歪面積 160面 担当者 仁保晋作

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

愛され田字菰池には 墳た2基の古和ず墳が砿 式石南西室方の玄向室に部開及口すび閉る横塞石穴 • 須鏃恵高器杯、（ 杯短身頸壺、 杯、蓋横、瓶）
認墳緊た ていて定、をと 1号 は昭 44年古に

急かも原発円掘形墳調は査ほ 行んっど留る 。めいていれなかの っ
• 鉄

と推 さ れ 。

関連文献

Nu 120 遺跡名 I大多田遺跡 所在地 上野市佐那具町字大多田

調査原因 工業団地造成 事業主体 紀文エステート

調歪機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H4.7.l --10.8 

調査面積 約2.100吋 担当者 山岡裕、笠井賢治、矢川友子

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

墓な 柘平墳れ山びる植た川段墳丘がの上左岸接に位す実確世か施認置るら南し、に約西 2方00にmはは御
• 竪（穴古墳住居時代13棟後

• • • 緑須土黒円（面釉恵古師色器墳硯器土陶 時(代I～点 奈） 良時代 ） ～期飛'烏時代）

古成試時掘代2年調か近査度に 。されれた分遺合布遺跡調査 ・• 掘土（立飛坑飛柱鳥建時物代 4～7 安時代）
古及ぁ らで中 に及さぷ覆t- 跡でセ ・・ 器器 (1点）

住れ居てな゚おい11棟、る平、。成掘立3年柱度建物の調約査40棟で検は竪出穴さ

（ 鳥時代）

関連文献

No./ 121 遺跡名 I小芝遺跡 所在地 上野市服部町字小芝

調査原因 倉庫造成 事業主体 個人

調査機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H 4. 5. 29-- 7. 7 

調査面積 約800rrf 担当者 中浦差之、笠井賢治、矢川友子

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

遺墳数か部る 柘縄跡棟周時でら 植文知代飛がでは 川時遺、前検烏あ 左代跡東期時出る岸。部かのの代さ 、東大でかれら 河辺弥潰中たり岸世生。に中（ 段時世にあ自代丘か然のた 上後河掘ける期道立て本に 位調柱のか）複置査、建らす合地古物西

• ． 掘大土溝立柱（建基自物然河3道棟 ） 1 条

．坑 2

・ ・ ・ ・ 3 器' 時時時代代代前後前期期期壺土士形器師土器 器片

：開
• 石 l点

関連文献
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No. I 122 遺跡名 i西明寺遺跡（試掘） 所在地 上野市西明寺 3218番地他 6筆

調査原因 上野市東公園整備車業 車業主体 上野市

調査機閲 上野市遺跡調査会 調査期間 H4.12.10 

調査面積 1 76 n1 担当者 山岡裕、笠井賢治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

国国跡か分史は 跡尼寺J:伊野地賀跡市国） 分街台置を寺地地す中跡心 と・ 続長す部楽る 西荒山な廃明木だ寺寺丘 ・柱遺穴構確認密度まは非常至に薄なかく建
なし

遺陵か、( 丘ら、市陵街上にの 部のる 東に く・ ら
物た の ではら っ

・遺゚（物旧河は道含）まれず

今なあた 回た の調査遺掘地構坑遺南層位は 所度国出。分が非掘寺予柱れ跡想常坑穴た の南確れ薄ら東に り、試 のヽ検か さて
いが 2 でが認＜ 

旧1さま8河河れた調道道た査がのも地堆通の積ののっ て構半がい密分硫た認のよ 試はぎっ で あにかのる み。 はで

関連文献 『西明寺遺跡発掘調査報告

遺構編一三重県上野市西明明明（（（寺上寺上寺上所在市在市在市教ー育1委員会 1981) 
『西明寺遺跡発掘調査報告 一三重県上野市西 野所 ー育』

『西明寺遺跡発掘調査報告
野贋 教 委員会 1982) 

一三重県上野市西 ー』
教育委員会 1983) 

No. i 123 遺跡名 I旧崇広堂 所在地 上野市丸之内

調査原因 旧崇広堂保存修理工事 事業主体 上野市

調査機関 上野市教育委員会 調査期間 H4.5.ll- 6.4 

調査面積 100 面 担当者 豊岡勇

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

校藤有物i）震建造堂建倒藩館れよの10代支た校藩藩講主藤し堂て高文政兌が年政津ん の（ 藩

・瓦

にて で 。安と4 の大18 
• 土磁師器

2地建再1 がに 壌ってし、 点堂安政を除あ2年るくほ(1855)どのに
• 陶， 器

• • 銭輪塔さ ている。 4 の確ない地 で 2

工 回ののた調め査に実は施、 旧し崇た広も堂の保で存あ修る理。 か 通の 石かをら 12認尺iり離しれ。て 3

結から 尺のの 南石れ石がのるあ 年、に度土なここ査。か

遺ら構2時で のる。 ので、 の

関連文献
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Nu 1124 遺跡名 I上野城跡 所在地 上野市丸之内 117番地の 4他
-l 

調査原因 俳聖殿電源ケープル埋設工車 車業主体 財団法人伊賀文化産業協会

調査機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H 5. 1. 20 

調査面積 約50rrf 担当者 山岡裕、笠井賢治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

年年わ 上っ((野て1I56城85)は)じ 、の 築筒筒れ井城井た 定に始次改堂し高易てにま よる 。なる 天慶筒垣をり正長代氏囲11く3 3 
・ （部暗た渠栗） • 磁器椀（近代）
ーに の軟乱は認め

られ調業き が、あ石建幅たる50cmの覆はトレン
のと 上と 野も0封城に8外を堀'西り.へを拡深氏藤張く し、 本虎高と石丸は 、井築で 作でチ 場査な等でかのっ 物。た遺め構、 肇屋認・

んだ

今石プ゚回置の調と査記箇地録所は、れ当時おの城郭調電査図源 で
栗ー ル場埋た 管 にさつていて発り掘、 をケ

実施屈 し 。

果わは、 暗時渠期椀明か検不か明出さ代れ土あたが遺遺の物物と
をについずて、は、器 がら に近で出 のる。たも
思われる磁 が 1点 し。

関連文献 『史跡上野城跡石垣保存修理工寧報告書』 （上野市教育委員会 1990) 

Nn 124 遺跡名 I上野城跡 所在地 上野市丸之内 106番地の 5
-2 

調査原因 便所増設及び浄化槽設置工事 車業主体 上野市

調査機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H 5. 2. 16 

調査面積 96. 58 rd 担当者 山岡裕

遺 跡 の 摂 要 主な遺構 主な遺物

坦今地性!回位の調な査地は築当る物時があの城遺本た郭丸構図存調で隣接は • ・平攪め坦面城をな受は当か近時け世入に一て度い削平た
なし

平す可をi能実る 置がとしに高た あいっ場てり構所いで 、のっ の残にで 査の
乱築き の遺れ構は確る認

で った。

は、物が近゚出は世土確に手たを加みえられ当たた時
の い しのかで、時の
遺・遺 認できなっ。

関連文献 『史跡上野城跡石垣保存修理工事報告書』 （上野市教育委員会 1990) 

Nu I 125 遺跡名 I西蓮寺中・近世墓 所在地 上野市長田字垣内 1931他

調査原因
墓市査地指整定備文化に財よのっ現て状県変指定更文に伴化財う調・

車業主体 西蓮寺

調奎機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H 4. 5. 18--5. 26 

調査面積 約 lO nf 担当者 笠井賢治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

木位蓮芳津 川置寺墓今あ左岸養る の標 高約市堂藤中を 180県定甫元っm史墓甫指たの定跡所石。丘史室」陵「跡服かの
• （藤長高堂さ元I.甫425m石mの、室鐘幅型I.I m、

• 今出土回のし調な査かでったは、。 遺物は

地「西土に。 供所す回た の」 。塔、調 そJ「の 詣に さ1.)

部移あ転るに って査調藤査は 冗堂行

閲連文献
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Nn 126 遺跡名
榎十内玉屋並敷氏下遺館遺跡跡跡 （試掘）

所在地 上野市朝屋
127 ‘’ 
128 上野市長田（百田）

調査原因
農朝業屋集・百落排田水地亭区業管路工事

車業主体 上野市

調査機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H 5. 試12掘9--7.3中1 (予定）
現在 調査

調査面積 760対 担当者 前中川浦依基久之雄、 笠、豊井賢岡勇治 、 山岡裕、

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に所内あ 屋在 敷す 遺る 跡600はn/上に野にで•及市三土はぶ朝、重師周屋県溝器知教字•・の育土瓦内遺屋委坑器跡敷員がが
（現在試掘調査中）

会検で出 か調るさ 。査れ昭、し 和た 5箇恵4年所器

不であるか嚢、35X 設2り0mの では

ーな にっ土た塁かがと わり、れ西る。に堀西 南の側空

堀 残っ遺ている。上

にも所十の王在と下し 跡過れ去はに野編物り 市文が長採・古取田字墳さ十時れ王代て下のい

でるかあ、成る思遺。、跡わの広る遺か については不明

平 4 年農後末遺を協跡業行よ7集月 落にた朝排屋水ね旨 ・掘百業結行申田地関出 区わが に
管おり路い工てそ寧、の い 車い重し、 事のた 果にし 成実せるあ

5、年上 1月 議りエを の進試 調に奎、合平わを
て記の につて
施している。

関連文献 「上野市朝屋 内屋敷遺跡」 『昭和 53年県営圃場整備地（域三埋重蔵県文教化育財委調員査会報告197』9) 

『三重の中世城館』 （三重県教育委員会 1976) 

No. 129 遺跡名 下郡遺跡（試掘） 所在地 上野市下郡下代77-1、85-1、85-6
-1 

調査原因 下郡市民館外駐車場整備車業 寧業主体 上野市

調査機関 上野市遺跡調査会 調査期間 H4.12.17 

調歪面積 36 rrf 担当者 山岡裕、笠井賢治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

左南がら下岸近北郡世7の0遺沖0に跡積至m地はる 上に 野所合西市在5的00のなし 南、集m部縄落の、文遺範 木時跡囲津代でに 川か、広

（旧河道） • ・土瓦器師器小小片 片

今津設掘るた広川定坑回が大寄のし 調なり 遺査、の用跡地箇査所ではを 本で実遺土あ遺る試。跡し掘内た 坑の結東関を3< 部か所、は

ぢ試し 1 か出ら 包含少 果確認

ずれかのっ 試た、、遺掘か調試積所物坑掘層のか坑をら も2筵物量遺か構所たははで。層検な1日 道、さ いれと

思なわれる。堆 認め。

関連文献
『『三下郡童遺県上跡野発掘市調下査郡報遺告跡の一三発重掘県調上査野ー市木(下津―郡川重所河県重在川教県 ー』一 （上野市教育委員会

1978) 

ニ 教敷育委育委』員会員 1982 1984) 
『上野市下郡下郡遺跡発掘調査報告』（三 会 1986)
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No.11-22 9 遺跡名 下郡遺跡（試掘） 所在地 上野市下郡下代 85-3、85-6

調査原因 コミュニティ広場整備車業 車業主体上野市

調査機関上野市遺跡調査会 調査期間 H4. 12. 17 

調査面積 8面 担当者山岡裕、笠井賢治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

の下沖郡泣遺地跡は上野し市の 代、木か ヰ川 ・柱並穴 の 等の確認ま • 土師器小片

世に↑至貝る 在的な集、縄落 で 北心 では至びら方なか向 った。

広大津定今川地回なし寄のの 査で査隣の地箇）をあ所実でるは 。本（市遺試し跡民掘た 館坑内外の駐東ょ、車部所は場を・

李設地検定表試出面し、か 69四の施と こしたろ。で結遺J果構,,,面、を

てい掘た、坑ための穴、広l ； 砿-ら認れのザる範び。囲..,., が認限でられ土

器な小かっかたが山、土 ハ構て面い 皿から少ほ叩量の土師e 

な片お、当山 は o として さ
れた。るので、 該盛 に広よ場るり遺構を使保存用 し

関連文献 『下郡遺跡発掘調査報告一三重県上野市下郡所>棗●9 m 育
上 教育委員会 1978)

『三重県上野市下郡遺跡の発掘調査報告ー木 ー』
（＝重 1982 984) 

『上野市下郡 下郡遺跡発掘調査藉告』て三県重津 河育教 市敷委員会員会 1986) l 

Nn I 130 遺跡名 i城之越遺跡 所在地上野市比土字城之越

調査 原 因 遺跡保存整備事業 寧業主体上野市

調査機関上野市教育委員会 調査期間 H4. 8. 3 - 12. 21 

調査面積 約 l.800 nf 担当者 前川依久雄、中浦基之

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

• 大溝t •土 ! ~ ロ出岸な（北お側の部 土師器多数）

の 石。遺年・ 立の 調る"・査。I,でつ大、古溝墳が確時認代前さ期れ の レン、チ 査鉄肩線で大の溝両を • ・ ・ 須韓（ 土器 器 （小片）

住た 、・古掘墳立 代建-~物か-なら余ど良が時検代出のさ竪れ穴て ・黒瓦± 

調砿しさ‘ 。回でし北、 県約大史4溝00跡周nf辺指と定の南地遺約構内I.で存4大0在0溝状nf況をををは ・ 代建はは前8 2 管石 l l 

、のた に • が 飛多 • 物古奈 棟時時代代後で期、かう

物Iヽ 確伊れた 溝•坑n i 実 心とす、る 時住 ・掘ら ． の

調を 地施お 、のし認近西、鉄約大さ2溝0賀mの線。存)で在の両をト 側確レ認ン（昨チし年調た度査。

関連文献 『城之越遺跡』写真パンフレット （三重県埋蔵文化財センター 1991)
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No. I 131 遺跡名 I玉塚古墳 所在地 名張市美旗町中一番260-1

調歪原因 共同分譲住宅用地造成 車業主体 （株）丸栄建設

調査機関 名張市遺跡調査会 調査期間 H4.10.26 ----11.2 

調査面積 1. 000 吋 担当者 門田了三

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

模あ国のる指方〖前定方墳 後史跡円墳美旗、 古馬墳塚群古墳中、の最南大側規に 攪同周じ溝をく 、受のう大粘けじ 部土て分取いはたり、に墳よ丘っ てと
• 円筒埴輪片少量

木を昭調棺~ 4し1゚年、 に―枯重土に取取どがりり 採囲に よ埴さり墳輪れ丘列て部やい 一乱辺か ろは 34m 、てた 墳西-丘側出と 。墓周が底溝判造よ部幅明りうのは

実る 、し片周た、溝。鉄ー部器が未な調査の集むため、 今回
6 mであっ '- 0 出

南し側が設に約けら5れmてのいでる で

ある。

関連文献

No. I 132 遺跡名！下川原遺跡 (4次） 所在地 名張市夏見字浅尾27-1

調査原因 店舗用地造成 寧業主体 （株）オークワ

調査機関 名張市遺跡調査会 調査期間 H 4. 11. 10----12. 4 

調査面積 300面 担当者 門田了三

遺 跡 OJ 概 要 主な遺構 主な遺物

墳上 名時今に 張立地川に南至す、 岸る 。拠落査翌に形縄点東成文端的部時集古さ れ代落の た後で期査代あ自然よ 堤り 古防っ

• 土坑 ほか O• 弥土生時少時代量代 中期～後期

0古±墳!器 前期

竪た名出 。穴張し 代回西住川た 居。隣はに のか落 集調検るち でむさ、れ同 時て墳代お調時のり 、河 前今原をる。行期回を 検のは （土 出よ土り完） 形土器が 10点

．は

関連文献

No. i 133 遺跡名 I琴平山古墳（試掘） 所在地 名張市赤目町檀字横山 602-1

調査原因 宅地造成 車業主体 朝日住宅（株）

調査機関 名張市遺跡調査委員会 調査期間 H 4. 9. 16--10.16 

調査面積 96面 担当者 門田了三

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に名築当計委 張か市れ墳かのた南前含め 側方む 赤辺円墳地目地区に宅の丘陵部

の 進をた ら ほ古認墳のの 造状調

存をレ ン古画図施チ をるし 設た。定め、墳し 但範丘れた斜。、囲確面当 に10試ヶ地現掘所の成保査ト

穀葺 に 一 るた。め
上石ト レ埴ン輪魯チも列内っ でを段確は認、あ 二し段た の

・・・ 埴埴埴入輪輪輪 （部分）

そびれあう部でりにあはる造。で 。し あ
祀の好資料である

関連文献
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IlI. 埋蔵文化財保護体制の充実

1. 各種会議

〔三重県埋蔵文化財担当者会議〕

当埋蔵文化財センターのほか、県文化振興課・斎宮歴史博物館及び市町村の埋蔵文化財担当者による技術

研修や情報交換を目的として、本年度は次の 4回を開催した。

開催日 場所 内容

第 1回 平成4年4月24日 斎宮歴史博物館講堂 •平成 3 年度の事業計画について

•講演会「古代王権の祀り」

辰巳和弘 （同志社大学校地学術調査委員会）

・事例報告「城之越遺跡の大型掘立柱建物」

穂積裕昌（当埋文センター調査第二課技師）

第2回 平成4年8月28日 多気町役場大会議室 •市町村及び県の現状と課題

・現地見学（第12回埋文展「三重の縄文時代」、

多気町明気古墳群ほか）

第3回 平成4年11月27日 斎宮歴史博物館講堂 •市町村及び県の現状と課題

・現地見学（斉宮跡第98次調査ほか）

第4回 平成5年3月16日 斎宮歴史博物館講堂 •市町村及び県の現状と課題

•講演会「沖積平野における遺跡の立地復元」

外山秀一 （皇学館大学文学部講師）

・事例報告「明気古窯跡群」

宇河雅之（当埋文センター調査第二課主事）

「長者屋敷遺跡」

浅尾悟（鈴鹿市文化財保護課主事）

「安養寺跡」

大西素行（二見町教育委員会主幹）

〔三重県埋蔵文化財連絡調整会議〕

県および市町村の埋蔵文化財保護行政における諸問題について協議・情報交換を行うとともに長期計画・

展望について意見交換を行う目的で、今年度は次の 2回を開催した。

開催日 場所 内容

第 1回 平成4年6月18日 斎宮歴史博物館講堂 ・埋蔵文化財保護取扱い

•発掘調査の体制と様式

•発掘調査・整理等の基本マニュアル
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第 2回 1平成4年12月11日 1斎宮歴史博物館講堂 I . 発掘調査にかかる経費積算基準について

• その他

〔その他の会議〕

全国公立埋文協などが主催する会議・研修会に職員を派遺し、県外他機関との交流や技術研修を行ってい

る。今年度は次の会議等に参加した。

名 称 内 容 期 日 場 所 出席者

第 4回埋蔵文化財写真技術 総会 7月3・4日 奈良国立文化財研究所 本堂弘之

研究会 山口格

平成4年度全国公立埋文協 平成4年度事業計画 6月11・12日 石川県七尾市 山澤義貴

総会 その他 泉 雄二

平成4年度重要考古資料選 重要考古資料選定 10月15日 愛知県名古屋市 山澤義貴

定会議

全国公立埋文協第 5回全国 発掘調査整理におけ 10月22・23日 青森県大鰐町 駒田利冶

研修会 る機器導入について 杉谷政樹

平成4年度東海 4県文化財 総会 11月17・18日 三重県伊勢市 山澤義貴

担当者会議 倉田直純

全国公立埋文協中部・北陸 発掘調査実施上にか 2 月 25• 26日 愛知県蒲郡市 山澤義貴

ブロック会議 かる諸問題について 福田哲也

2. 埋蔵文化財発掘技術者研修

〔職員研修〕

職員の技術的向上を目的に、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターが実施する埋蔵文化財発掘調査技

術者研修を随時受講させるほか、平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部に職員を派遺して研修・

指導を受けている。

内 容 実施機関

飛鳥藤原宮跡発掘調査研修 I奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査研修

遺跡測量課程

遺跡整備課程

木器調査課程

奈文研平城宮跡発掘調査部

奈文研埋蔵文化財センター

奈文研埋蔵文化財センター

奈文研埋蔵文化財センター

期 間 受講者

平成4年 9月1日,__,12月1日 天野秀昭

II 11月9日～ 野口美幸

平成5年 2月8日

II 9月17日--10月8日 伊藤裕偉

II 11月19日-12月9日 野口美幸

平成5年 2月4日-2月9日 穂積裕昌
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〔埋蔵文化財発掘技術者研修（教員研修）〕

昭和42年度以来県下の学校教員を対象として埋蔵文化財の発掘調査等についての専門的知識と技術の習得

を目的とする研修事業を実施している。昭和54年度以降期間 l力年の研修となり、本年度は次の 3名が県埋

蔵文化財センター及び県内発掘調査現場において研修を行った。これまで昭和54年度から本年度までに56名

が研修を終了した。

平成 4年度研修生

紀平みどり 津市立北立誠小学校

竹田憲治 県立白山高校

東 良樹 県立尾鷲高校

〔平成 4年度研修内容〕

月 研 修 内 容

4 ・研修ガイダンス • 室内講義 I・11・m・遺物実測実習 •分布調査実習

5 •発掘調査実習（斎宮跡第95次調査 内山地区）

6 ． II （東浦遺跡土井沖遺跡北野遺跡ほか）

7 • ” （ II II II ） 

8 ． II （橋垣内遺跡天白遺跡 II ） ， ． II （ II II II ） 

10 ． II （ II II 蚊山遺跡ほか）

11 ． II （ ” ” 
II ） 

12 ． II （ II II ほか） •分布調査

1 ． II （ II II ） •分布調査実習 •試掘調査実習

2 ・報告書作成実習 •分布調査実習 •試掘調査実習

3 ． II •室内講義IV·V

〔室内講義内容〕

月 日 内 容 担 当 者

〔室内講義 I・II〕

4. 6 埋文センターの組織と機能 山澤義貴（埋蔵文化財センター）

埋蔵文化財の保護行政と発掘調査 伊藤克幸（ II ） 

遺跡の調査と方法 新田洋（ " ） 

遺物の整理と実測 駒田利治（ II ） 

4. 8 調査記録（図面・写真類）の整理 天野秀昭（ II ） 

18 写真・測量機材の取扱い 杉谷政樹（ II ） 

〔室内講義1Il〕 考古学よりみた三重の歴史

4. 10 I遺跡の立地と地形環境 田村陽一（埋蔵文化財センター）
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旧石器時代の三重 久保勝正（斎宮歴史博物館）

縄文時代の三重 穂積裕昌（埋蔵文化財センター）

4. 14 弥生時代の三重 伊藤裕偉（ II ） 

古墳時代の三重 上村安生（ II ） 

奈良•平安時代の三重 森川常厚（ II ） 

斎宮跡 大川勝宏（斎宮歴史博物館）

4. 15 中・近世の三重 前川嘉宏（埋蔵文化財センター）

文献からのアプローチ 小林秀（ II ） 

〔室内~,義IV・V〕報告書作成・遺構遺物各論

3. 17 報告書作成 倉田直純（埋蔵文化財センター）

3. 18 縄文土器 田村陽一（ II ） 

弥生土器 伊藤裕偉（ II ） 

古墳時代の土器 森川常厚（ II ） 

3. 19 奈良•平安時代の土器 泉 雄 二 ( II ） 

中世の土器 前川嘉宏（ II ） 

瓦 福田哲也（ II ） 

製塩土器 増田安生（ II ） 

3.22 木製遺物 穂積裕昌（ II ） 

保存科学 杉谷政樹（ II ） 

写真撮影 天野秀昭（ II ） 

遺跡整備 野口美幸（ II ） 

〔町村職員研修〕

県下各市町村においては 20市町村、 40名の埋蔵文化財専門担当職員が配置されており、未配置の市町

村についても県文化振興課を通じてその配置をはたらきかけているところである。また、一方で埋蔵文化財

専門担当職員が配置されていない町村教育委員会の職員を対象として埋蔵文化財発掘調査技術を研修し、埋

蔵文化財保護行政に資するための研修を実施している。本年度は次の 1件を実施した。

所属・氏名 種別 内 容 期 間

美杉村教育委員会 Cコース 遺物整理実習 平成4年2月16日......,4月31日

宮 崎 洋史 （美杉村須原六田遺跡）
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3. 市町村調査等への指導•協力

依頼者 内 容 期日 備考

伊賀郷土史研究会

芸濃町教育委員会

二見町教育委員会

員弁町教育委員会

東員町教育委員会

嬉野町教育委員会

青山町教育委員会

多度町教育委員会

嬉野町教育委員会

四日市市長

上野市教育委員会

桑名市教育委員会

嬉野町教育委員会

玉城町教育委員会

玉城町教育委員会

津市教育委員会

鈴鹿市教育委員会

上野市教育委員会

玉城町教育委員会

小俣町教育委員会

桑名市教育委員会

大王町教育委員会

朝日町教育委員会

鈴鹿市教育委員会

北勢町教育委員会

安濃町教育委員会

鈴鹿市教育委員会

県土木部

城之越遺跡について講演

埋蔵文化財分布調査の指導

安養寺跡発掘調査の指導

段遺跡の調査指導協力

村前遺跡発掘調査の指導

ふるさと館内郷土展示室指導委員会

北山地内の試掘調査の指導

天王平遺跡発掘調査の指導

文化財セミナーでの講演

市史編集考古部会へ出席

文化財教室での講演

桑部城址発掘調査の指導

文化財保護委員会

矢塚古墳群地形測量調査の指導

郷土史会での講師

四ツ野B遺跡発掘調査の協力

芸術文化セミナーでの講演

城之越遺跡調査の指導

町史近世篇編纂にかかる古文書の指導

大仏八端窯発掘調査の指導

西金井遺跡発掘調査の指導

考古資料整理の指導

縄生廃寺範囲確認調査の現地指導

長者屋敷遺跡現地指導

報告書作成指導

多倉田遺跡発掘調査の協力

成人学級での講演

出先機関技術課長協議会での講演

松阪市西黒部小学校 池ノ上遺跡の調査成果について発表

伊勢市教育委員会 遺物撮影の協力

四日市市教育委員会 文化財学習講座での講演

御菌村教育委員会 文化財保護委員会に出席

朝日町教育委員会 縄生廃寺調査指導委員会に出席

嬉野町教育委員会 文化財保護委員会に出席

4月18日

4月27日

5月10日-3月31日随時

5月23日-1月31日随時

5月26日-12月随時

6月10日・ 12月2日

6月16日

6月8日-8月16日随時

6月20日・ 7月18日

9月19日・ 11月21日

6月24日・ 11月17日

7月4日

7月5日

7月8日

7月20日-8月31日随時

7月26日

8月11日-8月14日

9月10日

9月21日・H5年2月24日

10月3日

10月5日-10月12日

10月20日-11月27日

10月29日-12月25日随時

12月15日

12月15月

12月17日

12月25日

12月8日

1月21日

2月1日

2月15日-19日

2月19日

3月3日

3月12日

3月25日
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〔発掘技術者研修（教員対象）実施要項〕

皐威4年度埋蘭文化財発眉枝庸者研修奥憶要吼
1. 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専門的知識と技術の習得に務めようとする者を、

三重県埋蔵文化財センターにおいて研修を実施し、埋蔵文化財の保護体制の強化に資することを

目的とする。

2. 主催

三重県埋蔵文化財センター

3. 期間

平成4年 4月 1日～翌年3月31日までの12か月間

4. 場所

•多気郡明和町大字竹川 三重県埋蔵文化財センター

•各発掘現場

5. 人員

3 名（小•中・高校教員）

6. 参加資格

(1) 県内の小• 中・高校の教員のうちで、原則として大学において考古学・歴史学を専攻

もしくは発掘調査の経験を有する者。

(2) 健康で現場作業に従事することのできる者で、原則として昭和31年 4月以降生まれで

ある者。

7 . 研究内容

(1)論議

総論 ・文化財の保護

各論 ・文化財保護法

•史跡および埋蔵文化財保護の現状

•発掘調査方法

調査計画、墳墓・集落•生産所・窯•宮殿・官街•寺院跡の調査

・遺物調査方法

実測原理、土器•土製品・石器・木製品・瓦の観察と整理、人骨•動植物遺

体の調査

•関係学概説

建築構造、測量、保存科学、文献史学

・報告書作成方法等

(2)実習 •発掘調査実習、測量実習、遺構実測実習、写真撮影実習、遺物保存処理実習等

8. 講師

三重県埋蔵文化財センター職員ほか

9. その他

(1)研修者の旅費は、県の旅費規定にしたがって支給する。

(2)研修期間中は、当該学校に対し教員の補充がなされる予定である。

(3)研修を修了した者には、修了証書を交付する。
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〔町村職員研修実施要項〕

畢咸4年度埋巌文化財発屑枝庸訂廿璽員冊修奥憶要爾
1. 目的

近年、各種開発事業に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査件数は増大し、各町村においても調査体

制の確立が急務となっている。そのため、遺跡の現地分布調査、出土品整理、報告書作成等に関

する専門的な調査技術の研修を実施して埋蔵文化財行政の強化に資する。

2. 主催 三重県教育委員会

3. 対象 町村教育委員会担当職員

4. 場所

(1)多気郡明和町大字竹川 三重県埋蔵文化財センター

(2)県内各地 埋蔵文化財発掘調査現場

5. 期間及び実施時期

(1)各講座 CI・Il・ill)は2か月とする。

(2)研修年度は、単年度が望ましいが、数年度にまたがってもよい。

(3)研修実施期間は、研修者派遺機関の希望を考慮する。

〔受講例〕

期間 I4月 I5月 I6月 I7月 I8月 I9月 I10月 I11月 I12月 I1月 I2月 I3月

A

B

C

 

講座 I

講座n 講座m
講座 I 講座II 講座m

6. 研修内容

講座 名称 実習内容 期間

I 発掘コースA 現地分布調査実習 試掘調査実習 2か月

Il 発掘コース B 発掘調査実習 2か月

皿 発掘コースC 遺物整理実習 報告書作成実習 2か月

(1)文化財保護法の概要

(2)埋蔵文化財の判定

(3)埋蔵文化財の立案と実習

(4)試掘調査の立案と実習

(5)発掘調査の立案と実習

(6)遺構の実測技術と写真撮影技術

(7)遺物の整理実習

(8)製図・レイアウト等報告書作成実習

7. 修了証書の交付

全研修講座修了者には、修了証書を交付する。

8. 研修の経費

(1)研修実施場所への旅費は、研修者派遺機関において負担するものとする。

(2)研修に必要な資料等の経費は、研修者派遺機関の実費負担を求める場合がある。
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N. 資料の整理・保管• 公開

1. 資料の整理・保管本年度の各事業別遺物出土量の概数は下表のとおりであり、その整理は埋蔵文化

財センター及び受託事業現場整理所で行っている。出土遺物の保管については、原則として再検討・

貸出等利用頻度の高いものを埋蔵蔵文化財センター収蔵庫に、その他のものは各収納倉歴に保管して

いる。

また、本年度は嬉野町教育委員会に対し、同町内の小村遺跡等23遺跡出土資料の保管転換を行った。

一方、実測図面・写真フィルム類についても出土遺物と同様に整理保管し、必要に応じて貸し出し

等に対応している。一方、受贈図書は約1,500冊有り、図書室に分類保管して職員等の利用に供してい

る。

〔平成 2年度出土品量（概数）〕 〔出土遺物保管状況〕

事 業 平成4年度出土量

公共事業 3,000 

受 近 畿 道

託 国一バイパス

事 中勢道路 400 

業 松多バイパス 280 

斎 宮 跡 470 

ムロ 計 4,150 

施 設 遺物保管量

埋文センター センター 7,460 

収蔵庫 2 斎宮 9,960 

桜橋 20,340 

収納倉庫 藤方 4,600 

上野 3,030 

近畿道 1,060 

受託事業現場 国ーバイパス 1,470 
整理所

（一時保管） 中勢道路 2,560 

松多バイパス 580 

.A ロ 計 50,760 

※数量はコンテナ (55cmX 35cm X 15cm) による

〔市町村教育委員会への出土遺物の保管状況〕

保管転換先 資 料 名

嬉野町教育委員会 I. 小村遺跡 (S47) • 平生遺跡 (S49) ・天華寺廃寺 (S54・55) • 上野垣内遺跡

(S54) • 黒田遺跡 (S55) • 北瀬古遺跡 (S55) ・堀田遺跡 (S56) ・蛇亀橋遺跡

(S56) • 東野遺跡 (S61) • 堀之内遺跡A(S61) • 堀之内遺跡B(S62) 

・焼野古墳 (S62) ・天保遺跡A・B(S62) ・天保遺跡E(S62) ・天保古墳 (862)

• 中尾遺跡 (S62) ・女牛谷古墳群・東狭遺跡 (S62) • 西野 7号墳 (S63)

・ビハノ谷遺跡 (S63) • 西野・北広遺跡 (S63)
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2. 科学的保存処理

埋蔵文化財センターには、出土遺物の保存処理を実施するため保存科学室 1(木製品保存処理）にPE

G樹脂含浸装置 2基、保存科学室 2(金属製品保存処理）に減圧樹脂含浸装置 l基ほかが設置されている。

また、中勢道路整理所にPEG含浸装置 l基が設置されている。現在のところ専任の担当職員は配置して

いないが、保存処理技術を研修した職員等が保存処理にあたっている。

3. 資料の公開

・出版物の発行

発掘調査報告書・概報・埋蔵文化財展図録のほかに『三重県埋蔵文化財センター研究紀要 l』 『三重県

埋文センター通信みえ』 NO. 7 ,..,_, 9等を発行し、関係機関へ配布している。

・現地説明会

発掘調査の途中、あるいは終了時には地域の人々に対し文化財保護への理解を深めていただくため、現

地説明会を開催しその調査結果について報告を行っている。当埋蔵文化財センターが調査主体となった発

掘調査にかかる現地説明会は下表のとおりであり、毎回多数の人々の参加を得ている。

〔現地説明会一覧］

遺跡名 所在地 担当課 開催日 参加人数

稲生•南谷遺跡 鈴鹿市稲生町字稲生山•南谷 調査第 2課 H4. 6. 20 120名

東浦遺跡 津市大里野田町 調査第 1課 H4. 7.11 60名

北城遺跡 上野市羽根 調査第 1課 H4. 7.18 60名

土井沖遺跡 一志郡美杉村上多気 調査第 1課 H4. 7. 25 100名

池ノ上遺跡 松阪市西黒部町池ノ上 調査第 1課 H4. 8. 29 250名

西岡古墳 津市河辺町字西岡 調査第2課 H4. 10. 17 250名

北野遺跡 多気郡明和町明星 調査第 l課 H4. 10. 31 150名

天白遺跡 一志郡嬉野町大字釜生田 調査第 1課 H4. 11. 21 200名

六大B遺跡 津市大里窪田町字竹花他 調査第2課 H4.12. 26 80名

橋垣内遺跡 津市大里窪田町 調査第 l課 H5. 1. 30 150名

明気窯跡群 多気郡多気町相可 調査第 2課 H5. 2.13 150名

•斎宮歴史博物館速報コーナーでの展示

斎宮歴史博物館映像展示室の速報コーナーで、埋蔵文化財センターが実施している発掘調査の成果の一

部を速報的に随時展示している。本年度は次の資料を展示した。

6月 六大B遺跡（銀銭•石帯） 阿形遺跡 （弥生土器）

7月 東浦遺跡（尖頭器•土師器・須恵器） 北野遺跡（石包丁•弥生土器•土師器）

11月 土井沖遺跡（瓦・天目茶碗•硯） 西岡古墳（鉄剣•鉄製鋤先•円筒埴輪）

1月 天白遺跡（縄文土器•土偶•石棒•玉類）

•三重県埋蔵文化財発掘調査速報展

前年度の三重県下の発掘調査の結果を展示し、広く県民に公開するために、今年度より三重県埋蔵文化

財発掘調査速報展を行うことになった。第 1回目である本年度は、関係各機関のご協力を得、斎宮歴史博

物館特別展示室を会場として、平成4年7月11日（土） -8月2日（日）までの会期で実施した。会期中
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の入場者数は、約3,300人であった。

•第 1 回 三重県埋蔵文化財発掘調査速報展実施要項

l. 目的 県下各地で行われる各種開発事業と埋蔵文化財保護との調和は、積年の課題となっ

ている。こういった状況のなかで、開発事業に伴う発掘調査は、年々増加の一途をた

どり、県下においても貴重な資料が数多く出土している。

これらの発掘調査の結果は、埋蔵文化財や現地説明会などを通じて公開している

が、一般県民にはあまり知られていないのが現状である。

したがって当センターでは、前年度の発掘調査の成果を速やかに公開し、なおいっ

そうの県民文化の向上と埋蔵文化財保護思想の普及啓蒙に努めていくために、速報展

を開催する。

2. 主催 三重県埋蔵文化財センター

3 . 期間 平成4年7月 11日（土） .......,g月2日（日） 9:30--.,17:00 

（入館は16:30まで）

ただし、 7月13・20・27日は博物館休館日のため休展

4 . 場所 斎宮歴史博物館特別展示室（多気郡明和町竹川 503番地）

5. 展示テーマ 「'91 発掘三重」

6. 入場料 速報展は無料

7 . 主な展示物大石遺跡出土

下沖遺跡出土

•三重県埋蔵文化財展

雲林院青木遺跡出土

阿形遺跡出土

湧早崎遺跡出土

御池古墳群出土

昼河古墳群出土

縄文土器

土偶

縄文土器

弥生土器

銅鐸型土製品

土器類

土器•玉類

城之越遺跡出土

伊勢国分寺出土

夏見廃寺出土

斎宮跡出土

立岡山中世墓出土

西蓮寺中近世墓出土

ほか多数

韓式系土器

瓦

瓦•相輪

羊頭硯

蔵骨器

一字一石経

三重県埋蔵文化財展は、昭和56年度から三重県教育委員会が主催して、各市町村を会場に毎年実施して

きた。平成元年度からは埋蔵文化財センターが主催し、三重県が実施した発掘調査の成果および市町村主

体の発掘調査の成果を展示して広く県民に公開し、社会教育の一環として埋蔵文化財保護思想の普及啓蒙

に努めている。本年度は第12回を迎え、斎宮歴史博物館特別展示室を会場に平成4年8月20日（木） --.,g 

月13日（日）までの会期で実施した。今回は、 「三重の縄文時代」をテーマに、近年特に充実してきた県

下の縄文時代の資料及び県外の参考資料を関係各機関•個人のご協力を得て展示・紹介した。また、 「前

半期の押型文土器」に焦点をあわせ、研究集会を行った。会期中の入場者数は、約4.000人、研究集会へ

の参加者は約120名であった。
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第12回 三重県埋蔵文化財展実施要項

l. 目的

県下各地で行われる各種開発事業と埋蔵文化財保護との調和は、積年の課題となっている中で、開

発事業に伴う発掘調査は年々増加し、県下においても貴重な文化財が数多く出土している。

そこで本年では、これら県下各地の発掘調査により出土した遺物や関連資料を広く県民に公開展示

して、県民文化の向上と埋蔵文化財の保護思想普及啓蒙に努めているところである。

今年度は、特に三重県の黎明期にあたる縄文時代に焦点をあて、そのすぐれた資料を紹介する。

2. 主催

3. 期間

4. 場所

5. 展示テーマ

6. 研究集会

三重県埋蔵文化財センター

平成4年 8月20日（木） ........ 9月13日（日） 9 : 30-17: 00 

（入館は16:30まで）

ただし、 8月24・31日、 9月7日は博物館休館日のため休展

斎宮歴史博物館 特別展示室（多気郡明和町竹川 503番地）

「三重の縄文時代」

近年、発掘調査の進展により、本県においても、縄文時代の貴重な資料が増大し

ている。このため、今回は本県の縄文時代全般に焦点をあて、最新の成果を含めて展

示を行う。

• 日時 平成4年8月30日（日） 10 : 00,..,_., 16 : 30 

・場所 斎宮歴史博物館講堂

• テーマ 「前半期押型文土器の諸問題」

近畿地方の縄文時代早期前半の土器編年等について再検討を行う。

•発表者 松田真一（橿原考古学研究所）、会田進（岡谷市教委）ほか

7. 入場料 埋蔵文化財展・研究集会は無料

8. 主な展示物

資料名 出土地 所蔵者

尖頭器・削器•石核 上ノ広遺跡 三重県

矢柄研磨器 西江野遺跡 菰野町

深鉢•土偶 大鼻遺跡 三重県

深鉢•石鏃 鴻之木遺跡 三重県

空.,,.,.. 北一色遺跡 鈴鹿市

深鉢•石棒・耳飾 森添遺跡 度会町

深鉢•土偶 下川原遺跡 名張市

深鉢 大川遺跡 橿原考古学研究所

深鉢 神並遺跡 東大阪市

深鉢 向陽台遺跡 塩尻市
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4 . 保管遺物等の貸出・写真等の掲載許可

資料名 申請者 目的 期間 許可日

納所遺跡出土弥生土器の 伊藤偵樹 調査研究 4/10 

閲覧

大藪遺跡方形周溝墓遺構 郷土出版社 「図説伊勢•志摩」への掲載 4/10 

写真等 3点

西出遺跡出土縄文土器等 岡田登 調査研究 4 /21 

の閲覧

赤坂遺跡出土土器ほか縄 前川友秀 論文作成 4 /17 

文関係資料の実測・拓本

北切遺跡出土石器等の実 石黒立人 調査研究 5/21 

測

天華寺廃寺出土瓦他の閲 上田睦ほか 調査研究 6/6 

覧・撮影

橋垣内遺跡遺構写真 l点 津市教育委員会 「津市政だより」 7/1号への掲載 6/11 

下郡遺跡出土鋸 l点 国立歴史民俗博物 調査研究 5/26- 6/11 

館 6/5 

天保遺跡出土縄文土器等 新田剛 調査研究 6/12 

の閲覧

蛇亀橋遺跡出土縄文土器 名古屋市立博物館 展覧会準備調査 6/19 

等の閲覧

塩崎遺跡出土遺物の実測 山本雅靖 調査研究 6/23 

• 拓本

坂倉遺跡遺構写真等4点 多気町教育委員会 「多気町史（通史）」への掲載 7 /13 

鴻之木遺跡遺構写真 l点 第 2アートセンタ 「考古学の世界」第 3巻への掲載 7 /13 

天華寺廃寺出土瓦の実測 廣岡孝信 論文作成 7 /13 

• 撮影

城之越遺跡遺構写真 2点 上野市教育委員会 写真パネルの作成 7 /15 

土師南方遺跡出土資料等 鈴鹿市教育委員会 埋蔵文化財展「国府と国分寺の時 8/20- 7 /27 

4 4点 代」での展示 8/23 

中之庄遺跡出土弥生土器 坂口隆 論文作成 8/31 

等の実測・拓本

納所遺跡出土木製琴写真 橿原市教育委員会 特別展「木製の琴」での展示 10/24 9/7 

2点 11/29 

北城遺跡出土土符の実測 山本雅靖 調査研究 8/28 

• 拓本

久居古窯跡出土須恵器の 中原幹彦 調査研究 9/9 

閲覧
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木下古墳出土獣帯鏡写真 財）三重県長寿社 「みえ長寿社会大学卒業記念文集 I I 9/10 
1点 会推進センター 」の表紙に掲載

御墓山古墳航空写真等 郷土出版社 「伊賀の歴史」への掲載 I 9/10 

24点

古市・中之地蔵町出土遺 1小嶋廣也他 I調査研究 I 9/10 

物の閲覧

大石遺跡出土土器等24点 I三重県社会科教育 「三重のあゆみ」 『ビジュアル歴 1 I 10/5 

研究会 史』への掲載

城之越遺跡出土土器写真 I伊勢志摩編集室 「伊勢志摩」 10月号への掲載 I 10/5 

1点

下之庄遺跡出土遺物等の 1佐藤由紀男 I調査研究 I 10/5 

閲覧

田中廻り遺跡出土縄文土 1奥義次 I 「多気町史（通史）」への掲載 I 10/5 

器他の実測

東庄内B遺跡出土遺物の 1鵜飼堅証 I論文作成 I 10/7 

実測•撮影

ヒタキ廃寺出土遺物実測 東海埋蔵文化財協 東海埋蔵文化財協会岐阜大会資料 1 I 10/12 

図等2点 ム工 への掲載

城之越遺跡航空撮影パネ 農林水産部農村整 第 3回三重県職と緑のフェステ 11/7~ I 10/29 

ル等 12点 備課 バルでの展示 11/8 

納所遺跡出土遺物等 15 名古屋市博物館 企画展「縄文から弥生へ」での展 12/10 ,,._ I 11/ 4 

占ヽヽヽヽ 示及び図録への掲載 2/21 

東庄内B遺跡遺構写真等 四日市市教育委員 常設展示でのグラッフィック処理 I 11/ 4 

1 1点 ムコ= およびパネル展示・図録への掲載

納所遺跡出土遺物等の閲 日岡庸子 論文作成 I I 11/ 4 

覧• 実測

城之越遺跡遺構フィルム 上野市教育委員会 前田文化会館オープニングイベン 11/5--- I 11/11 
等38点 トにかかる埋蔵文化財出陳 11/27 

池之上遺跡出土遺物等16 松阪市西黒部公民 地区文化祭での展示 11120,._, I 11/11 
』占ヽヽヽ 館 11/25 

花ノ木遺跡出土遺物等 多気町教育委員会 「多気町の遺跡めぐり展」での展 1/11~ I 1/8 
ホ., •. 

2/15 

下郡遺跡出土鋸の写真 l 神奈川科学技術ア 第 4回KAST科学技術講演会で 1/29"-' I 1 /8 

‘占‘‘‘ 
カデミー の展示 1/31 

女牛谷遺跡出土遺物等の 赤塚次郎 調査研究 I 12/s 

閲覧

霧山城跡航空写真等 6点 美杉村教育委員会I保存整備事業の参考のため 11/12 
清水西遺跡遺構写真等 安濃町史編纂協議 安濃町史への掲載 2/ 1 

ムコ

天白出土遺物等の閲覧 1林譲作ほか

城之越遺跡出土遺物等の 坂之和信

I調査研究

調査研究

112/10 
I /18 
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閲覧

石風呂の写真 l点 INHK名古屋放送 「とうかい見聞伝」での使用 I 3/4 I 3/ 1 
局

大蓮寺跡出土瓦等の閲覧 坪之内徹 調査研究 3/6 

六大B遺跡遺構写真 l点 津市教育委員会 「津市政だより」 5/1号への掲載 3/8 

蛇山遺跡出土中世遺物等 葛飾区郷土天文の 展覧会開催準備 3/15 

の閲覧 博物館

浦ノ木遺跡出土縄文土器 玉城町教育委員会 「玉城町史」への掲載 3/26,.._, I 3/22 
等 1g 点の実測•撮影 5/10 

起A遺跡出土弥生土器等 鈴鹿史教育委員会 鈴鹿市稲生民俗資料館での展示 3/23-., I 3/22 
2点 6/22 
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遺跡名

大安中世墓
丹生川上城跡
西ケ広遺跡

東庄内 A遺 跡
東庄内 B遺 跡

上箕田遺跡
神大寺遺跡
川原井瓦窯
川原井遺跡

柴崎遺跡

大鼻遺跡
井田川茶臼山古墳

上椎ノ木古墳

木下古墳

柳垣内遺跡

大塚古墳

浄土寺南遺跡
納所遺跡

亀井遺跡
太田遺跡
鳥居本遺跡
午前坊遺跡

堀ノ内遺跡

天華寺廃寺

東野遺跡
堀田遺跡

中ノ庄遺跡
杉垣内遺跡

伊勢寺廃寺
深長古墳
横 尾墳墓群
養徳寺遺跡

崎谷遺跡
牧 瓦 窯

牧中世墓

河 田古墳群

東裏遺跡
カウジデン遺跡

神 前山古墳
寺垣内遺跡
西出遺跡
大藪遺跡
樋ノ谷遺跡

東畑中世墓
東山古墳
北掘池遺跡

北切遺跡
前山古墳

小 上野 西谷遺跡

歌野遺跡

辻垣内遺跡

斎宮歴史博物館展示品協力遺物一覧

遺物名

蔵骨器 (3) 、蔵骨器蓋 (2) 、五輪塔 Cl 式）
蔵骨器 (1)

異形硯 (1)

縄文土器：深鉢 (1)

縄文土器：台付鉢 (1) 壺棺墓：壺 (1) 甕 (1) 台付鉢 (1)

方 形 周 溝 墓 出 土 ： 壺 (1) 石器：石包丁 (1)

直 柄 鋤 (2)

石器：石斧 (1)

伊勢国分寺式軒丸瓦 (1) 軒丸瓦 (1)

灰釉陶器：浄瓶 (1)

土製勾玉 (1) 、朱 (1) 、土師器：壺 (1)

土偶 (1) 、子持勾玉 (1)

須恵器：器台 (5) 台付壺 (4) 壺 (7) 甕 (1) 装飾台付壺 (1) (1) 

有蓋高杯 (2) 有蓋高杯蓋 (2)

土師器：壺 (1)

馬具：杏葉 (4) 鏡板 (2) 辻金具 (2) 銅鈴 (1)

四 神 鏡 (1) 、石製壺 (1) 、石釧 (1) 、勾玉 (5) 、管玉 (34)

獣帯鏡 (1)

蔵骨器 (1)

水晶切子玉 (11) 玉管玉 (4)

円面硯 (1)

弥生土器：彩文壺 (1) 黒色壺 (1) 手焙型土器 (1) パイプ型土器 (1) 壺 (1)

片口鉢 (1) 台 付 壺 (1)

木製品：琴 (1) 箆状木製品 (1) 木鐸 (1) 斧の柄 (2) 鋤 (4) 鍬 (2)

直 柄 鋤 (1) 櫛 (1) 石器：石斧 (6) 石包丁 (4) 石小刀 (3)

双脚壺 (1)

銅鐸型土製品レプリカ (1)

方形周溝墓：壺 (1)

瓢壺 (1)

縄文土器：深鉢 (1)

塑像 (1) 仏 (20)、軒丸瓦 (1) 、軒平瓦 (1) 、ヘラ描き軒平瓦 (1)

線刻礫 (1)

円面醗 (1)

馬型埴輪 (1) 、朝顔形埴輪 (1) 、人物埴輪 (1)

石器：石包丁 (1) 木製品：人形 (2) 櫛 (1) 斎串 (11)

土馬 (4) 、ミニチュ ア 土 器 ： 壺 (7)

軒丸瓦 (1) 、軒平瓦 (1)

土師器：壺 (1)

経筒容器 (2) 、経筒 容器蓋 (1) 、五輪塔 (1) 、石仏 (1)

柿経 (1 式）
五輪塔 (1) 、 石 仏 (2)

軒丸瓦 (1) 、軒平瓦 (1)

石仏 (1)

土師器：高杯 (3) 甕 (1) 、須恵器：杯蓋 (2) 杯身 (2) 高杯 (2) 壺 (3)

土師器：杯「中臣」 (1) 椀 (1) 青磁：椀 (1)

土馬 (1) 土師器：杯「中万」 (2) 、灰釉陶器杯「中万」 (1)

黒色土器：椀 (1)

円筒埴輪 (1) 、須恵 器：二重 (1) 鳥形 (1) 

独 鈷 石 (1)

土板 (1)

方形周溝墓：壺 (1)

状耳飾 (1)

蔵骨器 (2)

土師器：高杯 (1) 器台 (1) 、四獣鏡 (1) 、銅鏃 (3) 、鉄斧 (2) 鉄剣 (1)

木製品：槌 (1) 鍬 (3) 剣型木製品 (1) 舟型木製品 (2) 、円面硯 (1)

方形周溝墓：壺 (1)

銀象嵌刀装 (2)

土製勾玉 (1)

製塩土器 (2)

縄文土器深鉢 (1)
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V. 行政資料

1. 埋蔵文化財関係の事務処理の迅速適正化について（通知）

教文第 174号

平成 5年1月29日

各市町村教育委員会教育長様

三重県教育委員会教育長

埋蔵文化財関係の事務処理の迅速適正化について（通知）

平素は文化財保護にご尽力をいただきありがとうございます。

さて、このことについては、文化財保護法第57条、第98条等で届出及び通知が定められておりますが、

事務処理を迅速適正におこなうようご留意ください。特に、遺物の発見や発掘調査終了後は、遺失物法

第 1条第 1項の規定による遺物の発見届を警察署へ必ず提出し、文化財の認定を受ける必要があります

ので遺漏のないようお願いします。

2 . 県・市町村別の発掘調査件数および面積の実績

県関係

ほ暉EI幽.Iその他I,J遺t
備・農河川等

道等

市町村関係

土地改ピ‘「五玉地・ 1工 叫ii±取り Iその他 I,J針
良等 河川等場 個人住成等 等

宅

合計

昭和 I件数 2
 

4
 

5
 

4碑度 I面積 I 300 I 200 I 3. ooo I 3. 500 I 100 I 500 ゜
5
 

ー

o I 2. 600 I 100 I 2. 500 

o I 19 23 

o I 5,800 I 9,300 

昭和 I件数 4
 

3
 

2
 ，

 

2
 

46年度 I面積 I2. 500 I 6,400 I s. 100 I 17. 600 I 100 I 3. 300 ゜
6
 

01 3,500 ゜
4
 

2 I 15 24 

o I 900 I 1.200 I 9.ooo I 26,600 

昭和 I件数 I 10 3
 

4
 

17 2
 

2
 

47年度 l面積 I4. 300 I 2, 500 I 3. 400 I 10. 200 I 3, 500 I 400 

o I 12 2
 

3
 

2 I 23 40 

o I 4. 400 I 1. 100 I 600 I 2. soo I 12. 500 I 22. 100 

昭和 I件数 6 I .2 2
 

10 

4碑度 l面積 I 100 I L ooo I 300 I 1. 400 I 100 

゜
~
゜

゜
6
 

o I 2. 700 。
2
 

01 1.500 
。 ，

 

19 

o I 4, 300 I 5, 700 

昭和 I件数

49年度 I面積
。

2
 

3
 

5
 

2
 

o I 100 I 6. 400 I 6. 500 I 3. 500 I 500 。
7
 

3
 

2
 

4 I 23 26 

o I 3. 200 I 200 I 4. ooo I L 400 I 12. 800 I 19, 300 

昭和 件数

~ 昭和 件数

゜
3
 

2
 

5
 

2
 

3
 

o I 4. 600 I 5. 200 I 9, 800 I 2. 300 I 800 

2
 

2
 

5
 

51年度 I面積 I 600 I 2. ooo I 600 I 3. 200 ゜
4
 

o I 3,400 

。
3
 

0 I 12. 900 

゜
7
 

゜
2
 

3
 

4
 

5 I 16 

o I 3. 400 I 800 I 20. 200 I 30. ooo 

4 I 21 

21 

26 

o I 11. ooo 110. 500 I 500 I 2. 100 I 34. 100 I 37. 300 
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県関係

ほ場整□五：丘の他j,J遺t
備・農河川等

道等

市町村関係

士地改 I醗.Iゴルフ 1団地・ 1工場造 I土取り iその他I,1遺t
良等 河川等場 個人住成等 等

宅

合計

昭和 件数 6 3 1 10 2 91 01 11 I 1 I OI 21 25 I 35 
．．．．．．．．．． . . ---. ・・・・-・・・・-・・・・ ------ - 呵'....

52年度 面 3. 700 10, 100 2,500 16.300 3.000 9,300 0 34, 100 400 01 ooo 141. 400 I 61. 300 
昭和 件数 12 5 1 18 3 5 

゜
7 2 31 21 241 42 

. . . . . .. ．．．．． - 雫-・--- .. 一ー --------- ------ -------- ---- --------------~------ .. -. 

53年度 面 12.500 16. 200 4. 100 32.800 800 5.000 0 22.600 1. 100 4,000 2.000 35.500 68,300 

昭和 件数 14 4 2 20 10 1 

゜
， 1 3 7 31 51 

-------.. -...... -- -・・----・ ------------ ----------... -
- ・・--・・・  喩＊•~ ― -・・・・--・・ --. -卓---- - ... 雫-. ---.. -・・・・  . 疇• 一一 . -..... -.. --------

54年度 直 26. 700 8.600 8.300 43.600 10.200 1. 300 0 15. 000 1. 100 8.500 6.600 42. 700 86.300 

昭和

件直数l19.503001 ,.7;.,4 l ~20ol 2 32.~36 ooh~;.,7 I ;:20041 1 

01 61 21 21 91 30 I 66 

55年度 o I s. 100 I 800 I 1. 100 I 8. 400 I 25. 600 I 58. ooo 

昭和

輝面積I11:;22 ~ . 7. JOO 4 I ;~I I ;:~27 I ;~~9 1 J.3003 1 0 。l1;~71 ~2 + ;~4 !1;:~17 I 130.74002 I 1 60,7600 9 
碑度

昭和 件数 I 19 I 31 1 I 23 I 51 51 OJ 71 21 21 14 I 35 I 58 

57年度 I面積 I26. 600 I 1. 600 I 6, 100 I 31. 900 I 11. 800 I 4. 700 o I 26. 600 I 1. 200 I 3. 400 I 7. ooo I 54. 100 I 86. 600 

昭和 I件数 I 12 7
 

20 7
 

2
 

58年度 I面積 I32. 100 I 6. ooo I 5. 600 I 43. 100 I 11. 900 I 2. 100 

o I IO 2 I 12 I 34 54 

o I 34, 600 I 900 I 300 I 7, 500 I 63. 300 I 101, ooo 

昭和 I件数 7 I 11 19 

，
 

6
 

59年度 I面積 I18. 800 I 21. 800 I 6, 100 I 53. 300 I 5. 600 I 7, soo 

o I 10 
... 

0 I 40. 600 

゜
~
゜

゜
31 28 47 

o I I. 500 I 55, 200 I 108, 500 

昭和 I件数 I 18 I 18 37 8
 

4
 

60年度 I面積 I25. 400 I 31. soo I 6. 100 I 63. 900 I 3. 100 I 400 ゜
6
 

6
 

4
 

7 I 35 72 

o I 4. 900 I 1. 500 I 2. 300 I 4, 200 I 16. 400 I so. 300 

昭和 I件数 I 33 I .. 18 52 2 I 11 

61年度 I面積 I58. ooo I 40, 100 I 7, 300 I 105. 400 I 8. 100 I 15. 200 ゜
3
 

4
 

OI 2.9001 6,600 ゜
3 I 23 75 

o I 1. ooo I 34,400 I 139, soo 

昭和 I件数 I 25 I 16 2
 

43 2
 

3
 

7
 

4
 

12 I 30 73 

62年度 I面積 I41. 200 I 96. 500 I 1. 100 I 144. 800 I 2. 300 I 1. 100 I 100 112. ooo I 6. 100 I 300 112. 400 I 40. 300 I 185, 100 

昭和 I件数 I 39 I 15 55 6
 

3
 

14 3
 

11 I 39 94 

63年度 I面積 I44. 500 I 39, 600 I 4. 900 I 89. ooo I 1. 300 I 1. 200 I 900 I 16. ooo I 9. 900 I 1. ooo I 23. ooo I 54. 200 I 143. 200 

平成 I件数 I 33 I 21 55 3 I 12 13 4
 

3 I 15 I 51 106 

元年度 I面積 I33. 300 I 80. 400 I 4. 400 I 118. 100 I 1. 800 I 15. 900 I 300 I 30. 500 I 6. 800 I 3. 400 I 16. 200 I 74. ooo I 193. ooo 

平成 I件数 I 30 I 32 63 

，
 
，
 

21 201 10 5 I 13 I 68 131 

2年度 I面積 I33. 300 I 53. 100 I 4. 300 I 91. 200 I 16. ooo I 19. 100 I 3. 500 I 27. 900 I 15. 400 I 8. ooo 117. 300 108. 100 I 199. 900 

三三□4年度 I面積 I29, soo I 24. ooo I 4. ooo 

44 

58, ooo I 13. 100 I 10, 100 I IO, 200 I 51. aoo I 12, 400 

94 

9 I 14 

6 I 13 

2 I 40 I 13 

41 381 17 

57. aoo I 13. 100 I 14. ooo I 15, 600 I 15. 400 I 45, 200 

01 141 92 136 
-----. ----------"'--------. -. ----

0 9, 800 108. 000 166, 600 

3 28 109 203 

500 I 8,~,11;~()(} 1;0,J 

※ 同—遺跡を調査した場合も、調査期問•原因が異なる場合は別件とした。
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3 . 埋蔵文化財発掘調査にかかる開発事業等との調整状況記録作成要領

1 当記録は埋蔵文化財保護のために開発事業等との調整状況を記録することで、事務手続きの迅速

化と適正化を図るとともに、今後の開発事業に対する文化財保護の資料として活用することを目的

とする。当記録は、遺跡台帳に基づき各遺跡ごとに記入するものとする。

2 当記録の作成は発掘調査担当機関で作成し、県文化振興課へ遺跡台帳の写し（表裏） とともに 1

部提出するものとする。 57条の提出による発掘調査は市町村教委で作成し提出する。記録用紙はA

4横書きとする。

3 提出時期は、発掘調査が終了し、遺物発見届けを警察へ提出するまでとし、文化財の認定迄には

県文化振興課に提出されていること。

4 周知•発見はいずれかを丸で囲む。規模はOOnf、あるいはOOmXOOm と記入する。遺跡番

号は遺跡台帳の番号を記入するが、県・市町村ともにある場合は両者を記入する。

5 所在地は小字まで記入する。調査の種類は丸で囲む。学術は開発行為を伴わないものとし、 57条—

l調査届による調査ではない。

6 開発事業名はできる限り詳細に記入する。開発目的は57条の通知・届出の区分による。工事主体

は57条の通知者・届出者名とする。

7 発掘調査主体は、 57条の届出者、 98条—2の通知者とする。調査担当者氏名は調査主体と異なる場

合は機関名も併せて記入する。

8 発掘調査費用は、報告書作成費用も含める。また、複数年度の場合は、各年度毎に 2段害き等で

区分する。

9 協議開始等の年月日は、該当が無い場合、及び期日等未定の場合は空襴とする。調査委託契約は

行政間の場合は執行委任とする。

10 57条工事届等は土木工事に伴う発掘の届出・通知の年月日を記入する。業者は開発工事主体者を

さす。指示の内容は県からの通知の指示内容を転記する。

11 調査届・通知等は57条及び98条-2の調査のための発掘調査の年月日を記入する。現地協議年月日

は発掘調査に入る前に現地での調査にかかる協議があった場合のみに記入する。

12 調査開始、終了等の欄は、現地での発掘調査の年月日を記入する。所要期間は実働（予定） 日数

を記入する。工事着手、完了は未定の場合空欄とする。

13 遺物発見届以下は、その都度県文化振興課で記入するので空欄のままとする。市町村等の控えに

は各市町村で記入しておくこと。

14 事業者との協議経過及び内容は簡潔に要約して記入する。

15 事業者の意見、教育委員会の意見欄は特筆すべき事項がある場合のみ記入する。

例、教育委員会の意見B地区の調査は開発協議の調整のための遺構配置の確認調査を中心とする。

16 その他の欄では、発掘調査着手及び終了が著しく遅延した場合の要因等や調査後の保護協議によ

る事業変更や保存計画等を記入する。

17 発掘調査結果概要は、時代と主な遺構、主な遺物を簡潔に記入する。

18 開発工事後遺跡状況図は、開発事業後の図面あるいは計画図面に遺跡範囲•発掘範囲・試掘位置

を明記した地図を作成し添付する。地図が大きい場合は縮小して添付すること。掲載範囲は遺跡全

体が含まれていることが好ましいが、広大な遺跡の場合はその限りでない。

なお、遺跡範囲は太線で囲み、発掘区は黒塗、試掘位置は黒点で示すものとする。現況図を使用

する場合は計画線は破線で表記する。
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『埋蔵文化財発掘調査にかかる開発事業等との調整状況記録』 ． 

I区分 閾i調：ご：査・試掘•立会；且巴一向―—ーロ
開発':__J_"__: 主体 ］ 開発面積 d

（フ 1） ガナ）

遺跡名

所在地 三重県
； 

開発事業名

発握調査主体

t 
発掘調査機関・担当者氏名---- ~- --—克躙頁五回震―—

発掘調査費用
— --~-----L—-T-·-

事業者 国庫補助 県補助 市町村費 現物供与等
事業者の意見

I-- -・--・ 

千円

左の

財蘇 教育委員会の意見

千円 千円 千円 千円

［三協ー議開始

年 月

L協 議 終 了 I 保護措置書 調査委託契約 — ― 

8 年月日 年月 n 年月 8
その他
（発掘調査着手及び終了が遅延した場合

市町村教委推達 1 県から9の通知 1面 i村教委受亘― ー業者への指示 翡塁？、調査後の保護協議による事業57条工事届出等

□ 指~示__の!!__内容__ B 

年月 8 年月日 年月 8 年月日

発掘調査 立会い 慎重工事

調査届・通知等 文化庁受理通知書 県からの通知

年月日 年月日 年月 8

調査開始 調査終了 所要

その他（

市町村教委受理

年 月 日

I事着手

現地協蘊年月日

年月日

工事完了
発握調査結果属要

予定 年月日 年月 8 8 年月日 月 日 （主な遺構と出士遺物）竺
実 績 年月日 年 月 8 日

遺物発見届出 文化財認定通知 出土遺物讀与申請

年月 日 年月日 年月日

遺跡名 I 県遺跡No.

年 月 日

文化庁譲与通知

年 月 日

年月日

県からの通知

年月日

I 市町村No.

開発工事後遺跡状況図（遺鯵範囲•発握範囲•試握位置を明記した開発事業後の地図を添付）
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（付 1)平成 4年度 三重県文化財調査員名簿

地区 氏名 勤 務地 住 所

伊東 春 夫

片岡雅章 川越高

北 清水弘之 東員第二中

川添 譲 桑名高校衛生看護分校

桐生定己 中部中

鎌田雅生 菰野中

勢 鈴木克彦 桑名西高

荒木昌俊 笹川東小

安川富春

河合良成

中
高森英純 戸木小

下村純也 三雲中

小 林 和 彦 雲林院小

勢
三浦儀直 川口小

津村 善 博 久居中

小坂宜広 南が丘中

榎本 義 譲

世 古且守 大河内小

松 岡本好雅 中部中

稲 本 賢 治 多気中

奥谷義一

阪 筒居利久 飯高西中

三井博之

奥 義次 松阪高

中西正典 至城中

中馬千鶴 皇学館高

高見宜雄 神明小

南 御村精治 度会中

中世古一芳 宿田曽小

村 上喜雄 国崎小

山崎富三郎

ギヽL, , 竹内 正 弘 浜島小

川添昭博 東海中

河瀬信幸 小俣中

谷崎 典 子 志摩高

市 田進一

福 井 健 二

仁 保 晋 作 河合小

上 東山則幸 府中小

寺岡光三

森前 稔 名張中

岡嶋久夫 柘植中

野 松鹿昭二 名張西高

竹 内 英 雄 比奈知小

谷戸 実

尾
田崎通雅

鷲
東 成志 三船中

山本和彦 長島高

熊
福 村 直 人 阿和田小

田中安弘 御浜小

野
古部 均 尾呂志小

花尻 薫 木本小
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